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　それは修学旅行も無事に終わり、ゾロ目の十一月から師し匠しようも走る年末の月へと突入して、周囲の様よう子すもすっかり秋から冬へとシフトし終わったある冬の日曜日のことだった。


「ふんふんふ～ん、今け朝さの献こん立だては何にしましょうかね～」


「むう、眠い……」


　部屋に響ひびき渡るそんな声。


　夕ゆう凪なぎ荘二〇三号室はいつも通りの様よう相そうを呈ていしていた。


　普段と変わらずに、台所では霊れい鳥ちようお姉ねえさんがエプロンをふりふりの～んびりと鼻はな歌うたを歌いながら朝食の準備をしていて、居間ではパジャマ姿の神様幼よう女じよが眠そうにソファの上で小さくあくびをしている。ネコマタ娘は寒さのせいで最近は布ふ団とんから出て来るのが遅いが朝食の匂においを嗅かぎ付けてもうすぐやってくるだろう。いつもと違うところといえば今日は奈な々ながいないくらいか。何でも実家のシャルロット（飼っているマルチーズ）の様子が少しおかしいとかで、昨日きのうの午後から帰き省せいしているのだ（といっても同じ市内だけれど）。


「スッポンの丸焼き、ウナギの蒲かば焼やき、イラブの塩焼きもいいですね～」


「なぜ休みだというのにこんなに早くから起きねばならぬのだ。ぶつぶつ……」


　そんなのんびりまったりとした穏おだやかな朝。


　だがその平へい穏おんは、


「た、大変だよ、ヒロっ！」


　バタンッ！


　突然、血けつ相そうを変えてドアを蹴け破やぶるように居間の中に転がり込んできたパジャマ姿のネコマタ娘によってがらがらと崩された。


「なんじゃネコ、朝から騒がしい」


「あらあら～、相変わらず早くからムダに元気ですね～」


　さくらと千ち鶴づるがそれぞれにそう答える。


「そ、そんなことゆってる場合じゃないんだって！　大変なの！　たいへんたいへんたいへんたいへんたいへんたいへんたいへんたいへんたい……あれ、変へん態たい？」


　人さし指を口元に当ててちょこんと首をひねる。


「大変なのはお主ぬしの頭の中身じゃろう。まったく……」


「変態……英語でいうとアブノーマルで、いわゆる普通でない性せい癖へきをお持ちの方を指す言葉ですね～」


　ため息を吐つく神様幼女とわざわざ変態の意味を説明してくれる霊鳥お姉さん。


　まあそれはともかく。


「美み亜あ、大変って、何が？」


「にゃ？」


「何かあったんじゃないの？　そんなに慌あわてて……」


「え──あ、そ、そ～だった！」


　弘ひろ司しの言葉にうにゃんと反応する。……どうやら一いつ瞬しゆん忘れていた模も様ようです。


「み、見てよヒロ！　さ、さっき起きてみたら『ネコの宅たつ急きゆう便びん』から枕まくら元もとにこんな手紙が届いてたのっ！　ほら」


「手紙？」


「う、うんっ」


　見ると確かに美亜の手には一通の便びん箋せんが握られていた。古めかしい薄うす茶ちや色の便箋。でも何だって手紙なんかでそんなに焦っているんだろう？　不幸の手紙とか、あるいは身に覚えのない借金の督とく促そく状じようとか……？


　首をひねりながら弘司は手紙を覗のぞき込んでみる。


　そこには、





『今からそちらに向かう！　心して待て!!　父[image: ]』





　との簡かん潔けつな言葉があった。


「これって……」


「ね、ね、大変でしょ？」


「え？　うーん……」


　美亜はそう言ってくるものの、弘司にはあんまり実感が湧わかなかった。


　見たところ手紙は美亜の父親からのものであるらしい。加えて内容から察するに、近々の訪問を告げるもののようだ。


　確かにそれは突然のものであり、またネコマタの父というのはそれはそれで何となく字じ面づら的には大変っぽいけれど……両親が訪問してくるということ自体は別に一人暮らしの女の子（ネコだけど）にとっては十分にあり得ることであり、そこまで大おお騒さわぎをするようなことでもないはずだ。


　弘司の疑問に、


「ヒ、ヒロたちは知らないんだよ～。お父上がどんなネコだか……」


「お、お父上？」


「そ、そうだよっ！　お父上はネコの中のネコ……ネコマタ・キングなんだから～！」


「……」


　言っている内容にもいくつか突っ込みどころはあるが、美み亜あの口からそんなしっかりしたというか、少しばかり上流階かい級きゆうな言葉が出てきた方が驚きなんだけれど……


「ふん、ネコの親か。子がこれなら親もさぞかし落ち着きのない駄だネコなのだろうな。推おして知るべしじゃ」


「カエルの子はカエルというやつですかね～？」


　さくらと千ち鶴づるが実に他人ひと事ごとのようにそんなことを言う中、


「だ、だから、そんなにのんびりしてる場合じゃないんだって～！　どうしよどうしよ～……わ、わたし、〝こくがいとうぼう〟とかした方がいいかな？」


　真剣な表情で見つめてくる。


「まあそんなに慌あわてなくても……」


　何をそこまで切羽せつぱ詰つまってるのかは分からないけれど、予告の手紙が今日届とどいたということは普通に考えて実際に両親が訪問してくるまではまだ間があるはずである。


　だが美亜はぶんぶんとネコミミとネコシッポ（いつの間にか出てた）を振って、


「あ、甘いよっ！　旬しゆんの果物が盛りだくさんのふる～つぱふぇみたいに甘すぎるよっ。お、お父上は──」


　そう力りき説せつしかけると同時に、


　ドンドン、と。


　二〇三号室のドアが叩たたかれる音が聞こえてきた。


「!?」


「？　だれだろ、こんな朝から」


　新聞の集金とかだろうか。首を傾かしげつつも玄げん関かんに向かう。


　すると、


「失礼、こちらが水みな上かみ殿のお宅かな？」


「あ、はい、そうですけれど……」


　ドア越しに聞こえてきたのは聞き慣れない声。怪け訝げんに思いドアに付いている覗のぞき穴からそっと外をうかがってみると、そこにはスーツ姿にシルクハットを被かぶった、やはり見たことのない壮そう年ねんの男の人が姿し勢せい正しく立っていた。


「……」


　鋭い眼光と荒々しく後ろに撫なで付けられた長ちよう髪はつ。口元にたくわえられた立りつ派ぱな髭ひげ。


　見る者にやけに威い圧あつ感を覚えさせるキッチリとしたダブルのスーツ。


　纏まとっている空気が、どことなく重い。


「……」


　どう見てもこのフレキシブルかつ牧ぼつ歌か的な夕ゆう凪なぎ荘に相応ふさわしくないというか、一ひと言ことで言って場違いなことこの上ない人物である。


　こんな人がうちに何の用なのかなーと首をひねる弘ひろ司しに、


「こちらで私の娘がお世話になっていると聞いた。速すみやかにここを開けてもらえると助かるのだが」


「え……？」


　……娘？


　思わず部屋の中を振り返る。もしかしてそれって……？


　すると何やら懸けん命めいにぶんぶんと首を横に振っているネコマタ娘の姿が目に入った。あれ、違うのかな……？


「住所はここで間違ってなかろう？　夕ゆう凪なぎ荘そう二〇三号室。美み亜あがここにいるはずだ。調しらべはついている」


「……」


　美亜って言ってるよね……？


　ということは……まさかもうやって来たんでしょうか？


　再さい度ど振り返ると、美亜が口をぱくぱくと動かして何かを言っていた。イ・ナ・イ・ッ・テ・イ・ッ・テ……「いないって言って」？


「……」


　いやそんなこと言われても……


　どうすればいいのか判断に困る弘司の前で、急せかすようにさらにドンドン！　とドアが叩たたかれる。


「早く開けたまえ！　そちらに開ける意い思しがないというのならこちらとしても実力行こう使しに出なければならなくなる！　抵抗をしても良いことは一つもないぞ？」


「あ、は、はい。今いま開けますから……」


　さすがにそこまで言っているのに居留守いるす（美亜の）を使うわけにもいかないだろう。


　ドアを開けるべくノブに手をかける。


　そんな弘司の背後から、


「にゃ、にゃあ……」


　諦あきらめきったような、ネコマタ娘の切なげな声が響ひびいてきた。








　　　１




「……」


「……」


　部屋の中は何ともいえない微び妙みような雰ふん囲い気きに包まれていた。


　さっきまでさくらがごろごろとしていた居間のソファの上には今は両腕を組みどっかりと腰掛ける美み亜あ父ちちの姿。全てを射い貫ぬく矢のような眼光で、じっと辺りを見回している。それはもう見るからに厳げん格かくそうな雰ふん囲い気きで、印いん象しようとしてはネコというよりも決闘に赴おもむく前のオスライオンとか頭にかぶりつく際の獅し子し舞まいの獅子といった感じだった。


「……」


　そしてその対面にいるのはネコマタ娘。スカートの裾すそをぎゅっと握り締めながらメッタに見られないような神しん妙みような顔をして、それこそ借りてきたネコのようにちょこんと大人おとなしく座っている。


　まあこれ（大人しいネコマタ娘）だけでも充分に珍しい光景なのだけれど、一番の気がかりはまた別のところにあった。


　それは。


「──お、おひさしぶりです、おちちうえ」


　ネコマタ娘の反応というか態度。


「うむ、久しぶりだな美亜。……半年ぶりくらいになるか？」


「はい。おちちうえもおかわりなく、おげんきそうでなによりです」


　丁てい寧ねいでしっかりとした口く調ちよう、仕し草ぐさ。


　ほとんど別べつ人じんのような（別ネコのような？）様よう子すである。


　台所の奥から遠とお巻まきにその様子を見ていた弘ひろ司したちも声を潜ひそめて。


（の、のう、ネコはどうしてしまったのじゃ？　何か悪いものでも食べたのか、あるいはこの連日の寒さで頭に異常をきたしてしまったのではないか……？）


（まるでネコさんを三匹くらい被かぶっているようですよね～。ええと、こういうのを何というのでしょう～、ネコもおだてれば背泳ぎをする、ですか～？）


（いや僕にもさっぱり……）


　首をひねる。


　父親がやって来てから、美亜はずっとそんな感じだった。


　いつもの能のう天てん気きさや子供っぽさはきれいさっぱりと影を潜め、上じよう品ひんな振る舞いと喋しやべり方で父親の相手をしている。何となく棒ぼう読よみっぽくて台本を読んでいるような感じを微び妙みように受けるのはさておき、それを除けばまるでどこかのお嬢じよう様と見み紛まがえてもおかしくない。


「どうだ、こちらではうまくやっておるか？　鈴すず鳴なり本ほん家けの名を汚けがすような振る舞いはしていないだろうな？　お前の行いは直接鈴鳴の家か名めいに響ひびく。お前の行いとはすなわち鈴鳴本家の行い。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに気を遣つかわなければなるまいぞ」


「はい、こころえております」


　美亜がこっくりとうなずく。


　と、そこで、


（む、待て、鈴すず鳴なりじゃと……？）


　さくらがいぶかしむようにして顔を上げ、（……あのネコは鈴鳴本ほん家けのネコなのか？）


（え？）


（ネコの名前じゃ。やつは鈴鳴美み亜あというのか？）


（あ、うん。そうだと思うけど）


　弘ひろ司しが答える。普段は名前で呼んでいるためほとんど気にしないことだけど、確か美亜は学園への転入時にそう名乗っていた。


（何と……よりにもよってまさかあの鈴鳴本家とは……）


（？）


　絶ぜつ句くするさくら。


　何か変なことを言ったかなーと弘司が思し案あんしていると、


（鈴鳴家は有名ですよね～。ネコマタ一族の最さい上位支配階かい級きゆうで、妖よう怪かい社会全体においても相当に高い地位を誇ってるとか～。確か皇こう妖よう三さん家けの一つにも数えられてませんでしたっけ～？）


（うむ。その通りじゃ）


　うなずき合う千ち鶴づるとさくら。


（むう……しかしあのネコがな。日ひ頃ごろの育ちの悪そうな振る舞いからしててっきりそのヘンの野の良らだとばかり思っていたのだが）


（驚きですよね～。こういうのを何というのでしょう～、ヒョウタンからペルシャネコですかね～？）


（……）


　何だかよく分からないけれど、美亜が相当に格かく式しきの高い名めい家かの出でであるのは確かなようだった。というか半はん年とし以上もいっしょにいたのに、二人とも今の今まで美亜の名みよう字じを知らなかったみたいです……


　と、


「ヒロー！」


　居間から美亜の声が聞こえてきた。


「ねえねえヒロー、お父上が呼んでるからこっちに来て──あ、じゃ、じゃなくてっ」


　弘司の前まで小こ走ばしりでやってくると美亜はぷるぷると顔を振って、「──あのひろしさま、おちちうえがおはなしをしたいとのことです。こちらまできていただけますか？」


　そう言い直した。


「あ、え、僕？」


「はい、そうです」


　控えめな声でこくりとうなずく。


　その仕し草ぐさと口く調ちようは実に丁てい寧ねいで品があって、やはりとても普段は「今日のおかずはいらぶちゃ～のお刺さし身みだにゃ～♪」なんてやっているネコマタ娘のものだとは思えなかった。


「……」


「あの、ひろしさま？」


　美み亜あがちょこんと首をかしげる。


「あ、うん、今いま行く」


　何となく釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも、呼ばれている以上は仕方がないのでとりあえず居間へと向かう。


　居間のソファには、さっき見た時とまったく同じ姿勢をしたままの美亜父ちちが待ちかまえていた。


「……」


「え、ええと……」


　改めて正面に立ってみるとすごい威い圧あつ感かんである。


　無言のプレッシャーというか迫ってくる重じゆう厚こう感かんというか。


　何を言えばいいのか分からずに弘ひろ司しが様よう子すをうかがっていると、


「初めてお目にかかる。私は美亜の父で鈴すず鳴なり家現当とう主しゆ・鈴鳴我が王おうだ。そちらが水みな上かみ弘司殿どのでよろしいか？」


「あ、は、はい」


　先を越されてしまった。


　鋭い眼差まなざしはそのままに絶ぜつ妙みような角度で礼れい儀ぎ正しく頭を下げてくる。


「いつも美亜が世話になっているようで申し訳ない。もっと早くに伺うかがいたかったところだが、やんごとなき事情があって遅れてしまった。どうか、許してほしい」


「あ、いえ、そんな……」


　強こわ面もてに頭を下げられて逆にかしこまる弘司に、


「どうだね、美亜は迷めい惑わくをかけていないか？」


「え？」


「鈴鳴の娘として、常に思し慮りよ深ぶかく知性に富んだ行動をしているかね？」


　鋭い視線でそんなことを訊きいてきた。


「それは……」


　別に迷惑ってわけではないんだけれど、美亜の普段の行動が思慮深く知性に富んでいるかと言われると……かなり言葉に詰まります。


　チラリと当のネコマタ娘の方を見る。ネコマタ娘はネコミミを丸めネコシッポを頼りなく揺らしながら、何かを訴えかけるような目で弘司の方を見ていた。


　やっぱり父親の前であんまりマイナスになるようなことを言うのはまずいかな……


　なので、


「だ、大丈夫です。美み亜あさんはよくやってくれています」


「ほう、本当かね？」


「はい。いつも元気で明めい朗ろう快かい活かつで、場を明るくしてくれていて……」


　いちおうウソは言っていない……と思います。


「そうか。さすがは美亜だ。あやつとは違う。それならよいのだ」


　美亜父ちちは満足げにうなずいて、


「──ところで弘ひろ司し殿」


「はい？」


　弘司の顔を真正面からじっと見み据すえると、


「──結ゆい納のうはいつ行うのかね？」


「……は？」


　思わず、そんな声が出てしまった。


「娘から話は聞いている。我が一族の掟おきてにより、弘司殿は美亜の婿むこになることが決まったのだろう？　どこの馬の骨とも分からぬ者ならともかく、我々としても『統ま神と者め』として名高い水みな神かみの家の者なら歓迎いたすところ。我が娘も初めて肌はだを見られた相手が弘司殿ならば本ほん望もうというものだ。互いに足りない部分を補い合って、鈴すず鳴なりの家も水神の家もますます繁はん栄えいすることになるだろう」


「え、え？」


　ずい、と迫ってくる美亜父。


　突然のサプライズな展開に弘司が戸と惑まどっていると、


「ちょ、ちょっと待て！　主ぬしら何を勝かつ手てなことを言っておる！」


「弘司さまは私のご主人様です～」


　それまで木もく像ぞうのように沈ちん黙もくを守っていたさくらと千ち鶴づるが、台所から飛び出してきた。


「黙って聞いていれば婿だの何だのと勝手なことを……！　そのようないかがわしい話をするのは儂わしが許さん！」


「美亜さんのお父とうさまといえどもこれは聞き過ごせませんね～」


　だが美亜父は、


「そちらの霊れい鳥ちようと神しん霊れいの方が手紙に書いてあった従じゆう者しやかね？　ほう、さすがに水神の次期当とう主しゆ殿だけはある。その若さでこれらの上級霊鳥と上位神霊を従えているとは。それでこそ我が鈴鳴の家の者が嫁とつぐに相応ふさわしいというものだな」


「なっ……」


「あらあら～？」


「嫁ぎ先である弘司殿の従者であるということは我が娘の従者ということでもあろう。これからもよろしく頼むぞ」


　美み亜あ父ちちの言葉に、


「な、だ、だれがネコの従じゆう者しやかっ！　儂わしは弘ひろ司しの妻じゃ！」


「ええと～、私は侍じ女じよですが従者ではありませんね～。その二つの間にはランドマークタワーよりも高い隔へだたりが存在するのです～」


　さくらと千ち鶴づるは当然のごとく猛もう然ぜんと反論するのだが、


（ご、ごめん、さくら、チヅル。今だけは話を合わせておいてにゃ……）


（ネコ？）


（あらあら～？）


　美亜が二人を部屋の隅すみっこに連れていき小こ声ごえでそう言った。


（これにはふか～い事情があるの。後でちゃんと説明するから、今だけは……）


　必死な表情で両手を合わせて頭をぺこぺこと下げる。


（しかしだな……）


（ん～、さすがにこれはですね～……）


（お願いにゃ……）


　ほとんど泣きそうな顔でさらに深々とネコミミを垂れてくる美亜。


　そのメッタにない殊しゆ勝しような態度に何かを感じたのか、


（むう……）


（そこまで言われるのでしたら～）


　最後には、渋しぶ々しぶながらもさくらと千鶴は引き下がったのだった。








　　　２




「それで美亜よ、肝かん心じんの修行の方は順じゆん調ちようなのだろうな？」


「え？」


　弘司たちにとってはまさに寝ね耳みみに水な結ゆい納のう話が一ひと段落した後（話はその後の結婚式・披ひ露ろう宴えん・果ては十年後の幸せ二世せ帯たい同居計画にまで飛び、三時間ほど費やした）、ソファに座ったままの美亜父がおもむろに顔を上げ、今度はそんなことを言い出した。


「修行だ。何のためにお前を外の世界に出したと思っている。ネコマタ法ほう第八条一項『元げん服ぷくを迎えたネコマタは修行のために三年間の期限付きで単たん身しん外の世界へ赴おもむかなければならない。その修行内容は衣食住の全てに亘わたるものとする』。弘司殿どのとの蜜みつ月げつもよいが、それを怠おこたっていては本ほん末まつ転てん倒とうだ」


「あ、は、はい。じゅんちょうにすすんでますにゃ」


　微び妙みように目を逸そらしながら美亜がうなずく。


　……また初はつ耳みみな話が出てきました。というかさっきから完全に弘ひろ司したちは置いてけぼりのまま話が進んでいるような気がします。


　そんな美み亜あを見て美亜父ちちは、


「そうか。だったら……そうだな、今から食事を作ってもらおうか？」


「え？」


「ちょうど昼時でもあるし、昔から苦にが手てだった料理の技術がどれほど進歩したのか見てみたい。手紙ではこの夕ゆう凪なぎ荘そうの家事を一いつ手てに担になっていて、その一いつ環かんとして毎まい日にち料理を作っていると書いてあっただろう。そのような生活を半はん年とし以上も続けたのだ。それくらいできるようになっているはずではないか？」


「う、にゃ、それは……」


　美亜が言葉に詰まる。


　いや毎日料理を作ってるのは霊れい鳥ちようお姉ねえさんだよね……？


「何も難しい料りよう亭てい料理を出せと言っているわけではない。普段お前が弘司殿どのに作っている日常的な家庭料理を出せばいいだけのこと。……まさかとは思うが、できないのではあるまいな？」


「にゃっ!?」


「……よもやそのようなことはないと信じてはいるが、お前まであやつのように修行を放ほう棄きしてそのまま逐ちく電でんするなどということは──」


　美亜父の目がネプチューンオオカブトのツノのように鋭くなる。


「い、いえ、そのようにゃことは……」


　ぶんぶんと首を振る美亜。


「では大丈夫だろう。弘司殿、すまぬが少しばかり台所をお借りする。さあ、美亜」


「は、はい」


　その言葉に美亜がうなずく。だけど後ろから見ると、そのネコミミとネコシッポが頼りなさそうにふらふらと揺れていた。


（あのアホネコめ……いったい手紙にどのようなことを書いておるのじゃ）


（美亜さんのお料理ですか～。お味み噌そ汁しるを勢いよくお米にかけてぶっかけご飯にしているところくらいしか見たことはありませんが～）


　さくらと千ち鶴づるが小こ声ごえでそう突っ込む。


　二人の言う通り、美亜が料理をしているところなんて見たことがない。というかいつかの絢あやとの料理対たい決けつでは塩と間違えて小こ麦むぎ粉こを袋一いつ杯ぱい入れるという暴ぼう挙きよを普通にやってのけていた。そんなネコマタ娘には、たとえ手の込んでいない日常の家庭料理でも十八分に荷が重おも過すぎるだろう。


　だが美亜は、


「わ、わかりました」


「む？」


「おりょうり、つくります。わたしにおまかせください」


　悲ひ愴そうな顔でそう返事をする。


「うむ、よかろう。それでこそ我が娘だ」


「げんざいはざいりょうにとぼしいので、すーぱーにかいにいってまいります」


「分かった。行ってまいれ」


「そ、それではいってまいります」


　ぺこりと頼りなげに一礼すると、


「あ──」


　弘ひろ司しが声をかける間もなく、ふらふらと玄げん関かんから出て行ってしまった。


　──大丈夫だろうか。


　何だか微び妙みように嚙かみ合っていなかったように思える親子の会話はさておき心配になる。あんなにふらふらというか茫ぼう然ぜん自じ失しつな状態でスーパーに向かって、まともに買い物ができるとは思えない。いやそれどころかちゃんとスーパーまで辿たどり着けるかどうかも怪しいかもしれない。


「……」


　やっぱり美み亜あ一人じゃ心配だ。


　弘司はソファから立ち上がると、


「すみません、ちょっと僕も出かけてきます」


「ん、どこへ行くのだ、弘司殿どの？」


「あ、え、えーと、日課のセパタクローの練習に……」


「ほう、そうか。さすがは弘司殿。どんな時でも常つね日ひ頃ごろ行っている修しゆう練れんを欠かさないとはな。美亜にもぜひ見習わせたいところだ」


「え、ええ、まあ……」


　適当に誤ご魔ま化かしつつそう返事をしておく。


「では行ってきます」


「うむ、頑がん張ばってきたまえ」


　そんな美亜父ちちの声を背中に受けつつ、玄げん関かんにかけてあったコートを羽は織おると弘司は美亜の後を追って部屋を飛び出したのだった。
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　どうしたらいいんだろう……？


　夕ゆう凪なぎ荘そうの近くにある公園でブランコをきーこきーことこぎながら、美亜は一人途と方ほうに暮れていた。


「にゃ……」


　原因はもちろん一つ。美み亜あが父親から提示された条件である。


　美亜はまともな料理など作ったことはない。


　作ったことがないだけでなく作ることもできない。潜せん在ざい的にもまったくもってこれっぽっちもできない。里さとで料理実じつ習しゆうを受けていた時も散さん々ざんだった。唯ゆい一いつできる料理といえばネコマンマと玉たま子ごかけご飯くらいだったりする（注：それは料理ではありません）。


「はぁ……」


　ため息。


　だけど手紙にはああ書かなければならない事情が美亜にはあった。修行をきちんとこなしているという内容。そうしないと父親は美亜を連れ戻そうとするに違いない。それは確実だった。


「まさかこんなことになるなんてにゃ……」


　だれに言うともなしにそうつぶやく。


「お料理なんて……できないよ」


　それもまた、確定事じ項こうだった。


　基本的にこのネコマタ娘にとって、料理は食べるものであり作るものではないのだ。


　おまけにそもそもの問題として、美亜にはスーパーの場所が分かっていなかった。いちおう向かおうと努力はしたのだけれど三分で迷った。こんなところで一人寂さびしくブランコを揺らしているのもそれゆえである。


「お腹なか空すいたな……」


　加えてまだ美亜は朝ご飯を食べていない。


　食べる前に手紙騒そう動どうが起こり、電でん光こう石せつ火かのごとく父親がやって来て、そのままダイレクトに現在の料理作さく製せいへの流れになってしまった。


　おかげでネコマタ娘の空腹度どは現在、限界値ちマックスである。


「……」


　きゅるきゅるとかわいらしい音を立てるお腹を押さえて空を見上げると、農のう林りん一号のカタチをした雲がぷかぷかと浮いていた。


「…………ヤキイモ、食べたいにゃ……」


　状況は割と危機的でありながらも、根本的なところで緊きん張ちよう感かんのないネコマタ娘だった。
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　弘司が夕ゆう凪なぎ荘そうを出てから五分ほどして。


「いた……」


　美亜は思いの他すぐに見つかった。


　夕ゆう凪なぎ荘そうの近所にある公園。


　いつだったか美み亜あたちが夕凪荘を出て行こうとした時に最終的に集まっていたあの場所。


　何となく追ってきた美亜の気配の先にあったそこの敷地内ないのブランコに、ネコマタ娘は一人ゆらゆらと風になびくネコジャラシのように揺れていた。


　寂しそうな目で空を見上げながらぼんやりとしているその姿は、いつもの陽気なネコマタ娘を一ひと回まわり小さく見せている。


「美亜……」


「あ……」


　弘ひろ司しが声をかけるとネコマタ娘は目にぶわっと涙を浮かべて、


「ヒ、ヒロぉ～、わたし、わたし……」


「え？」


「うえええええ～ん！」


　泣きながら空腹のイノシシみたいな勢いで抱きついてきた。


「ちょ、ちょっと美亜？」


「うええええええええええええ～ん！」


　一いつ心しん不ふ乱らんに泣きついてくるネコマタ娘。


　現在のシチュエーション・休日のお昼時の公園。


　周りには子供連づれの親たちやメガネをかけた秀しゆう才さいっぽい小学生のグループの姿がちらほらと。


「ねえねえお母かあさん、あれなに？　ちわげんか？」


「しっ、見ちゃいけません」


「うわ、見ろよ。あいつ女を泣かしてるぜ！」


「こんな真まっ昼ぴる間まからサイテーだな。ね、サトシくん？」


「ええ、そうですね。ああいうのを人間のクズというのです。みんなも社会勉強として覚えておいて損はありませんよ」


「……」


　そんな心ここ無ろない声が聞こえてくる。


「み、美亜、とにかく落ち着いて……」


「だって、だってえ～、わたしどうしたらいいか……」


「う、うわっ!?」


　だが美亜は落ち着くどころかさらに全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって抱きついてきて、勢いに負けてそのまま後ろに押し倒された弘司（弱い）は、ほとんど馬乗りならぬ馬乗られ（ネコ乗られ？）のような状態になってしまった。


「あ、こんどはぷろれすごっこ？　よくお母さんたちもやってるよね。いいなー」


「こ、こら指差しちゃだめ！　もう行くわよ！」


「うわ、あいつなんかおっぱじめちゃったんじゃないのか？」


「写しやメ撮とっとけって、もしかしたら容よう疑ぎ者になるかもしれないし。ね、サトシくん」


「ふむ、そうですね。あのような生ゴミは世間の衆しゆう目もくに晒さらしてやるのが分ぶん相そう応おうというものかもしれません」


「……」


　そそくさと去っていく親子連づれと周囲に響ひびくシャッター音。ほとんど変へん質しつ者というか犯罪者扱いです。


　結局それからも美み亜あは弘ひろ司しの胸の中で（上で？）わんわんと泣き続け。


　事態が落ち着くまで、しばらくの時間を要したのだった。








「──えっと、要するに手紙に書いた内容が、その、実際とは違う脚きやく色しよくされたものだったってこと？」


「……うん」


　十分後。


　ようやく泣き止んだ美亜がこっくりとうなずく。


「いけないことだとは思ったんだけど、そうしないとだめだったから……」


「うーん……」


　話をまとめると次のようになるらしい。


　美亜はネコマタ法に基づく『修行』のためにネコマタの里さとを出て来た。色々とあった末に弘司に助けられ掟おきてに従い〝お嫁よめさん〟として夕ゆう凪なぎ荘そうに住むことになった。その間も『修行』として家事を始めとした色々な修しゆう練れんをやらなければならず、それについて父親に手紙で近きん況きよう報告をしていた。その際に、手紙では（美亜曰いわく）『すこ～しだけ』誇こ張ちようした表現を使ってしまった。その実じつ践せんを今いま問われていて、非常に困っている。


　だいたいそういうことのようだ。


「ど、どうしよう、ちゃんと『修行』をしてなかったことがばれちゃったら、わたし里に連れ戻されてそのまま〝かごのなかのことりさん〟にされちゃうかもしれない……」


「え、まさかそんな……」


　そもそも小鳥じゃなくてネコだし。


「ありえるよ～！　お父上はすっごく厳きびしくて『立りつ派ぱな一いち人にん前まえのネコマタになるためには茶さ道どう華か道どう料理道どう、気品に満ちた礼れい儀ぎ作法・言葉遣づかいは必ひつ須す中の必須！　それを怠おこたる者はネコマタにあらず！　ただのミケネコである！』って毎日のように言ってるんだよ～……」


　真剣な目で訴えかけてくる。


　弘司にはいまいち理解がしにくいネコマタ社会の理想のネコマタ像だけれど……美亜本ほん人にんがそう言うのならそうなのだろう。でも何だって美み亜あ父ちちはそんなに『修行』にこだわるのか……


　弘ひろ司しがいぶかしんでいると、


「……お父上はわたしに期待してるの」


「え？」


　美亜がぽつりとそう言った。


「もう鈴すず鳴なりの家にはわたししかいないから。鈴鳴の名を持つのはわたしだけなの。わたしと、お父上だけ……」


　それって、他に家族はいないってことなのか？　母親や他に兄弟とかは……


　すると美亜はふるふると首を振って、


「お母上はわたしが生まれてすぐに病気で……。あとはお姉ねえちゃんが一人いたけど……」


「いた、って……」


　言いかけて言葉を止めた。


　過去形の『いた』。その言葉が表す事実なんて一つしかない。


「……」


「……ごめん」


「？　何で謝るの？」


　美亜はきょとんとした顔をするものの、今のは明らかに失しつ言げんだった。深く考えずについ口から出てしまった言葉。だけどこのどんな時でも明めい朗ろう快かい活かつで無む邪じや気きなことこの上ないと思われるネコマタ娘にそんな事情があったなんて、夢にも思わなかった。


「本当にごめん……その、お母かあさんに加えてお姉さんまで亡くなってたなんて知らなくて……」


　心の底から謝しや罪ざいする。


　家族を亡くす悲しさをだれよりも知っている弘司だけは、軽々しくそんなことを言ってはダメだったのだ。


　だけどその言葉に美亜は不ふ思し議ぎそうに首をかたむけて、


「えっと……お姉ちゃん、生きてるよ？」


「へ？」


「だからお姉ちゃんは別に死んでないにゃ」


　あっさりとそんなことを言った。


「お姉ちゃん、十年くらい前に修行の途中でそのまま家出しちゃったんだって。わたしはまだちっちゃかったからよく覚えてないんだけど、手紙で『わたしにはこんな狭せま苦くるしくてうにゃうにゃとしたネコマタの世界は似に合あわないわ！　オリの鍵かぎ代がわりの洗せん濯たくバサミをクチバシでこじ開けた小鳥みたいに、もっともっと広い世界に飛び立つのっ！　というわけでさよならっ！　Ｐ．Ｓ．　ネコマタ国民年金は代わりに払っておいてください』ってお父上のところに届いたらしいよ。郵便代金着ちやく払ばらいで」


「……」


　また紛まぎらわしい表現を……というかさすが美み亜あの姉、なかなか個性的かつアクティブなお姉ねえさんみたいです。


　ネコマタの父ならぬネコマタの姉に対して弘ひろ司しが内心でそう突っ込みを入れていると、


「ねえヒロ……わたし、帰りたくない」


「え？」


　美亜が真剣な顔でじっと見上げてきた。


「わたし、まだ里さとに帰りたくないよ。ヒロと離れ離れになりたくない。いくらお父上の命令だからって、そんなのやだ……」


「美亜……」


　きゅっと弘司の服の袖そでを握り締めてくる。


「だってわたしはヒロのお嫁よめさんだもん。ヒロのそばに、ヒロといっしょにずっとずっとここにいたいもん」


「……」


　その美亜の一生懸けん命めいな表情が胸に響ひびく。


　必死な瞳ひとみ、ぴんと立ったネコミミ。


　そこから感じられるひたむきな気持ち。


　お嫁さんうんぬんはともあれ、その気持ちは弘司も同じだった。


「……分かってる」


「え？」


「僕もこのままにするつもりはないよ」


　弘司にとって美亜はもうほとんど家族みたいなものだ。


　その家族の一人が、いまいち納なつ得とくのしきれない理由で突然いなくなってしまうかもしれないのを、黙って見ているなんてことはできないし、またするつもりはなかった。


「そのためにも、とにかく今は料理を何とか作ってみるしかないんじゃないかな？　そうすれば修行をちゃんとやってたってお父とうさんも認めてくれるだろうし……。そんなに難しいものじゃなくてもいいんだよね？」


「で、でも、わたし、難しくなくても、料理なんてこれっぽっちもできない……」


「いやそれは分かってるけど」


　美亜の料理技ぎ能のうのマズさは弘司もよーく知っている。確かにあれでは、美亜には悪いけれど単独でいくら頑がん張ばってもムリだ。


　だから。


「一人で何とかしようなんて考えなくていいよ。僕も手伝うから」


「え？」


「美み亜あ一人ではムリでも、みんなで力を合わせれば何とかなるかもしれない。ほら、立って。とりあえずスーパーまで行ってみよう。ここでジッとしてても始まらないし……」


「だ、だけど……」


　不安げな顔をする美亜に、


「大丈夫。僕は美亜を里さとに帰したりなんかしないから」


「え……」


「美亜は僕にとっても大切な存在だから。絶対に連れ帰させたりしない。約束する」


「ヒロ……」


「だから、ね？」


「う、うんっ！」


　ネコマタ娘は大きくうなずくと、


　まるで飛び込んでくるかのように全身でがばっと抱きついてきて、


「えへへ、だからヒロって大好きっ♪」


　満まん面めんの笑みで、そう言ったのだった。
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　商店街にあるスーパー『弱じやく肉にく強きよう食しよく』はそれなりに混雑していた。


　最も人の集まる日曜のお昼時。


　集しゆう客きやく率りつはおよそ八〇パーセントといった感じで、さして広くない店内はけっこうな数の人で溢あふれている。気を抜くとすぐに人の波の中に紛まぎれてしまいそうだった。


「迷まい子ごにならないように気を付けてね、美亜」


　すでにいつかの夏祭りで前ぜん科かのあるネコマタ娘に声をかける。


「だいじょぶだよっ。わたしだってもうそんなに子供じゃないんだからね。──あれ、あそこにあるのは新発売のマグロ味キャンディー？　わあ、おいしそ～……」


「……」


　言っている傍そばからそんな怪しい新商品につられてふらふらとお菓か子しコーナーへと引き寄せられていくネコマタ娘。まったく……


「……美亜」


「え？」


「迷まい子ご、なりかけてる」


「あっ……」


　声をかけられて、ようやく我に返ったようだった。「え、ええと、これはにゃんというか……」


「……」


「え、えへっ♪」


　誤ご魔ま化かすように笑う。まあこういうところ（スーパー）に来るのは初めてだからはしゃぐ気持ちは分かるんだけど……


　ともあれこのトラブルメイカーにして現げん時じ点てんですでに迷子予よ備び軍ぐんのネコマタ娘をこのまま自由にさせておくのは極めて心配である。少しばかり抵抗はあるけれど、こうしておくのが一番だろう。


　ちょっと決まりが悪そうな顔をしている美み亜あに弘ひろ司しは右手を差し出して、


「はい、美亜」


「にゃ？」


　出された手を見て美亜が不ふ思し議ぎそうに首をかたむける。「えっと……おこづかい、くれるの？　あ、それともあめちゃん？」


「違うって……」


　関かん西さいのおばちゃんじゃないんだから……


「そうじゃなくて、手だって。つないでおけばはぐれる心配がないと思って」


「あ、そか」


　納なつ得とくしたように美亜はぽんと手を叩たたく。


「うん、そだよね！　にゃ、ヒロってあったまいい～♪」


「……」


「さすがはわたしのお婿むこさんだにゃ♪」


　これくらいのことでそんなに持ち上げられると照れます。


　何となくくすぐったい気持ちになる弘司に美亜はにっこりと笑って、


「じゃあよろしくお願いしますっ。はいっ♪」


　ぎゅっ、と。


　その小さな手で握り返してきた。


　笑顔と柔らかい感かん触しよく。


　右手を通して、美亜の温かい体温が全身に伝わってくる。


　少しばかり、胸がドクリと動いたような気がした。


「えへへ、ヒロの手ってあったかいね？」


「え、そ、そう？」


「うん、とっても！　でもなんか不思議だな～。ヒロと手をつないでると胸の中までじんわりってぽかぽかしてくる感じがする。雪が降ってる中でおこたに入ってるみたい♪」


「……」


　褒ほめられてるんだか何なんだか少しばかり微び妙みような台詞せりふだったけれど、美み亜あのにこにこな表情からすればおそらく前者なのだろう。素直に嬉うれしく思っておくことにした。


「じゃ、行くよ。あんまりゆっくりもしてられないし」


「うんっ♪」


　美亜は大きくうなずいて、


「ヒロと二人でお買い物～♪　お手々つないでお買い物～♪」


　実に楽しそうにそんなことを口ずさんでいた。
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　そんな感じで、美亜との買い物が始まった。


「にゃにゃにゃんにゃにゃ～ん♪」


　すっかりノリノリな美亜とともに料理の材料となるものを探してスーパー内を練り歩いていく。目指すはとりあえず食材がありそうな精せい肉にくコーナーや鮮せん魚ぎよコーナー、野菜コーナーなど。乾かん物ぶつコーナーなどにもいちおう目を通しつつ歩みを進める。


　その途中で、


「ね～ね～ヒロ、これ買っていい？」


「ん？」


　ネコマタ娘がそう言ってきた。美み亜あの手に握られていたのは『特とく選せん、白しろ身み魚ジャーキー！　オニカサゴ風ふう味み!!』。


「……ダメだって。今日はお菓か子しを買いに来たんじゃないんだから」


「え～、でも～」


　ちょっと不満そうに唇くちびるをとがらせる。


「じゃあこれはこれは？　夜よる寝る前にいっしょに食べようよ。おいし～んだよ、『エキセントリックグミ・焼肉味あじ』」


「だから……」


「ちょっとくらいならいいでしょ？　ね、ね？」


　うにゃうにゃと鳴きながら、親と買い物に来た小学生のようにショッピングカートの中に勝かつ手てに入れようとしてくる。


「ん～、あ、じゃああれはどうかな？　ほら、『リリカル・ドリアン・タルト』。そこで食べられるみたいだし～」


　弘ひろ司しの返事を待たずに美亜はたたたっと走って試食用の深ふか緑みどり色いろをしたタルトを取ってくると、


「ほら、あ～んして。わたしが食べさせてあげるにゃ。お嫁よめさんだもん」


「…………」


「ほらほら、ヒ～ロ～」


　腕にまとわりつきながらスプーンを差し出してくる美亜。何だか当初の目的（料理の材料探さがし）をすっかり忘れてるんじゃないかって熱心さです。


　そんな弘司たちに、


「うふふ、あの二人、かわいいわね」


「寝る前とか言ってるけどいっしょに住んでるのかな？」


「同どう棲せい？　もしかして新婚さんとか？」


「きゃっ、何なに言ってるのよ奥さん♪」


　たまたま近くを通りかかった若い主婦らしき人たちのグループが、そう話しているのが聞こえてきた。


「でもあの歳としでなんてねえ……」


「もう私たちとは時代が違うってことかしら？　十年一ひと昔むかしっていうし……」


「いいわねえ、若い子たちはお盛んで。きっと今夜も盛り上がるんでしょうねー」


「やーだ、何なに言ってるのよ奥さん♪」


　いやお盛んって……


　小マダムたちの意味ありげな視線を受けてちょっとばかり気き恥はずかしい気分になる弘司に、


「あ、ねえヒロ、これなんてどうかな？」


　また何か新しいものを見つけたのか、さらに美み亜あが腕を引っ張ってきた。


「だからお菓か子しはダメだって……」


「違うよ～。今度はちゃんとお料理のやつ。ほら、これ」


「ん？」


　言葉の通り、今こん回かい美亜が指差していたのは『ネコでもできる簡かん単たん料理シリーズｖｏｌ．１　冷凍ハンバーグ』だった。


　いちおうお菓子ではなく今の目的に合がつ致ちする代しろ物ものではある。


　だが。


「……」


　──このシリーズ、参考書だけじゃなくて食品類にもあるんだ……


　弘ひろ司しが真っ先に思ったのはそれだった。


　いつかの勉強会で奈な々なが持参していた秘ひ蔵ぞうシリーズ。


　何となく同じ棚たなを見てみると他にも『ネコでもできる簡単料理シリーズｖｏｌ．２　冷凍エビフライ』『ネコでもできる簡単料理シリーズｖｏｌ．３　冷凍焼やきハマグリ』の文字が目に入った。


「……」


　何なに気げに人気シリーズのようです。


　そんなネコでもできるシリーズのワールドワイド（？）っぷりに驚きを覚えつつも、まあそれはレトルト食品だったのでとりあえずは措おいておき、


「うーん、それも悪くはないけど……やっぱりカレーあたりが無ぶ難なんなんじゃないかな？　普通の家庭料理でいいって言ってたし、よっぽどのことがなければ失敗はないし……」


「あ、うん、わたしかれ～は好きだよ。何だっけ、あの〝がらんまさら〟の独特の風ふう味みが何ともいえないよね」


　こくこくと美亜がうなずく。テレビの影えい響きようなのか、自分では作れないのにそういった細かい知識にはやたらと詳しいネコマタ娘です。


「それじゃあ、カレーで決定でいいよね？」


「うん、おっけ～。かれ～かれ～♪」


「だとすると材料は……」


　ニンジン、ジャガイモ、鶏とり肉にく、タマネギというのがスタンダードなところ……あ、タマネギはダメか。美亜父ちちも外見はほとんど大型肉にく食しよく獣じゆうだけどいちおうネコなんだし。


「よし」


　おおよその買うものも決まったところで、スーパーのそれぞれの売り場を回っていく。


　野菜売り場。精せい肉にく売り場、乾かん物ぶつ売り場。


　途中で、美み亜あがどうしてもリンゴとハチミツを入れたいというので果くだ物もの売り場にも寄った。


「だいたいこんなものかな……」


　買い物カートの中を覗のぞき込みながらうなずく。


　必要な材料は手に入った。


　あとはこれらを精せい算さんして持ち帰るだけだ。


　忘れ物はないか確認しつつレジへと向かおうとして、


「……ん？」


　と、そこで目に入ってきたものがあった。


　冷蔵コーナーに置いてあるパック牛乳。


　そういえば牛乳を少しだけ入れると味がまろやかになるってどこかで聞いたことがあるような……


　弘ひろ司しがそんなことを考えていると、


「ヒロヒロ、牛乳も買おうよっ。カレーに入れるとまいるどでえくせれんとな風味になるんだって」


　美亜もそう言ってきた。


　どうやら弘司の記き憶おくは間違っていなかったらしい。


「そうだね、それじゃあ──」


　適当に一番近くにあった牛乳パックを取ろうとして、


「あ、これがおいし～んだよ。この立りつ派ぱなうしさんのやつ」


「え？」


　ちょこんと美亜が指差した先にあったのは『ミノタウロス・ミルク』と書かれた紙パックだった。パック部分には棍こん棒ぼうを振りかざしたやたらと筋きん肉にく質しつの半はん人じん半はん牛ぎゆうのイラスト（リアル）が印刷されている。


「……」


　いやあんまり美お味いしそうに見えないんですが。というかこの牛（らしきもの）、どう見てもオスじゃ……


　だけどそんな弘司の内心の疑ぎ念ねんなどまったく気にせずに、


「いっぱい買ってこ～よ。みのたうろす、みのたうろす～♪」


　美亜はちょこちょこと冷蔵コーナーへと近づいていき、


「ん～、よいしょっと──あっ」


　冷蔵コーナーの最上段隅すみっこに大量に残っていた『ミノタウロス・ミルク』（売れ行き不振……？）を取ろうと背伸びをして、


「にゃ、にゃ？」


　がんばってムリに身体からだを伸ばしすぎたのか、ネコマタ娘はふらふらとバランスを崩した。


　そのままうにゃうにゃ言いながら、『ミノタウロス・ミルク』片手に（しっかりゲットしていたらしい）後方へと傾いていく。


「危ないっ！」


「にゃあっ！」


　慌あわてて飛び出す。


　詳しい状況とかどうやって助けようとかは考えているヒマがなかったけれど、とりあえず美み亜あの身体からだを支えるべくその後ろに回り込もうとして──


　ドサリ！


　全身に柔らかな衝しよう撃げき。


「……」


「……」


　気付けば、しり餅もちをついたネコマタ娘の身体がすっぽりと腕の中にあった。


「あ……」


「にゃ……」


　後ろを振り返ってきた美亜と目が合う。


　作りたてのマシュマロのように柔らかい感かん触しよく。プリンみたいに甘い匂におい。そして真っ直ぐにじ～っと弘ひろ司しの顔を見つめてくるつぶらな瞳ひとみ。普段はあんまり気付かないというかそのイノセントな言げん行こうから忘れがちになることだけど、こうしてじっくり見ると美亜は相当の美少女であり……


「……」


　このほとんど後ろから抱きかかえているみたいな状態では、何だかヘンな気分になってきます。


　美亜も美亜で、


「何だろ、こうしてると落ち着くにゃ……」


「え？」


「うにゃ……」


　弘司の胸にもたれかかりながら気持ち良さそうにきゅっと抱きついてくる。


　さらに甘い香りが鼻をくすぐり、さらさらの髪かみの毛が頰ほおに触れる。


「えへ～、ヒロ、大好き……」


「み、美亜!?」


「ごろにゃ～♪」


　甘えるような顔でごろごろとノドを鳴らす美亜。


　その幸せそうな様よう子すを見ていたら……何だか弘司も段々とこのままでいいのかなーって気分になってきた。美亜も嬉うれしそうだし、別に悪いことをしているわけでもないし、うん──


　そんな時、


「ねえねえお母かあさん、あれって夜にお母さんとお父とうさんがよくおうちでやってるやつ？」


「こ、こら！　何を言ってるのこの子は！」


　響ひびいてきたのはどこかで聞き覚えのある声。


「さぶみっしょんごっこ？　でもお母かあさんもきもちよさそうだよね──」


「い、いいから行くわよ！　ほ、ほら欲しがってた招き猫を買ってあげるから！」


　続いて、


「うわ、なんかエロいことしてるやつらがいるぞ！」


「あれってさっきのやつらだよな。写しやメ撮とっとけ、もしかしたら公然わいせつ罪とかに発展するかもしれねえし。週刊誌に売れるぞ。ね、サトシくん？」


「そうですね。ああいった破は廉れん恥ちで知能指し数すうの低い輩やからの発はつ情じよう記録を保存しておくのもいいでしょう。反はん面めん教師というやつですね」


　周囲から再び聞こえてくるシャッター音（フラッシュ付き）。


「!?」


　それで弘ひろ司しはハッと正気を取り戻した。


　──な、何をやってるんだ僕は!?


　慌あわてて美み亜あを引き離す。ネコマタ娘が小さく「うにゃっ」と声を上げた。


「あ、ご、ごめん、痛かった？」


「ん～、だいじょぶだけど……何で急にやめちゃうの～？　せっかくいい気持ちだったのに～」


　少し不満そうな目で弘司を見てくる。


「いや何でって言われても……」


　公こう衆しゆうの面めん前ぜんだからとしか答えようがありません。


「と、とにかく早く買って戻ろう。お父とうさんが待ってるだろうし……」


「え～、でも～」


「い、いいから」


「……は～い」


　不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで美亜がうなずく。


　こうしていそいそと、弘司たちは牛乳売り場を後にしたのだった。








　十五分後。


「……ふう」


　色々と大変だったスーパー『弱じやく肉にく強きよう食しよく』での買い物を終え、弘司は一人で商店街の歩道を歩いていた。


　その隣となりに美亜の姿はない。


　美亜父ちちは美亜の『修行』にこだわっているようだし、なるべく弘司が手助けをしたということは知られない方がいいだろう。いちおうセパタクローの練習だと言って出て来たことだし。


　というわけで美み亜あを先に帰らせて、弘ひろ司しは少し時間を潰つぶしてから戻ることにしたのだ。


「……」


　といっても、この辺りにはあまり時間を潰すのに適している場所はなかったりする。せいぜい喫茶店でお茶でも飲むか本屋で立ち読みをするくらいだけれど、今日はそこまでしている時間はなかった。


　なので適当に商店街の店頭を見たりしつつ、普段の半分くらいの歩ほ速そくで進んでいくことにした。


　商店街のアーケードを抜け、住宅街に入る。さらに川沿いの歩ほ道どうまでやって来る。


　その時だった。


「──ん？」


　歩いていた弘司の目に、ふと入ってきたものがあった。


　道路を挟んで向かい側の歩道。


　そこを歩く一つの影。


「あ……」


　──それは、真っ白な少女だった。


　雪のように白い肌はだ、同じように真っ白なコートとマフラー、それらを彩いろどっている流れる水のようにさらさらな長い髪かみも、銀に近い白で覆おおわれている。


「……」


　すごい格かつ好こうだなーと思った。


　百メートルくらい離れていても認にん識しきできそうなほど目立ちまくっている姿。


　スキー場とかにいたら、ほとんど背景と同化してしまいそうなほどのホワイト一色ないでたちである。


　だけど不ふ思し議ぎとイヤな感じはしなかった。


　どこか神しん秘ぴ的というか幻げん想そう的で……失礼だとは思ったけれど、思わず見み惚とれてしまった。


　……この町の人なのか、それとも観光で来た外国人とかなのかな？


　でも夕ゆう凪なぎ市には観光名めい所しよとかは特にないし、それにその迷いのない足取りからしてこの町が初めてということはないだろうからたぶん前者だろうか。


　そんなことを考えながら何となく見ていると、


　──ごんっ！


　突とつ如じよ、大きな音が響ひびき渡った。


　何か割れ物を鈍どん器きで思いっきり叩たたいたような音。


　見ると例の真っ白な女の子が、道路の向こうで電でん柱ちゆうに正面から激げき突とつしていた。


「……」


　……えっと、今のは？


　目の錯さつ覚かくかと思い頭を振ってもう一度見てみるも、そこにはやはり電でん柱ちゆうの下で頭を押さえてうずくまる女の子の姿があった。


「…………」


　どう考えても普通に歩いていればぶつかるような配置じゃないのに……


　なんか久しぶりに信じられないものを見た気分になる弘ひろ司しの前を車が通り過ぎていく。


　果たして助けに駆け寄るべきか思し案あんしていると、


「……あれ？」


　気付いたら、女の子はいなくなっていた。


　目の前をほんの二、三台の車が通り過ぎた隙すきに、ほとんど煙のように消え失せていた。


「……」


　──何だったんだろう？


　少しばかり、というかけっこう気になるも、もう女の子の姿はどこにもない。


　辺りを探してみようにも、そろそろ戻らないといけない時間だ。


「……」


　仕方、ないか……


　何か心に引っかかるものを残しつつ、弘司は夕ゆう凪なぎ荘そうのある方向へと足を向けた。








　　　４




「ただいま──!?」


　部屋へと戻った弘司を待っていたのは、台所で包ほう丁ちようを逆さか手てに持ち、目の前にある素すのままのニンジンさん（当然皮かわなんて剝むいてない）めがけて真っ直ぐに下ろそうとしているネコマタ娘の姿だった。


「え、え～と、ニンジンは気き合あいで真まっ二ぷたつにして、ジャガイモは……なんかよく分かんないからそのまま丸ごと煮にちゃえばいいのかな……」


「ちょ、ちょっと待ったー！」


　慌あわててストップをかける。


「んにゃ？」


「い、いくら何でもそれはマズイって……」


「まずい？」


　ニンジンはまあともかく、ジャガイモを丸のまま使うのは危険極きわまりないことこの上ない。小学生でも知っている知識である。これはやはり弘司が何らかのフォローをしなければ……とは思うものの、


「弘ひろ司し殿、帰っているのか？」


　と、居間の方から美み亜あ父ちちの声。


「もうセパタクローの修しゆう練れんは済んだのかな？　よければこっちに来たまえ。将来の我が息子むすこと色々と話がしてみたい」


「あ、はい」


　あちらを放っておくわけにもいきません。弘司が美亜の手助けをしていることがバレてもマズイし。


「美亜、ちょっと待ってて」


「にゃ？」


　ひとまず居間へと戻り、ソファの上でくつろいでいた美亜父に、


「あ、ええと、料理ができるまでの間、よかったらお風ふ呂ろにでも入りませんか？」


「む、風呂じゃと？」


「は、はい。遠いところまで来て疲れもたまってると思いますし、汗を流す意味でも……」


　そう提案した。


　かなーり苦く肉にく＆ドロ縄なわな策ではあるけれど、お風呂に入れておけばその間は美亜父の目を気にせずに美亜を手助けすることができる。うまくいけばかなり有効だ。


　弘司の言葉に、


「風呂……こんな昼間からか？　このようなまだ日が高い時間に私に風呂に入れと、そう言うのだな？」


　ギロリと矢のような視線を送ってくる。う、やっぱり強ごう引いんだったかな……


　少しばかり腰が引ける弘司に、だが美亜父は、


「……素晴らしい」


「は？」


「うむ、見事じゃ。精せい一いつ杯ぱい客きやく人じんをもてなそうとするその姿勢。さすがは美亜が選んだ婿むこ殿どのだ。その配はい慮りよ、遠えん慮りよなく受けることにしようぞ！」


「は、はあ……」


「風呂場はこっちだな。なに、案内は不要だ」


　ウンウンとうなずきながら風呂場へと消えて行った。


「……」


　見かけはこの上なくおっかなくても根はお気楽なところが、何となくネコマタ娘との血の繫つながりを感じさせるところです。


　ともあれ作戦は成功である。


　とりあえずこれで三十分くらいは時間を稼かせげるはずだ。


「この間に美み亜あを……」


　少しだけホッとしつつ再び台所へと向かうと、


「う、う～ん、鶏とり肉にくは何となく切りにくそうだからそのままお鍋なべの中に入れて、味付けは適当にふぃ～りんぐでにょくまむでも使えばいいのかな……」


　今度は、そんなことをつぶやくネコマタ娘の姿が飛び込んできた。


「ス、ストーップ！」


「んにゃにゃ？」


　鍋にダイレクトに鶏肉を放り込もうとしていた右手を止める。


「い、いやそれはダメだって……」


「だめ？」


　火の通り具合も考えずに肉も野菜もいっしょくたに放り込むなんてことをしたら、できるものは生なま臭ぐさいことこの上ないただのカレー風ふう味みチキンスープである。おまけに相変わらずジャガイモは丸のまま煮に込こもうとしているし……


　そういったことを説明すると、


「だ、だって、そんなのわかんないんだもん……」


　ネコミミとネコシッポをへにゃっとしおれさせて、力なくその場でうなだれた。


「や、やっぱりむりだにゃ～。かれ～なんて難しくてこうとうな料理、わたしにはやくぶそくだったんだよ……」


「それは……」


〝役やく不足〟の用法についてスタンダードな間違いをしていることはまあネコマタ娘だからともかくとして、カレーは料理の中でも最も易やさしいものの一つであり最も庶しよ民みん的なものの一つである。美亜の料理技ぎ術じゆつ（の低さ）を決して侮あなどっていたわけではなかったけれど、正直まさかここまでとは思っていませんでした。


　ほとんど絶望的な気分になる弘ひろ司しと、台所の隅すみでうずくまりながら床に「の」の字を書き始めた美亜の前に、


「あらあら～、苦く戦せんしているようですね～」


「まったく、自分の言ってしまったことの結果くらい自分で責任を取れんのか？」


「チヅル、さくら……」


　半なかば呆あきれ顔の霊れい鳥ちようお姉ねえさんと神様幼よう女じよがやって来た。


「これもお主ぬしが手紙におかしなことを書くから悪いのじゃろう。それなのに弘司までをも巻き込みおって……」


「ええと～、ある意味因いん果が応おう報ほうというやつですね～」


　ため息を吐つく二人。


「だ、だって、だってあれは……」


「あれは？　あれは何だと言うのじゃ」


「あ、あれは……」


　反論をしかけるも、それは言葉にならない。そのまま下を向いて黙り込んでしまう。「うにゃ……」


「……」


「……」


　漂う沈ちん黙もく。


　何も言えずにうつむいたまま肩を震わせる美み亜あ。


　しばらくの間、さくらと千ち鶴づるはそれをじっと見ていたが、


「──ふう、仕方ないの」


「そうですね～、やむを得ないです～」


　やがて軽く肩をすくめて、そう言った。


「え……？」


「やはり儂わしらがいなければネコは何もできんのだろう。まあ分かりきっていたことではあるが」


「乗りかかったドロ船というやつですね～」


「……さくら、チヅル？」


　何が何だか分からないって顔をするネコマタ娘に、


「だから手伝ってやろうと言っておる。動物愛あい護ごの精神じゃ」


「弘ひろ司しさまもお困りになってしまいますし～。ここは私が一ひと肌はだ脱がせてもらいます～」


　それぞれ服の袖そでをまくりながら台所へと入ってくる。


「あ……」


　美亜がうるうると目を潤うるます。


「あらあら～、ネコの目にも涙ですね～」


「何じゃ？　そんなに感謝せんでもいいぞ。神として弱じやく者しや救済は当然の行いじゃからな」


　ふふんと胸を張るさくらに、しかし美亜は、


「──あれ？　でもさくらってお料理できたっけ？　前にアヤとお料理対たい決けつをした時も結局わたしといっしょにお皿を並べてただけだったよ～な……」


「む……」


「ん？　お皿を並べるのも失敗してたっけ？　結局テーブルをフキンでふいてただけで……」


「う、うるさい！　あれはたまたまじゃ、たまたま調子が悪かっただけじゃ！」


　どう見てもネコマタ娘と同レベルの神様幼よう女じよ（米を洗せん剤ざいで洗おうとした経けい歴れきあり）がそう主張する。


「ふ～ん、あやしいなあ～。さくらだし～」


「な、き、貴き様さま、ネコの分ぶん際ざいで神を疑う気か……！」


　ぴきっと殺さつ気き立つ神様幼よう女じよに、


「まあまあ～、あまり有用ではありませんがさくらさんでもいないよりはマシだと思いますよ～。何といいますか、枯かれ桜ざくらも山の賑にぎわいというやつです～」


「……」


　相変わらずフォローしているようでまったくフォローしていない霊れい鳥ちようお姉ねえさんです。


「──ま、まあそれはともかく」


　微び妙みように険けん悪あくになった空気を元に戻すように弘ひろ司しは三人の顔を見回して、


「千ち鶴づるさん、さくら、何とかうまく美み亜あを助けてあげて。あんまり時間はないかもしれないけど、僕もできることは手伝うから」


「了りよう解かいいたしました～。弘司さまのためにがんばります～」


「ふん、よかろう。儂わしの広く大らかな心に感謝するんじゃな、ネコ」


「だからさくらは別にいなくてもいいのに～」


　とまあそんなわけで、ネコマタ娘と霊鳥お姉さんと神様幼女によるカレー作りが始まったわけだけれど。


「では美亜さんとさくらさん、ジャガイモの皮を剝むいて適当な大きさに切り分けてからアクを取ってもらえますか～？」


「あく？　それってなに？　おいし～の？」


「何じゃそれは？　悪あく魔までも退たい治じすればよいのか？」


「…………。ええと～、やっぱりそれは結けつ構こうです～。お二人はボウルに水でも入れておいてください～」


「……」


　言われた通りに動き出すネコマタ娘と神様幼女。


　と、思いきや、


「ねえチヅル、ボールにどうやってお水を入れるの？　空気を抜いちゃってい～のかな？」


「特殊な置ち換かん術じゆつでも使うのか？　ふむ、なかなか高度なのだな、カレーというものは」


「………………。もういいです～。余よ計けいなことはしなくていいですからお二人は大人おとなしく適当にお皿でも並べていてください～」


「……」


　霊鳥お姉さんが言葉に詰まるところを初めて見ました……


「──さ、ではでは本格的に始めましょうか～。最初にジャガイモの皮を剝いて～……」


「……」


　仕切り直すかのようにそう言う。どうやらネコマタ娘と神様幼女はいないものとして扱うようです（賢けん明めいな判断）。


「は～い、それでは野菜を切り分けますよ～」


　そう言って、自じ前まえの包ほう丁ちよう（鶴つる女め庫く裏り庫く裏り天てん国ごく）で手早く野菜を切っていく千ち鶴づる。


　その隣となりではせっせとお皿を並べていく美み亜あ。「お皿がいちま～い、お皿がに～ま～い♪」


　添え付け用の福ふく神じん漬づけのビンを冷蔵庫から取り出すさくら。「やはりカレーにこれは欠かせぬしな」


「……」


「では次に鶏とり肉にく、ニンジンの順番で炒いためて、そこにお水を加えますね～」


　見事な手て際ぎわで鶏肉、野菜を炒めてそこに水を入れていく千鶴。


　その横でせっせとお皿を並べ直していく美亜。「お皿がさ～んま～い、お皿がよ～んま～い♪」


　福神漬けのビンを必死に開けようとするさくら。「フ、フタが、弘ひろ司し、ぬう……」


「…………」


「お野菜とお肉は柔らかくなるまでじっくりと煮に込こんで、最後に水に浸つけてアクを抜いたジャガイモを型かた崩くずれしないようにタイミングを見み計はからって入れます～」


　鶏肉と野菜をじっくり煮込んで、最後にカレー粉（ガランマサラ）を加える千鶴。


　その脇でせっせと再度お皿を並べ直していく美亜。「お皿がご～ま～い、お皿がろくま～い♪」


　ようやく開いたビン（弘司が開けた）から福神漬けを取り出しお皿に添えるさくら。「ふふ、この毒どく々どくしいまでの赤と独特な匂においがたまらぬ……」


「………………」


　そんな見事な（？）三人（一いち羽わと一いつ匹ぴきと一ひと柱はしら）のコンビネーションが炸さく裂れつし、


　三十分後。


　見事にチキンカレーは完成した。


「は～い、これででき上がりですね～」


「やった～。わたしにもかれ～が作れたよ～」


「ふっ、儂わしの華か麗れいなる福神漬けさばきのおかげじゃな」


　喜びに湧わく台所内。とはいっても後者二人はカレー作りには直接的には何ら関かん与よしていないような気もする今日この頃です。


「……」


　微び妙みように突っ込みどころはあるものの、まあ結果的にはカレーは無ぶ事じ完成したわけだし深く考えないでいいかなーと弘司が少しばかり現実から目を背そむけていると、


「あ、そだ、これを忘れちゃだめだよ」


　美亜がぽんと手を叩たたき、


「なんていってもかれ～にはこれがぽいんとなんだから。うふふ～、みのたうろすみのたうろ～す♪」


　怪しげな鼻はな歌うたを口ずさみつつ半はん人じん半はん牛ぎゆうの筋きん肉にく質しつモンスターが印いん象しよう的なパック牛乳をスーパーのビニール袋から取り出し、


「えいっ♪」


「あ……」


　そのまま何の躊ちゆう躇ちよもなく鍋なべの中に流し込んだ。……一パック全部。


「……」


「あらあら～」


「なっ……」


　絶ぜつ句くする弘ひろ司したち。


　その横でネコマタ娘はうにゃんと首をかたむけて、


「あれ……な、なんかまずかったかにゃん？」


「……」


　マズイも何も……


　気まずい空気が流れる中、霊れい鳥ちようお姉ねえさんは鍋の中を覗のぞき込み、


「あらあら～、見事に真っ白に染まっていますね～。これは困りました～」


　の～んびりとあまり困り具合を感じさせない声でそう言った。


「こ、このアホネコが！　せっかく儂わしの作り上げた芸術的な福ふく神じん漬づけの発表の場を台だい無なしにしおって！」


「にゃ、にゃあ、だってみのたうろすさんが、みのたうろすさんが～……」


「だっても何もないわ！　おのれ、儂の福神漬けが……」


「……」


　微び妙みように論ろん点てんから外れた不ふ毛もうな言い争いをする美み亜あとさくら。


　それをきれいさっぱりスルーして千ち鶴づるが、


「これはあれですね～、もう作り直している時間も材料もありませんし、カレー粉を継つぎ足して全体的な量を増やして対たい処しよするしか～」


「……」


　確かにもうそれしか手段はなさそうです。


「ではその方向でいきますね～。しばしお待ちを～」


　こうして。


　水みな上かみ家けの台所には、およそ量にして一週間分ぶんほどのカレーが出来上がることとなったのだった。








「お、おちちうえ、こちらがごしょもうのおりょうりになります」


「む、ようやくできたか。待ちくたびれたぞ」


　風呂ふろ上りでホコホコと湯ゆ気げを上げる美亜父ちち（ネコなのにお風呂好ずきで四十分近くも入っていた）に、美み亜あがカレーの載ったお皿を差し出す。


　最終的に全体量をおよそ十倍にして完成されたチキンカレー。


　千ち鶴づるにより調ちよう合ごうされたカレー粉が本場インドを感じさせる香ばしい匂においを辺りに漂わせ、美亜によって並べられたお皿がうすぼんやりと輝き、その傍かたわらにはさくらにより盛り付けされた福ふく神じん漬づけ（やたらと多い）がもっさりと鎮ちん座ざしている。


「ふむ、これがカレーというものか。見た目は悪くない。合格点と言っていいだろう。だが……問題は味だ」


「……」


「では、修行の成果を見させてもらおうか」


　そう言い放ち、美亜父ちちがスプーンを手に取る。


「……」


　弘ひろ司したちが注目する中、美亜父はゆっくりとカレーの載ったスプーンを口へと運び、


　そして──


「むう、こ、これは！」


　わななくようにして声を上げた。


　そのままワナワナとスプーンを持つ手を震わせて、それは段々と腕うで全体へと移っていき、終しまいには全身をのけぞらせガタガタと痙けい攣れんさせる。まるでどこかの部ぶ族ぞくの怒りのリンボーダンス。ああ、いかに霊れい鳥ちようお姉ねえさんといえどもやっぱりあの最後のミノタウロス・アタックをフォローしきることは難しかったのか……


　……と、思いきや。


「……見事だ」


「え？」


「舌の奥にまでくる辛からさの中にあるまったりとした甘み。濃のう密みつな味わいの中にも軽やかさがありそれでいてしつこくない。──そして何よりも幾いく層そうもの味の奥の奥に隠かくされた母のように優しい味……何から何まで私好みの味だ。素晴らしい、素晴らしいぞ！」


　立ち上がり両拳こぶしを握り締めながら絶ぜつ叫きようする。どうやらミノタウロスミルクの隠かくし味がいたくお気に入りのようです。


　ひとしきり感動の叫びに打ち震えた後、美亜父はネコマタ娘の顔を見て、


「よもやここまで上達していようとはな……これをお前が作ったのか？」


「あ、え、その……」


　美亜がちらりと弘司たちの方を見る。


　実質的にほとんど手がけたのは千鶴であり美亜（とさくら）はお皿を並べてたり福神漬けをプロデュースしたりしていたくらいだけれど……


　その美亜の視線に対して霊鳥お姉さん（今回の立たて役やく者しや）が笑顔での～んびりとうなずき、なぜか神様幼よう女じよ（ほとんど役に立っていない）もうんうんと弟で子しの成長を目まの当たりにした師し匠しようのように満足げにうなずいていた。


　それを見た美み亜あはほっとしたように表情を和らげて、


「は、はい、いちぶほかのかたのたすけもかりましたけれど、わたしがつくりました」


　そう言った。


「ふむ……どうやら修行を怠おこたってはいなかったようだな」


　美亜父ちちはその立りつ派ぱなアゴヒゲを撫なでて、


「──よかろう、合格だ。これならば問題はない」


「それじゃあ……」


「うむ、この調子でこれからも精しよう進じんするがよい」


「は、はいっ」


　美亜が大きくうなずく。
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　その頭とお尻しりとではネコミミとネコシッポとが、嬉うれしげにゆらゆらと揺れていた。


「うふふ～、友情・努力・勝利というやつですね～」


　その様よう子すを見ていた霊れい鳥ちようお姉ねえさんがおっとりと笑う。


「ありがとう、千ち鶴づるさん」


　何だかんだで事態を打開できたのはほとんどがこの人のおかげだ。弘ひろ司しが感謝の言葉を口にすると、


「いいのですよ～。弘ひろ司しさまのお望みしたことですし～。いかに普段はやかましいことこの上ない美み亜あさんとはいえいなくなってしまうのはそれはそれで北ほつ海かい道どうでマリモが絶ぜつ滅めつしてしまうくらいには寂しいですから～。それに結局、最後の決め手は美亜さん自身の力でしたしね～」


「ふっ、これも儂わしの福ふく神じん漬づけのおかげじゃ」


　千ち鶴づるが控えめな笑顔で微び妙みようなことを言い、さくらが自慢げにその控えめな胸を反らす。


　何はともあれ、一いつ件けん落らく着ちやくだった。


『修行』の成果の披ひ露ろうはうまくいき美亜が連れ戻されることはなさそうだし、あとは美亜父ちちのお帰りを待てば全てが元の平へい穏おんな状態になるはず……


　しかし弘司のその楽らつ観かん的な観測は、次の美亜父の一言で覆くつがえされることとなった。


「それにしてもあの美亜が本当に立りつ派ぱになったものだ。美亜がここまで成長したのも弘司殿どののおかげだろう。どうだ、これを機にこの場で結ゆい納のうをしてしまっては？」


「え？」


「にゃ？」


　突然の言葉に目を丸くする弘司と美亜に、


「せっかく私が里さとから出て来ているのだ。この機会に進められるところまでコトを進めておくというのは悪い話ではあるまい。何なら初夜まで行ってしまってもよいぞ。うむ、我ながらいい考えだ」


　一人大きくうなずき勝かつ手てに納なつ得とくする美亜父。


「ああ、そうなると弘司殿のご両親にも挨あい拶さつをせねばならぬな。水みな神かみの現当とう主しゆ殿か。今はどちらにおられるのだ？　ネコタクシーを呼んですぐにでもそちらへ向かって──」


「ちょ、ちょっと待てい！」


「あらあら～、困りましたね～」


　当然のごとく割って入ってきたのはさくらと千鶴だった。


「こ、この期ごに及んでまた何を血ち迷まよったことを言っておる！　弘司は儂わしの婿むこじゃ！　ネコとの結納などもっての他だと言っておろうが！」


「弘司さまは私が一生をかけて添い遂とげるのです～。なので美亜さんとの間の結納はあり得ません～」


　そんなさくらと千鶴に美亜父は、


「む、付き人のお二人もお祝いをしてくれるのか。おお、ついでだ、結納には色々と手間がかかる。君たちにも雑ざつ事じを手伝ってもらおうか」


「つ、付き人ではない！　儂は妻じゃ！」


「あらあら～、だから私は侍じ女じよだと言っておりますのに～」


　いつの間にか従じゆう者しやから付き人にランクダウンさせられて、憤ふん慨がいした様よう子すで（霊れい鳥ちようお姉ねえさんはいまいち分かりづらいけれど）二人が抗こう弁べんする。


　そして美み亜あも美亜で、


「にゃ、しょや……」


　頰ほおをぽっと赤らめながら、一人そんなことを言っていた。





　結局それからしばらくの間。


　美亜・美亜父ちち・さくら・千ち鶴づるの二に匹ひきと一いち羽わと一ひと柱はしらとの間で、実に嚙かみあわない会話が繰り広げられることとなったのだった。








　　　５




「へー、あたしがいない間にそんなことがあったんだ？」


　その日の夜。


　実家から戻ってきた奈な々なが興味深ぶかそうにそう言った。


「美亜ちゃんのお父とうさんかー。ちょっと見てみたかったような気もするかな。どうだった、やっぱり美亜ちゃんに似てた？　それとも全然違ちがってた？」


「そんな気楽な状況じゃなかったんだって……」


「？」


　あの後も何だかんだで大変だった。何とか弘ひろ司しの父は今は日本にはいないことを説明して、結ゆい納のうやら初夜やらについてもうまく誤ご魔ま化かして、話を強ごう引いんに熱ねつ帯たい魚ぎよ観賞（美亜父の趣味らしい）に持っていくことにより話題を逸そらして、夕方になってようやく美亜父は帰っていった（ネコタクシーで）。


　ちなみに現在、そのネコマタ娘は神様幼よう女じよといっしょにソファの上でぐっすりとお休み中である。よっぽど疲れたらしい。


　そう説明すると奈々はうなずいて、


「ふーん、そうなんだ。でもこっちも大変だったんだから。シャルロットの体調自じ体たいはそんなに心配するようなことじゃなかったんだけど、散歩の途中で行方ゆくえ不明になっちゃってさ。すぐに見つかったからよかったけど、けっこう捜したりしちゃったのよ。いつもはぼーっとしてるのに、今日は何だかそわそわと落ち着きがなくて」


「へえ……」


　奈々も奈々で色々あったみたいだった。


「でも特に何ともないならよかったね、シャルロット」


「うん、あんたも今こん度ど会いに来なよ。あの子も寂しがってると思うからさ」


「そうだね……」


　昔はよく行ったけれど最近はほとんど奈な々なの実家には行っていない。まあ夕ゆう凪なぎ荘そうで暮らすようになってからは色々とあってそれどころではないというのが正直なところだけれど。


　と、


「は～いみなさ～ん。ちょっと遅くなりましたがお夕食の時間ですよ～」


　台所から霊れい鳥ちようお姉ねえさんの声が響ひびき渡った。今日一番の功こう労ろう者だというのに、一人元げん気きに家事をこなしているところはさすがといったところです。


「にゃ、夕ごはん……」


「むう、眠い……」


　その声に美み亜あとさくらの二人も目を覚まし始める。


「ほらほら～、お早くどうぞ～。せっかくのカレーが冷めてしまいますよ～」


「うにゃ……」


「分かっておる……」


　まだ眠そうな美亜とさくらも動き始め、


「僕らも行こうか」


「あ、うん」


　弘ひろ司しと奈々もそれに加わる。


「あ、これがその例の美亜ちゃんカレーね。確かミノなんたらミルクとかいうのが隠かくし味っていう……」


　テーブルの上に配はい膳ぜんされた微び妙みように白っぽいカレーを見て奈々が言った。


「みのたうろすみるくだよっ、ナナ」


「ほれ、儂わしの福ふく神じん漬づけも忘れてはならぬぞ。ここをこう盛って……ふっ、見事な配置具ぐ合あいだろう」


　美亜とさくらがそんなことを言い、


「それではいただきましょう～」


「いただきます」「いただきますにゃ」「もらうぞ」「いただきまーす」


　千ち鶴づるの声を受けて、みんながカレーを食べ始める。


「あ、美味おいしい」


「えへへ～、でしょ～？」


　美亜が嬉うれしそうな顔でネコミミとネコシッポをふりふりさせる。


　そして、


「じゃヒロ、あ～ん♪」


「え？」


「だから、あ～ん、だよっ」


　おもむろにスプーンを弘ひろ司しの口に向けて突き出してきた。


「待てネコ。お主ぬしどさくさに紛まぎれて何をやっておる！」


「え～、だってわたしが作ったかれ～だもん。自分でヒロに食べさせてあげたくって」


「自分で作ったって、お主は皿を並べていただけじゃろうが……」


　冷たい目でさくらが指し摘てきする。


「む～、そ、それを言うならさくらだって福ふく神じん漬づけで遊んでただけじゃん！　あんまり役に立ってなかったくせに～」


「な、何を言うか！　あれは壮そう大だいな芸術的作業であってだな……」


「む～」


「ぬう……」


　ぱちぱちと火ひ花ばなを散らす二人。


　その隣となりでは千ち鶴づるが、


「あらあら～、お二人とも何だかお忙しそうなのでそっとしておくことにしまして～……はい、どうぞ弘司さま～」


「あ、え、ええと……」


　ちゃっかりとスプーンにジャガイモを載せて差し出してくる。


「な、何をやっとるかツル！」


「あ～、ずる～い！」


　即そく座ざに反応するさくらと美亜。


「ええとですね～、お二人がちょこざいな小こ競ぜり合いをしたままでは弘司さまがいつまで経たっても食べられないようでしたので～」


「だ、だからといってそれとこれとは話が違うわ！」


「ぬけがけ、だめにゃ～！」


　弘司と千鶴の間に割って入ってくる。


「あらあら～」


「む～」


「ぬう……」


　対たい峙じし合う霊れい鳥ちようお姉ねえさんとネコマタ娘・神様幼よう女じよ。


　さらにはその脇では、


「あ、あーんって……こ、ここはあたしもやるべきなのかな。で、でもみんなの前でそんなこと……」


　奈な々なが一人、そんなことをぶつぶつとつぶやきながら悩んでいた。


「…………」


　まあそんな感じで。


　こうしていつものごとく、夕ゆう凪なぎ荘そう二〇三号室の夜は賑にぎやかに過ぎていくのであった。
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　それは冬にしては比較的暖あたたかく、窓の外から降り注そそぐ日差しがそこはかとなく眠ねむ気けを誘ううららかなある日の午後のことだった。


「いいかー、この時信のぶ長ながは初めて秀ひで吉よしにサルと言ってだな……」


　旭あさひヶが丘おか学園二年三組の教室。


　教きよう卓たくではマウンテンゴリラが日本史の授業をしている真まっ最さい中ちゆうで、どこかの前ぜん衛えい抽ちゆう象しよう画がみたいな図を黒板に書きながらやる気のなさそうな声で解説をしている。


　周りには眠そうなクラスメイトたち。


　一生懸けん命めいにノートを取っている者、あくびをしながらシャーペン回しをしている者、ぼーっとした顔で外を眺ながめている者。


　やっていることはそれこそそれぞれ十じゆう人にん十と色いろだけれど、共通しているのはみんな一いち様ように眠そうだということである。


　そして隣となりには、


「えへへヒロ、そこはだめにゃ……」


　この催さい眠みん講義＆暖かさのダブルコンボに負けたのか、すでにすっかり夢の国へと旅立っているネコマタ娘の姿があった。


「うにゃ……だからそんなとこ触ったらくすぐったいって……」


　堂々と机に突つっ伏ぷして、実に幸せそうな様よう子すでうにゃうにゃと熟じゆく睡すいしている。


「……」


　いかにもαアルフア波が出まくってそうな安らかな寝ね顔がお。


　それはどこか微笑ほほえましくてどこか懐なつかしいもののように思えて……そんな姿を見ていると、何だか弘ひろ司しの方まで眠たくなってくる。マブタが重くなってくるというか、頭の中をヒツジがぴょこぴょこと跳ねまくっているというか…………


「……っ」


　ガクッと頰ほお杖づえをついていた手の平から頭が落ちかけて意識を取り戻す。


　ダメだダメだ。試験も近いことだし、ちゃんと起きて授業を聞いておかないと……


　ブンブンと頭を振る。


　眠気を覚ますため何気なく窓の外に目をやると、


「!?」





　──そこに、逆さづりになった女子の顔があった。





「う、うわああああっ！」


　一気に目が覚めました。


　な、何だこれは？　もしかしてバンジー失敗!?　それとも幻げん覚かくとか!?　でもそれにしてはやけにリアルな……


　ワケが分からずにほとんどパニック状態になる弘ひろ司しに、


「こら水みな上かみー、何を大声を出している」


　マウンテンゴリラが近づいてきた。


「どうしたー、寝ボケでもしたのか、んー？」


「え、え？　だ、だって窓の外に……」


　逆さまの女子を指差す。だがマウンテンゴリラは怪け訝げんそうな表情で目を細めて、


「窓の外がどうかしたのかー？　何もないぞ」


「え？」


「寝ボケたんでなければあれか、校庭で女子が走り高跳とびで新記録に挑ちよう戦せんしてる姿でも見ようとしてたのかー？　んー、残念だが今の時間に体育はやってないなー」


「そ、そんな……」


　弘司の目には今もぶらぶらと揺れている逆さまの女子の姿が映っているのだけれど、どうやらマウンテンゴリラや他のクラスメイトたちにはこれが見えていないようです。


「まあ思し春しゆん期のたぎる欲望を視覚にぶつけてみようともがくのもいいが……それもほどほどにしとけよー」


　周りのクラスメイトたちから失しつ笑しようが漏れる。


　離れた席から奈な々なも「何やってんのよ……」って視線を送ってくる。


「では授業に戻るぞー。いいか、ここで信のぶ長ながは家か臣しんの前で光みつ秀ひでのことをハゲと言って吊つるし上げてだなー……」


「……」


　いや実じつ際さい問題として現実的に吊るし上げられているのは目の前の女子だと思うんですが……


　だけどそんな弘司の内心の突っ込みはだれにも理解されずに、クラスは普段の授業風ふう景けいへと戻っていく。


　相変わらずやる気のない声で解説をするマウンテンゴリラ。


　眠そうな顔でそれをノートに書き写すクラスメイトたち。


　だけど窓の外には──


「……」


　恐る恐るもう一度見てみると、やはりそこにはまだ逆さづりの女子の顔。


　しかも今度は、弘司の方を見ながらなぜかにっこりと微笑ほほえんで、


『こ、こんにちはー』


「!?」


　ひらひらと手を振ってきた。


『お久しぶりですー。お元気にしていましたか？』


（……っ）


　慌あわてて目を逸そらす。とりあえず目の前の現げん象しようが夢でもイリュージョンでもないことは確定みたいだけれど、関わらない方がいいに決まっています。


　だがその弘ひろ司しの反応が不満だったのか、


『え、あ、あの、え、ええと、ちょっと無視しないでくださいー。わ、私ですよー』


（………）


　何か声のようなものが頭の中に響ひびいてくるようだけれど、聞こえない聞こえない。きっと幻げん聴ちようだ。だいたい弘司にそんな逆さになった女子の知り合いはいないし。


　必死に聞こえないフリを続けていると女子はちょっとしょんぼりとした顔になって、


『え、えっと、もしかしてほんとに忘れちゃったんですか……？』


（……）


『あ、あのー、私です、雛ひな子こです……』


（……）


『ほら、屋上の、自じ縛ばく霊れいの……』


（…………え？）


　その言葉で少し記き憶おくがよみがえる。


『あ、思い出してくれました？』


　雛子、屋上、自縛霊。


　それらの一連の単語にはそこはかとなく聞き覚えがあった。そうだ、あれは確か美み亜あたちが転校生としてやって来た日に──


（もしかして……あの時の？）


『は、はい。そうですぅ。その雛子です』


　心の中で尋たずねると、それだけで通じたのか女子がこくこくとうなずく（逆さのまま）。


（ああ……）


　なるほど、それならこんな風ふうに親しげに声をかけてきたのもまあ分かる。会ったのは一度きりだけど、いちおう顔見知りではあるわけだし。


　だけどまだ疑問はあった。


　何だってその自縛霊の雛子さんがお日ひ様さまも高いこんな時間にこんなところでこんな風に逆さづりになっているのか。それが謎なぞであり、突っ込みどころでもある。


　なので訊きいてみると、


『そのー、実は弘ひろ司しさんにお話ししたいことがありまして……』


（お話ししたいこと？）


『は、はい』


　そんな答えが返ってきた。


『なのでよろしければ屋上まで来ていただけませんかー？　あ、もちろん今すぐにとは言いません。放ほう課か後ごになってからで結けつ構こうですのでー』


（え、うーん……）


『お願いですー。来て下さると雛ひな子こ、心から嬉うれしいのですが……』


（うーん……）


　これが普通のクラスメイトとかからの申し出ならば迷うことなくうなずくところだけれど、何せ相手は自じ縛ばく霊れいである。即そく座ざに返答できるものでもない。


　弘司がためらっていると、


『……やっぱりだめなのですか……？』


（え？）


『自縛霊の身ではこんなささやかでちっぽけな願いも受け入れてもらえないのですね。しくしく……』


　まるで古こ戦せん場じようを彷徨さまよう亡ぼう霊れいみたいな声で雛子はさめざめと泣き始めた。『いいんです、分かってましたから。……そうですよね。だれだってこんなショボくてチンケな自縛霊の相手をするのなんていやですよね。いいですいいです、あなた様の子し孫そん七代祟たたってやりますからー……』


（……）


　どさくさにまぎれてさりげなく物ぶつ騒そうなことを口走る自縛霊（逆さま）。


　さすがにそこまで言われてしまっては、色々な意味で弘司としても断りづらかった。


（……わ、分かったよ）


『え？』


（話、聞くことにする。だから泣いたり祟ったりしないでくれると……）


『ほんとですか？　ありがとうございます！』


　途と端たんに雛子の表情がぱっと明るくなる。


『さすがは弘司さん！　私が見込んだ方だけはあります。男らしくて大だい胆たんで……雛子、感激ですー！』


（……）


　さすがというか、そうせざるを得なかっただけなんだけれど。だいたいさっきまでめそめそと泣いていたのが一いつ瞬しゆんにして笑顔に戻ってるし……


　複雑な気分になる弘司に、


『えー、それではまた後のちほど。お茶とお菓か子しを用意して待っておりますねー。裏うら手ての墓場に置いてあったお供そなえものですけど』


　微び妙みようにばちあたりなことを言って、ぱたぱたと手を振りながら雛ひな子こは屋上へと消えて行った。


「……」


　何だかどことなくだまされたような気もしないではないけれど、とにかく約束をした以上はそれに従うしかあるまい。七代祟たたられるのはイヤだし、まあ自じ縛ばく霊れいとはいえ根は悪い子じゃなさそうなので、きっと何とかなるだろう、うん、たぶん。


　そう決めて、その場は納なつ得とくしたのだった。





　ちなみに美み亜あは、


「えへへ、そこ、きもちいいにゃ……」


　雛子が現れてから帰る最初から最後までこれっぽっちも起きる気配はなく、ぐっすりすやすやとお休みをしたままだった。
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　そして放ほう課か後ご。


　約束通り、弘ひろ司しは屋上へとやって来ていた。


「ん～、なんかここ来るのってひさしぶりだね～」


「ええ～、二百ほどの弘司さまと私の蜜みつ月げつな夜を超えて～といった感じです～」


「ふむ、相変わらず時化しけたところじゃの」


「こ、ここに、えっと、霊れいがいるんだ……」


　その横にはネコマタ娘と霊れい鳥ちようお姉ねえさんと神様幼よう女じよ、それに活発幼おさな馴な染じみの姿。


　なぜこの四人（一いつ匹ぴきと一いち羽わと一ひと柱はしらと一人）がここにいるのかというと話は簡単で、さすがにこんなところ（自縛霊の住処すみか）に一人で来るのはそこはかとなく不安だった弘司がさくらに相談をしてみたところ、いっしょに付いてきてくれることとなったのだ（さくら以外の三人は勝かつ手てに）。


「さて、ここまで来たけど……」


　肝かん心じんの雛子はどこにいるんだろう？


　ぱっと見たところ屋上にそれらしき姿はない。キョロキョロと辺りを見回していると──


『ようこそいらっしゃいましたー』


「うわっ!?」


　いきなり真後ろから声が響ひびいた。


　直ま近ぢかからの声。


　見るとさっき見た時と同じにこにこな顔で、雛ひな子こがそこにぼんやりと立っていた。


「……あ、あの、普通に出て来られないんですか？」


『はい？』


「いくら自じ縛ばく霊れいっていっても、そのもう少し穏おん健けんに出て来てほしいというか……」


『あ、はい、そうですよねー』


　すると雛子は少しだけすまなそうな顔になって、


『申し訳ありませんー。私としては普通にやっているつもりなのですが、どうも自縛霊の性さががそうさせるというか……。くわえて私は性質上、住処すみかである屋上からあまり離れられない仕し様ようとなっているのです。それで先ほどもあんなカタチで弘ひろ司しさんを少しばかり驚かせることとなってしまったみたいでー……』


「はあ……」


　ちっとも少しばかりではなかった気もするけれど。


　呆あきれた気分で弘司がため息を吐ついていると、


「にゃ、ひさしぶりヒナコ」


『あ、お久しぶりですー』


　美み亜あの呼びかけに雛子が答える。


「あらあら～、本日もまたお元気そうで何よりですね～」


「自縛霊に元気も何もないじゃろうが……」


「こ、この子が霊なんだ……」


　千ち鶴づるたちも近づいてきた。ちなみに以前と異なり奈な々なにまで雛子の姿が見えているのは、さくら曰いわく弘司の統ま神と者めとしてのチカラが影えい響きようしているからだとか。


「おまんじゅうがあるんだってね～。はやくちょうだい、はやくはやくっ」


「少しやせましたか～？　ちゃんとご飯は食べないといけませんよ～」


「ふん、本来ならば自縛霊は自然ならざるものであり、浄じよう化かせねばならぬものなのだぞ。なのに弘司を呼びつけおってからに……」


「な、なんか見た目は普通だよね。あ、で、でも透すけてる……」


『え、ええとぉー……』


　いきなりの攻勢にさすがのお気き楽らく自縛霊も戸と惑まどっている様よう子すであり──


『そんなに見つめられると照れてしまいますー。雛子がかわいいのは分かりますけどもう少し節度というものを持って……あ、でも皆様にお会いするために少しおめかししてみたんですよー。ほら、この彼ひ岸がん花ばなの髪かみ留どめ、ステキだと思いませんかー？』


「……」


　──と思わせつつ、それなりにこの状況を楽しんでいるようだった。本当にイイ性格をしているというか……


　ともあれこれではいつまで経たっても本ほん題だいに入れそうにない。なので、


「それで、話っていうのは？」


　少し強ごう引いんに話題を変えることにした。


　すると雛ひな子こは思い出したかのようにぽんと手を叩たたいて、


『あ、はい、そうでした。ついついお話が楽しくて忘れてしまうところでしたー。あの、実は弘ひろ司しさんたちに相談に乗っていただきたいことがありましてー。……あ、とりあえずお茶とおまんじゅうをどうぞー』


「相談、ですか？」


『ええ』


　いそいそとお茶ちやっ葉ぱと葬そう式しきまんじゅうらしきものを取り出しながら、雛子がこっくりとうなずく。


『ここのところ、ちょっと学園の中がおかしいのです。そのことで力をお借りしたいと思いまして……。ええと、お茶は日本茶と焙ほうじ茶のどちらがいいですかー？』


「おかしいって……」


　それはどういうことなのだろうか。


　すると雛子は、


『何と言いますか、磁じ場ばが狂っているというか霊れい力りよくのバランスが崩れているというか……とにかく、異常な状態なんです。そのせいで私も微び妙みように自じ律りつ神経の調子が悪くて……。あ、おまんじゅうは白しろ餡あんで平気ですよねー』


　まんじゅう片手におでこに手を当てながらふらっとよろめく仕し草ぐさをする。自じ縛ばく霊れいにも自律神経なんてあるんだ……


　真まっ昼ぴる間まから普通に出て来る非常識な自縛霊の身しん体たい構造について考えを巡らせていると、


『ええと、弘司さんたちは七なな不ふ思し議ぎというものをご存ぞん知じでしょうか？』


「七不思議？」


　そんな単語を雛子が口にしてきた。


『はい。この旭あさひヶが丘おか学園に伝わる七つの怪かい異い……七つの闇やみに彩いろどられた不思議です』


「え、いや……」


　さっぱり聞いたことがない。


「あ、それならあたし、聞いたことあるかも」


　奈な々なが手を上げた。


「なんか最近ウワサになってるやつだよね？　家庭科室の死の料理人だとか何とかの死しに神がみだとか……昔あった七不思議が復活したとかで、けっこう有名かな」


「え、そうなの？」


　弘司はそんなことはこれっぽっちも聞いたことがなかった。


「まあウワサになってるのは主に女子の間で、あとは部活をやってて遅くまで校舎に残ってる一部男子くらいだからね。どっちにも当てはまらないあんたは知らなくてもしかたないって」


「ふうん……」


　そういうものなのでしょうか？


「ま、それはともかくさ。雛ひな子こさんの言ってるのってそれのことなんじゃない？　七なな不ふ思し議ぎなんて他にないと思うし……」


『ええ。おそらくそうだと思います』


　奈な々なの言葉にうなずく雛子。七不思議か……


「でも、その七不思議と今回の相談に何か関係が……」


　あるのだろうか。そこが問題である。


　すると雛子は首をこくりと縦たてに振って、


『はい。実は私はその七不思議が学園内の霊れい力りよくバランスの乱れを引き起こしているのではないかと思っているのです』


「え、七不思議が？」


『その通りです。たぶんそうに違いないと、私の自じ縛ばく霊れいとしての第だい七なな感かんが告げているのです』


「……」


　何だかいまいち説せつ得とく力があるのかないのか分からない根こん拠きよだった。


　複雑な表情になる弘ひろ司しに、


『ええと、なので弘司さんにその原因を調べてもらえればと思ったのですー。風のウワサで聞いた話では弘司さんはかの有名な統ま神と者めであるとのこと。このままだと私、自じ律りつ神経失しつ調ちよう症しようが原因で肌はだ荒あれがひどくなって、にきびが治ち癒ゆせずにそのままシワになってしまいますー』


「え？　うーん……」


『それにそちらには統ま神と者めだけではなく神しん霊れい様もいらっしゃるご様よう子すですよね。神霊様はこういったことに長たけているとも聞きましたー。なのでご協力していただけるとー』


　期待を込めた目でさくらを見る。


　だが、


「いやじゃ」


　即そく答とうだった。


「なぜに儂わしがそんなことをせねばならぬ？　そんな義ぎ理りはない」


『それは、で、ですけどー……』


「ふん、控えよ。自縛霊ごときの要よう請せいで軽々しく動くほど、神の腰は軽くはないのだぞ」


　そっぽを向くさくらに、


「うんうん、さくら、身長の割にずっしりと重たいもんね～」


「……そ、それはどういう意味じゃ、ネコ」


「にゃ？　そのままだけど？」


「ぐっ……」


　悪わる気ぎのないネコマタ娘にさすがに本気で怒るわけにもいかず、歯ぎしりをする神様幼よう女じよ。


「と、とにかく、儂わしはやらんぞ。弘ひろ司しもやめておけ。お主ぬしともあろう者がそんなことをする必要はない」


『神しん霊れい様……』


「確かに磁じ場ばの乱れはそれなりに問題となることではある。だがそれは外部からの一いつ定てい以上の強大なチカラでムリヤリに乱された時に限り、それ以外の場合は大たい抵ていは放置しておけば自然に修しゆう復ふくされる。そしてここ最近では儂の結けつ界かいを通り抜けて何かがこの夕ゆう凪なぎ市へと入り込んだ痕こん跡せきはない。ゆえに儂の出で番ばんは不要じゃ。以上」


　一方的にそう言って背を向けるさくら。


『あ……』


　それを見た雛ひな子こがものすごく悲しそうな顔になる。その表情は小さい頃はかわいがられていたものの成長して大きくなりすぎた途と端たんに飼い主に捨てられた大型外がい来らい動物のようで……何となく、放っておくのはちょっとばかり気が引けた。


「ねえさくら、そんなに邪じや険けんにしなくても……」


「ぬ？」


「ちょっとくらいなら手伝ってあげてもいいんじゃないかな。いちおう僕らの学園のことでもあるんだし……」


「いや、しかしだな──」


　何かを言いかけて、そこでさくらがふいにぶるっと身み震ぶるいをした。「ん──ちょっと待て」


「？」


「まったく、この立て込んでおる時に……」


　そう弘司に言うと不満げな顔をしながらさくらはポケットから何やら怪しいワラ人形のようなものを取り出し、


「む、何じゃ、何か用か？」
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　それに話しかけた。


「今は取り込み中じゃ。急ぎの用事でないのなら後にせい……ん？　旭あさひヶが丘おか学園に関わること？　何だそれは……」


　そのままぶつぶつとワラ人形に語りかける。……とっても真剣な眼差まなざしで。


　それを見ていた美み亜あたちが、


「ね、ねえ、さくらってなにやってるの？」


「あらあら～、自らの絶望的な身しん体たい的成長不ふ良りようを嘆なげいてついに心が壊れてしまいましたか～」


「だ、だいじょうぶなの、さくらちゃん」


　ひそひそとさくらから離れて話を始める。


「こ、これってどうしたらいいのかにゃ？　みてみぬふり？」


「どうでしょう～。その方のあるがままを受け入れるのが優しさではありますし～」


「ここはさりげなく指し摘てきしてあげるっていうのもありかも……」


　真剣な表情でそんなことを言い合う美み亜あたちに、


「……主ぬしら何を勝かつ手てなことを言っておる。聞こえとるぞ」


「あ、う、ううん、何でもないんだよっ」


「ええ、ただの世せ間けん話です～」


「だ、だいじょうぶ、あたしたちは何があってもさくらちゃんの味方だから」


　焦ったように各かく自じ作り笑いを浮かべる。


　そのまるで何かとてもかわいそうなものを見るような反応にさくらは大きくため息を吐ついて、


「いったい主らが何を勘かん違ちがいしているか知らぬが……これは念ねん話わ用の形かた代しろじゃ。霊れい力りよくを媒ばい介かいにして遠くの者とも話せる世に二つとない優れもの。別に儂わしが人形相あい手てに独り言を言っているわけではない」


「にやにゃっ、そ～なの？」


「あらあら～」


「え、ええと……」


「ほれ、お主ぬしも何か言え。このままでは儂わしの頭がネコレベルになったものと思われてしまうわ」


　ずいっと弘ひろ司したちに向けてワラ人形を差し出す。すると、


〝ご無ぶ沙さ汰たしております、皆様〟


　そこから聞こえてきたのは聞き覚えのある声。この声は確か……


〝瑞みず葉はでございます。弘司様を始め皆様方がた、お元気そうで何より……。まずはこのような念ねん話わで挨あい拶さつをするご無ぶ礼れいをお許しください〟


「あ、は、はい、どうも」


　その声に弘司は頭を下げて慌あわてて挨拶する。……ワラ人形に向かって。


〝さて、色々と積もる話もあるとは思いますが、今日のところはそれは控えさせてください。さくらに伝えておかなければならないことがありますので、そちらを優先させていただきたいと思います〟


　瑞葉はそこで一いち度ど言葉を切ると、


〝それでさくら、話の続きですが、あなたにはその学園内の異状の調査をやってもらおうと考えています〟


　そう言った。どうやら今雛ひな子こと話していたことに何か関係があるみたいです。


「ぬ、お主まで何を言い出す？」


　さくらの声のトーンが一つ落ちる。


〝詳しいことはまだ調査中ですが、この件は私たちの管かん轄かつである可能性が高いのです。近い内にあなたに頼もうと思っていたところなので、ちょうどいい機会でした〟


「管轄？　儂らのか？」


　さくらが怪け訝げんそうな顔になる。


〝はい。規き模ぼ自体は大したものではないのですが、ここ最近のこの場所における霊れい力りよくの流れに少し気になるものを感じます。というわけで正式な仕事として児こ玉だま瑞葉が依頼します。学園内の霊力の乱れとその原因を調べてください。そして可能なようならその解決を。よろしいですね？〟


「む、じゃがそのようなこと、お主がやればよかろう。儂が出るほどのものでも……」


　なおも食い下がるさくら。


　だが。


〝私はここ数日飲み会──こほん、予定が詰まっております。なので行くことができません。それに私よりもさくら自身が行おこなった方が解決も早いと思いまして。何といってもさくらは有能で優秀で有ゆう徳とくですから〟


「ぬ、ま、まあ確かに儂のすごさは万ばん人にんが認めるところじゃがな」


　まんざらではなさそうな顔でさくらが平たい胸を張る。さすがにこの神様幼よう女じよの扱い方をよーく心得ているようです。


「ふん、そこまで言うのならよかろう。おい自じ縛ばく霊れい、気は進まぬが儂わしがやってやる。神の広い御み心こころに感謝するのじゃな」


『ほ、ほんとですかー？』


　雛ひな子こが嬉うれしそうに声を上げる。


「うむ。神に二に言ごんはない」


　さくらが大きくうなずき、


〝それではよろしくお願いします〟


　というわけで、七なな不ふ思し議ぎ調査をすることに決まったのだった。





　　　＊





　その頃、屋上の隅すみでは。


「ふふふ、聞きました？　水みな上かみさんたち、七不思議について調べるみたいですわよ」


　出入り口のドアの陰から首だけを出すようにして弘ひろ司したちのことを見つめる沙さ耶や香かの姿があった。


「それも今こん晩ばん行うようですわね、どうやら」


「はあ」


「みたいですけど、それがどうかしたんですか？」


　取り巻き二人がどうでもいいって顔で首をかしげる。


「どうかしたって、二人とも分かっていませんわね。これはチャンスですわ。水上さんを落とすチャンス。夜の学園、静まり返った教室、高まる鼓こ動どう……そこでか弱いところを見せれば男なんて瞬しゆん殺さつでしょう。常識ですわ」


「そういうもんですかねえ……？」


「まあ鬼おにの目にも涙って言葉もありますけど……」


　投げやりに答える。とことんどうでもいいって感じだ。


「とにかく、このチャンスを逃す手はありませんわ。これを機に水上さんを私の美び貌ぼうの虜とりこにして白しら瀬せさんに目にものを……うふふふふ」


　沙耶香の目が怪しく光る。


「でも沙耶香さん、別に呼ばれてないんじゃ……」


「いくら何でも、呼ばれていないんじゃどうしようも……」


「そんなもの偶然でも装って強ごう引いんに加わればいいじゃありませんの。それくらいのことも思い付きませんの？　だめですわね」


「はあ……」


「思い付かないというか、思い付いても普通はそれを実行に移そうと思わないだけで……」


　心の底から疲れきったような声で取り巻き二人がそう漏らした。


「ふふふ、見ていなさい。今夜こそが今までの汚お名めい挽ばん回かい、名めい誉よ返へん上じようのチャンスですわ」


　闘とう志しに燃える目で一人ひとり右手を握り締める沙さ耶や香か。


　だが。


「あの沙耶香さん、ちなみに汚名返上で名誉挽回ですよ？　分かってますか？」


「人ひと前まえでそれをやるとすごーく恥ずかしい思いをしますよ？　聞いてます？」


「ふふふ、うふふふふふふ……（聞いてない）」


　それが全ての悲劇の始まりだと、この時本ほん人にんはまーったく気付いていなかったのだった。








　　　２




　夜の学校は、なかなかに不ぶ気き味みなものがあった。


　静まり返った校舎、蒼あお白じろい月の光を反射する窓ガラス、風に揺れる木の枝。


　昼間は見み慣なれたそれらのものも、夜の闇やみを通してみるとまた全く違ったもののように見えてくる。控えめに言ってかなりの気味の悪さで……とてもじゃないけれど一人だったら来たくない場所だった。


　そんな中、


「わ～、なんか夜の学校って面白そうでい～ね～。わくわくしてくるにゃ～」


「あらあら～、さすがは元がん祖そネコ目ですね～」


「遊びに行くのではないのだぞ、ネコ、ツル。もっと落ち着きをもってだな……」


「……く、暗いわね」


　いつものごとくお気楽なネコマタ娘たち（プラス一人ひとり不安げな奈な々な）。


　おまけに。


「……ぶ、不気味ですわね」


　その中には、なぜか沙耶香の姿があった。


「よ、夜の学園ってこんなにおどろおどろしいものでしたの？　け、計算外ですわ……」


　何でもたまたま教室に宿題の日本史のノートを忘れてきてしまい、たまたま取りに戻ってきたところ、たまたま校門のところで弘ひろ司したちと出くわしたとのことらしい。行き先はほとんど同じだしわざわざ別べつ行動をとるのもアレなので、事情を話していっしょに行くことになったのである。


「では行くぞ。皆の者、遅れずに儂わしに付いてくるがよい」


　さくらが先頭に立ちそう呼びかける。


「わ～い、ご～ご～」


「うふふ～、夜のハイキングみたいですね～」


「ちょ、ちょっと、みんな、待ってよ……」


「み、水みな上かみさん、傍そばを離れないでくださいね」


　六人で裏門から入っていく。ちなみに夜の校舎に立ち入る許可は瑞みず葉はが取っていたのだけれど、正門から入るのは何となく気が引けたためそうなったのだ。


　裏門を抜け、職員用の出入り口から校舎の中へと入る。


　職員用の昇しよう降こう口ぐちを通り、廊下に差し掛かったところで、


『お待ちしておりましたー』


「うわあっ!?」


　いきなり薄暗い天てん井じようから逆さまの雛ひな子こが姿を現した。


「な、なっ……」


『皆様のお着きを一いち日じつ千せん秋しゆうの思いでひたすらに待つこと五時間……あれ、そんなびっくりした顔をしてどうしましたー？』


「へえ、ヒナコ、こんなとこまで出て来れるんだ～」


　美み亜あが感心したように言う。


『あ、はい。夜の間は校舎内の霊れい力りよく濃度が高いのでがんばれば昼間よりも下まで降りてくることができるのですー。でもそれも二階までが限界で、一階に降りようとするとこういう形になってしまいましてー……』


「へ～、そなんだ。じばくれいも大変なんだね～」


「……」


　大変というか、そんなムリをしてまでわざわざ出て来てほしくない気持ちでいっぱいだった。


　そしてそんな弘ひろ司しの後ろで、


「あ、あああれは何ですの……？」


　天井からぶらぶらとぶら下がった雛子を指差しながら腰を抜かしている沙さ耶や香か。


「さ、逆さまになって、下半身が天井に吸い込まれてて、あ、あうあう……」


　ほとんどというか、完全に恐きよう慌こう状態だった。


　まあ夜の学園でいきなり逆さづりの自じ縛ばく霊れいが現れれば無理もない話なんだけれど……


「んー、え、ええと、これは何というか……ちょっとした３ＤＣＧみたいなもの、かな？」


「え……？」


「ほ、ほらよく遊園地とかであるような……」


　苦し紛まぎれにそう答える。さすがに自分で言っていてこれはあり得ないかなーとも思ったけれど……


「な、何だ、そうだったんですの。最近の機械はすごいのですわね。でもそれならそうと言ってくださればよろしいのに……」


「え？　あ、いや、ゴメンね」


　どうやら沙さ耶や香かは信じてくれたみたいだった。ある意味単たん純じゆんで助かりました。


『ささ、ではではどうぞこちらへー』


　で、メンバーに雛ひな子こ（天てん井じようからぶら下がってる）を加え真まっ暗くらな廊下を進んでいく。


　一いつ匹ぴきと一いち羽わと一ひと柱はしらと三人プラス一人（？）の行進。


　ただいつもと違うのは、


「……」


「……」


　左腕に奈な々なが、右腕に沙耶香がそれぞれ付属しているということだった。


「ちょ、ちょっと、あたしから離れちゃだめだからね。離れたらシャイニングウィザードなんだから……」


「お、おおお置いていったりしませんわよね？　そ、傍そばにいてくれなかったら一生恨うらみますわ」


　どっちもどっちで必死な顔で弘ひろ司しの身体からだにしがみついてくる。


　奈々がこういった怪かい奇き現げん象しよう関連が苦にが手てなことは分かっていたことだけれど、沙耶香も同じなのは意い外がいというか初めて知る事実だった。


「え、ええと、それじゃあどこから行こうか」


　二人のほとんど鬼き気き迫った表情に少しばかり気け圧おされつつも辺りを見回しながら言う。


　奈々の話では、旭あさひヶが丘おか学園の七なな不ふ思し議ぎは以下のようなものであるらしい。





　一、家庭科室──死の料理人。


　二、音楽室──呪のろいの鎮ちん魂こん歌か。


　三、屋上──立ち尽くす死しに神がみ。


　四、校庭──首なし犬の散歩。


　五、ニワトリ小屋──獣じゆう界かいからの呼び声。


　六、プール──浮かぶ水すい死し体たい。


　七、不明──前ぜん述じゆつの六つの不思議を全て知った者だけが知ることができるという。





　どれもこれも仰ぎよう々ぎようしいことこの上ない呼び名である。


「ふむ、まあまずは無ぶ難なんに一番目からではないか？　場所的にも近いしの」


「あ、うん、そうだね」


　さくらがそう提案し、特に異い論ろんも出なかったので最初から順に回ることとなった。


　七人で第一の七不思議現げん場ばへと移動する。


　家庭科室。


　職員用の出入り口から少し行ったところにある広めの部屋。


「では行くぞ」


　先頭に立つさくらが確認するようにそう言いドアに手をかける。


　横にスライドするドアを開けると、中は真まっ暗くらだった。


「暗いな……」


　手探りで入り口近くにあった電気を点つける。


　すると次第に中の様よう子すが見えてきた。


　広さこそ他の教室と変わらないが、よく見ると様々な設備が付加されている家庭科室。


　ケーキ用の大型オーブン、大火力のガスコンロ、ハンドメイドの石焼き釜がまなど、普通の高校にはあるまじき本格的な調ちよう理り器具がいくつか目に入ってくる。何でもこれらは全て家庭科担たん当とうの蟹かに原はら先生（♀　二十九歳さい）が、個人の趣しゆ味みで購こう入にゆう・設置したものだとか。


「ここか……別におかしな妖よう気きなどは感じぬが」


　辺りを見回してさくらが言う。


「本当にここなのか？　何か怪かい異いが生じている場所ならば少しくらいはそれらしき兆ちよう候こうがあるはず。しかしこの場所にはまったくといっていいほどそういったものが感じられん。これでは本当にただの料理部屋でしかないぞ」


「そうなの？」


　弘ひろ司しの言葉に、


「ああ、至って普通じゃ」


　と、怪け訝げんな顔になるさくら。


　弘司にはよく分からないけれど、そういったこと専門のこの神様幼よう女じよがそう言うのなら間違いないのだろう。


「むう……奈な々なよ、死の料理人とはどのような話なのじゃ？」


「あ、え、う、うん」


　さくらの言葉に奈々は怖こわ々ごわと顔を上げて、


「え、えっと、確かだれもいないはずの家庭科室に蒼あお白じろい炎ほのおが見えたんだって。気になって中を覗のぞいてみると、そこには不ふ吉きつな笑えみとともに長い髪かみを振り乱し地じ獄ごくの鍋なべ釜かま片手に中華料理の香ばしい匂においを漂わせながら蒼い鬼おに火びと戯たわむれるエプロンを着けた料理人の姿が……ひ、ひいっ」


「……」


　何だか怖いんだか怖くないんだかいまいち微び妙みような話だけれど、とにかくここが七なな不ふ思し議ぎの第一の現場であるのは確からしい。


「ふむ、何にせよもう少し詳しく調べてみる必要があるか……」


　さくらがそう言い、みんなで家庭科室を見て回り始める。


　だがあちこちを調べてみるものの、やっぱり不ふ審しんなところは特には見つからない。


「にゃ、何もないね……」


「あらあら～」


「そ、そうね、見つかるのは調ちよう理り器具とかばっかりだし」


「……」


　皆で首を捻ひねっていると、


「う～ん、不ふ思し議ぎですね～。私が普段お料理をしている時にはそんな怖い人は見かけなかったのですが～」


「え？」


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんがそんなことを言い出しました。


「ここ一ヶ月くらいこの場所にはよく通っていましたが、ちっとも会いませんでしたよ～。めぐり合わせが悪いのかそれとも恥ずかしがり屋さんなのでしょうか～？」


「あの千ち鶴づるさん、それってどういう……」


「あ、ええ～。あのですね～、私は時間がある時にはよくここで夕食や夜食のお料理の下ごしらえをしているのです～。火か力りよくが強いので、中華鍋なべなどを使うのにもってこいなのですよ～。やっぱり弘ひろ司しさまにはきちんとした本格的なお料理を食べていただきたいですから～」


「……」


　一同、沈ちん黙もく。


　まさかとは思うけれど、死の料理人って……


「あらあら～、どうしましたみなさん～、そんな容よう疑ぎ者を見つめる陪ばい審しん員いんの方々みたいなお顔をして～？」


　長い髪かみをさらりと後ろに振り流して上じよう品ひんな笑えみを浮かべる霊鳥お姉さん。


「……」


　七なな不思議、第一の謎なぞが解かい明めいされた瞬しゆん間かんだった。








　家庭科室でのある意味脱だつ力りよくなことこの上ない結末を経て、弘司たちが次にやって来ていたのは音楽室だった。


　二階廊下奥おくにある防音トビラによって閉ざされた部屋。


　問題となっている七不思議は〝呪のろいの鎮ちん魂こん歌か〟。


　その内容は、


『月曜日と金曜日の放ほう課か後ごに、だれもいないはずの音楽室からこの世のものとは思えないまるで地じ獄ごくの亡もう者じやの金切り声のような音が聴きこえてきて、それを聴いた者には七日以内に大きな不幸が起こる』


　であるらしい。


　音楽室といえばこういった七不思議の定てい番ばんスポットではあるけれど、それはあまり聞いたことのない類たぐいの内容だった。


「むう……ここも何も感じぬな」


　部屋の中央に置かれている大きなピアノをぺちぺちと触りながらさくらが言う。


「これらの楽器などにも特におかしな念ねんなどは感じぬ。霊れい的てきな負ふ荷かもない、良くも悪くもどこにでもある普通の物じゃ」


　辺りを見回してみてもやはり同様だった。よくある怪かい談だんみたいにピアノが勝かつ手てに鳴り出したりするわけでもないし、壁にかけてあるベートーヴェンの目が赤く光ったりするわけでもない。もちろん、メインであるところの七なな不ふ思し議ぎである呪のろいの鎮ちん魂こん歌かもさっぱり聴こえてこなかった。


　まあ〝呪いの鎮魂歌〟に関しては今日が水曜日なのが影えい響きようしているのかもしれないけれど、それにしてもさくらが何も感じないというのはおかしい。


　一体どういうことなのだろう？


「うーん……」


　怪け訝げんに思っていると、


「……（ぶるぶる）」


「？」


「…………（ぶるぶるがたがた）」


「……黒くろ崎さきさん？」


　と、そこで沙さ耶や香かが収しゆう穫かく期きの秋あき茄な子すみたいに真まっ青さおな顔をして震えているのに気付いた。


「どうしたの？　もしかして寒かったりする？」


　弘ひろ司しが声をかけると青い顔をさらに蒼そう白はくにして、


「こ、ここって、そんな危険な場所だったんですの？」


「え？」


「わ、私、放ほう課か後ごによくここでリコーダーの練習をしていますの。そんな話があるだなんて全然知らなくて……。し、しかも練習日まで同じですし……」


「リコーダー？」


「え、ええ。リコーダーですわ。月曜日と金曜日にここを借り切ってやっていましたのに……」


「……」


　何で今いま時どきリコーダー……


「だ、だって楽がつ器き演奏は乙女おとめとしての嗜たしなみですもの。そ、それにリコーダーは全ての楽器の基本となるものであって、リコーダーを制するものは音楽を制する……と、家にやって来たセールスの方に言われたので始めましたの。使っているのも三万円の高級リコーダーですし」


「……」


　そういう問題じゃないと思います。


　加えてそれにしたって普通はピアノとかヴァイオリンで、リコーダーはないんじゃないのかなーなどと思ったりもするのだけれど、とりあえずそのヘンについては今は深く考えないことにして、


「──ということは、まさか呪のろいの鎮ちん魂こん歌かって」


　みんなの視線が今度は沙さ耶や香かに注目する。


「？　な、何ですの。……はっ、も、もしかしてわたしの後ろにピアノのフタに頭を挟まれて無む念ねんの最さい期ごを遂とげた音楽家の亡ぼう霊れいでも立っていたりするとか!?」


「いや、そういうわけじゃなくて……」


「で、でしたら何ですの？　みなさん揃そろってそんな目で……」


「それは、その……」


　おそらくはこの場にいる全員が考えているだろう推すい測そくを説明する。


　すると沙耶香は、


「わ、私が呪いの鎮魂歌？　そんな……」


「おそらく間違いないと……」


　状況証しよう拠こからしてほぼそれで決定だと思われます。


　それを聞いた沙耶香はさらに真まっ青さおになって、


「と、ということはまさか、私の所有するリコーダーに呪いが……？　そ、そんな……い、いやああああっ！」


「……」


　いやどちらかと言えばきっと（というかほぼ確実に）、呪われているのは演奏者の腕の方な気が……


　だけど沙耶香は、


「な、何てことですの……か、帰ったらすぐにあのリコーダーを処分しなければ……」


　ふるふると小こ刻きざみに震えながらそんなことを言っていた。





　こうして、七なな不ふ思し議ぎ第二の謎なぞも穏おん便びんに（？）解かい明めいされたわけだけれど。


「……」


　この時点で、何となーくイヤな予感がしていた。


　死の料理人の正体、呪いの鎮魂歌の発生元もと。


　その二つが二つとも、この場にいる二人が原因だった。


　それらが暗あん示じする事実は……


「……まさか、とは思うけど……」


　そして弘ひろ司しのその予感は、すぐに現実のものとなるのであった。








「うーん……」


「むう、ここもそうか……」


　五番目のスポットであるニワトリ小屋を見回した時点で、神様幼よう女じよが心の底から呆あきれたようなため息を吐ついた。


「ここも他と同じじゃ。おかしなところは何一つない、何の変へん哲てつもない普通の鶏けい舎しやじゃ。……こやつらの自己申しん告こくを除いての」


「──ということは……」


「……まあ、そういうことじゃろう」


　弘ひろ司し以外の五人の顔を見てさくらが再度息いきを吐く。


「まさかとは思ったが、七なな不ふ思し議ぎの原因が全てこやつらとはな……」


「にゃ、にゃ～……」


「あらあら～」


「え、ええと……」


「……」


『これは何といいますかー……』


　さくらの言葉にネコマタ娘たちが目を逸そらす。


　新たな七不思議スポットを回ることで判明した事実。


　それはこれらの七不思議が全て、このネコマタ娘たちによるものということだった。


　三、屋上──立ち尽くす死しに神がみ→ただそこにいただけの雛ひな子こ。


　四、校庭──首なし犬の散歩→たまたまシャルロットの散歩で校庭にやって来ていた奈な々な。


　五、ニワトリ小屋──獣じゆう界かいからの呼び声→ニワトリ小屋でニワトリと戯たわむれていた美み亜あ。


　明らかになってみれば、何ともおマヌケな結末である。


「で、でも～、わたしはただ掃除当とう番ばんのヒロを待ってる間ににわとりさんと遊んでただけなんだよ～。そんな、ななふしぎなんて……」


　獣界の主ぬしがそう弁べん解かいする。


『うーん、確かに夜になると昼間よりも姿が見えやすくなるものですが、それにしてもそんなにウワサになるほど見られていたなんてー……』


「シャルロット、ちゃんと首あるのに……。それは毛がふわふわだから遠とお目めで見たら大きい毛け玉だまみたいに思えるかもしれないけどさ……」


　死神がぷうっと息を吐き、首なし犬の飼い主が不満そうに口をとがらせる。


「ふん、言い訳は無用じゃ。事情が何であれ主らが不注意で七不思議と勘かん違ちがいされていた結果には変わりがない。まったく、とんだ時間の無む駄だだったわ」


　さくらが大きく肩をすくめた。


「で、弘司よ。どうするのじゃ？　この調子では残りの二つもロクなものではないと思うぞ。ここで切り上げるのも一つの手だとは思うが？」


「うーん……」


　確かにそれはその通りだけれど、ここまで来た以上どうせなら残りも確認しておきたかった。結局まだ雛ひな子この言う磁じ場ばの乱れとやらの原因も解かい明めいされていないわけだし。


「せっかくだから最後まで回ってみようよ。どうせ実質はあと一つだから、そんなに時間もかからないと思うし……」


　弘ひろ司しがそう言うとさくらはうなずいて、


「むう、まあ弘司がそこまで言うのならばそれもそれでよかろう」


「え、本当に？」


「ああ」


　そう答える。てっきりさくらは反対するとばかり思っていたから、その返答は少しばかり意い外がいだった。


「乗りかかった船だしの。……それに、少しばかり気になることもある」


「？」


「ん、いや、何でもない。気にするな」


　小さく首を横に振るさくら。


　その言葉の意味するところはいまいちよく分からなかったけれど、とりあえず七なな不ふ思し議ぎ調査は続行されることとなったようだった。
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　で、五分後。


　弘司たちはプールへとやって来ていた。


　校舎から少し離れた屋外にあるそれは七不思議六番目のスポットであり、オフシーズンである現在は基本的に立ち入り禁止になっている場所である。


「な、何だか変な感じね……」


　弘司の左腕に摑つかまったままプールサイドを歩きながら、奈な々なが恐る恐るといった感じでそう言った。


「風なんてないのに水面が波立ってる気がするし、なんか人の気配がするみたいで……」


「……」


　確かにこれまでのエセ七不思議と違って、ここはどことなく妙みような感じがする。何か空気が違うというかどこか怪しい気配がするというか……


「そうですね～、水がある場所には霊れいなどが集まりやすい傾向にありますから～、ここには何かがいてもおかしくはないかもしれませんね～」


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんが笑顔で怖いことを言う。


「え、ええと、ここの七なな不ふ思し議ぎは何だったっけ？」


「あ、う、うん。〝浮かぶ水すい死し体たい〟」


　奈な々なが不安そうに答える。


「な、内容はね、真夜中に忘れ物を取りに来た女子がプールの方から水音が聞こえて見に行ったところ、何かがプールの真ん中で蠢うごめいているのが見えたんだって。不思議に思って女子が水みず際ぎわに近づくと、そこには水面に浮かぶ真まっ青さおな水死体が……ひ、ひいっ」


「……」


　今までのモノと比べて珍しくオーソドックスな内容だった。これはもしかして六番目に来てようやく本物がきたのかも……


「と、とりあえず変なところがないかみんなで見て回ろう。いいかな？」


「うにゃっ！」


「りょうかいです～」


「ふむ、そうじゃな」


「う、うん、分かった」


「……」


　弘ひろ司しの呼びかけに、それぞれの返事が戻ってくる。


　だけどただ一人だけ、沈ちん黙もくを守ったままの人物がいた。


　弘司の右腕にしがみついたままうつむいている沙さ耶や香か。


「黒くろ崎さきさん？」


「……」


　返事がない。


　そういえば、プールに来た辺りからずっと静かだったような気がする。


　いつもなら会話の度たびに何だかんだで間に入ってくるはずなのに今はまるで電源を切った携帯電話のように大人おとなしい。一体どうしたんだろうか。


「えっと、黒崎さん？」


　なので声をかけてみたところ、


「……」


「黒崎さん？」


「……あ、え？」


「大丈夫？　さっきから元気がないみたいだけど、具合でも悪いとか……」


「い、いえ、そういうわけではありませんの。ただ……」


「ただ？」


「ただここは他の場所とは違って何かに見られているような悪お寒かんが……」


「悪寒？」


「え、ええ。気のせいだとは思うのですが……」


　自分にそう言い聞かせるようにして沙さ耶や香かが両手をぎゅっと握り締める。


　その時だった。


　──さん……


　ふいに、声のようなものが聞こえた。


「？」


「い、今のは何ですの……？」


　周りをきょろきょろと見回して沙耶香が泣きそうな顔になる。


「分からない。何か声みたいだったけど……」


　弘司がそう答えかけ、


　──さん、黒くろ崎さきさん……


「こ、これって……」


「んにゃ。なんかサヤカを呼んでるみたいだね」


「ひ、ひっ……」


　沙耶香の顔からさーっと血の気が引いた。


　──黒崎さん……


　さらに響ひびいてくる声。


　そして──


　バシャッ！


　ふいに沙耶香の足下にある水面から真っ白な手が生はえてきた。


「!?」


　突然の出来事に硬直する沙耶香。


　弘ひろ司したちも動けない。


　白い手はそのまま生き物のように這はい上がってくると沙耶香の足首を摑つかみ、「えへへ、今日は白なんですね……」
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　そんな、声を発した。


「き、き……」


「あれ、どうしたんっすか？　そんなヘンな顔して」


「き、きききき……」


「嬉き々き嬉き々き？　そんなに嬉うれしいんですか？　や、俺もこんなところで黒崎さんと会えてとても嬉しい──」


「き、きゃああああああっ!!」


　辺りの空気を切り裂くような大声を上げ、沙さ耶や香かは弾だん丸がんのごとく校舎の方へと走り去っていってしまった。


　その後ろからザザーっと水面が持ち上がり、手の残りの部分とその本体が全身を現す。


「あれ、どうして逃げるんっすか？　あなたの山やま岡おかですよ？　おーい、黒くろ崎さきさーん」


「……」


　山岡だった。


　食い込みの角度がほとんどあり得ない域いきに達しているレッドゾーンなビキニ姿を隠かくそうともせず、不ふ思し議ぎそうに首をひねっている。


「あのさ、こんなところで何を……」


　若じやつ干かんの頭痛を覚えつつ弘ひろ司しが尋たずねると、


「……ん？　おお、水みな上かみか。何って、シンクロの秘密特とつ訓くんをな。今度旭あさひヶが丘おかウォーターボーイズを結成することにしたんだ。今のところメンバーは俺おれ一人だが……今から特訓しとかないと来年の夏の大会に間に合わないと思ってな」


「……」


　こんな真冬に何をやっているんだろう……


「よかったら水上、お前も入るか？　リーダーはダメだが、今ならナンバー２の称しよう号ごうをもれなく進しん呈ていするぞ……ハ、ハックション！」


「遠えん慮りよしとく……」


　心の底から全身全ぜん霊れいで拒絶したい申し出だった。


「ふうん、まあいいがな。黒くろ崎さきさんを始めとした女子たちにいい格かつ好こうを見せるのは俺おれ一人で十分だ。余よ計けいな男は少ない方がいい」


「黒崎さん──そうだ、そんなことより黒崎さんを追いかけないと……！」


　ビキニ姿の山やま岡おかのインパクトが強すぎて一いつ瞬しゆん忘れてしまっていたけれど、それが最さい優先事じ項こうだ。こんな夜中の学校で一人にしておくのはいかにたくましそうな沙さ耶や香かとはいえ心配なことこの上ない。


「えっと、みんなも手伝ってくれるかな？　手分けして捜した方が早いだろうから」


「うにゃ、りょ～かいっ」


「弘ひろ司しさまのお言葉とあれば～」


「まあよかろう。厄やつ介かい事ごとはさっさと済ませて帰りたいしの」


「う、うん、分かった」


　美み亜あたちがうなずく。


　というわけで、手分けして沙耶香を捜すこととなった。





　　　＊





　漆しつ黒こくの闇やみに包まれた校舎。


　その中を全速力で疾しつ走そうしながら、沙耶香はこんな時間にこの場所にやって来たことを後こう悔かいしていた。


「う、ううううっ……」


　しぼり出すような声を漏らしながら走る。


　そもそもの目もく論ろ見みではこんなはずではなかった。


　不ぶ気き味みな夜の校舎。


　暗くら闇やみに対するドキドキを異い性せいに対するドキドキと勘かん違ちがいして高まっていく気持ち。


　日常から少し離れた特別な雰ふん囲い気きが二人の距離を（物理的にも精神的にも）縮める。


　ここで少しばかりか弱いところを見せて男おとこ心ごころを刺し激げきすれば、きっと水みな上かみ弘司を陥お落とせたはずだ。それはもう、間違いない。


　だがその壮大な（と沙耶香は思っている）計画には、大きな誤ご算さんがあった。


　それは、


「う、うう、あ、あれはいったい何なんですの……」


　沙さ耶や香か自身が、本当に心の底からこういった怪かい談だんだとか都市伝でん説せつだとかの話が大の苦にが手てだったということである。


　苦手というか、もうほとんど弱点の域いき。


　小学生の頃にクラスメイトに無理やりオバケ屋や敷しきに連れていかれハデに失しつ神しんして以来、これ以上ないくらいの鬼き門もん（文字通り）なのだ。


「の、呪のろわれたり祟たたられたりしたらどうすれば……ぐ、ぐすっ……」


　涙なみだ混まじりにつぶやく。


　奈な々なを出し抜いて悔くやしがらせるために弘ひろ司しの気を引くという目的に集中するあまり、そういった根本的致ち命めい的てきなことがすーっかりと沙耶香の頭からは抜け落ちていた。


　ちなみに現段階においては、その主しゆ目的すらもはやきれいさっぱり見事に消え失せていた。


「だ、だれか、た、助けて……う、ううっ」


　頭にあるのはもはや恐怖心のみ。


　一刻も早くこの場から逃げ出したいという心からの欲求だけ。


　そんな沙耶香に、


「ああ、見つけた！」


　場の空気を読まないやたらとデカイ声がかけられた。


「こっちです！　黒くろ崎さきさーん、あなたの山やま岡おかですよー！」


　声の元を見てみると背後から手を振りながら近づいてくるビキニ装着（際どい）の山岡の姿。


　だけど恐怖でパニック状態の沙耶香には、それが迫ってくる全ぜん裸らの怪かい人じんに見えた。


「い、いやあああああっ！」


　絶ぜつ叫きよう。


　当然のごとく反対側に向かって走り出す。


「あ、あれ、黒崎さん？」


「こ、来ないで……！　あ、あっちに行って……！　いやあっ！」


「え、ちょ、ちょっとー、俺ですよー？」


「いやあああああっ！」


　これまでで最大のダッシュ。


　主しゆ観かん的には怪かい奇き現げん象しように追われている逃亡者のつもりで、客きやつ観かん的には変へん態たい（露ろ出しゆつ狂きよう）から逃げている被害者の状態で、沙耶香は再び夜の校舎へと消えていくのだった。
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「……ん？」


　沙耶香を捜して校舎内を回っていた弘司が見かけたのは、ビキニ姿のまま呆ぼう然ぜんと廊下に立ち尽くす山やま岡おかの姿だった。


「おお水みな上かみ、元気かー！」


　弘ひろ司しを見かけると、ムダにさわやかな笑えみを浮かべながら歯をキラリと光らせて手を振ってくる。


「山岡……」


　というか何でビキニ姿のままなんでしょう。てっきり着替えてから捜そう索さくに参加しているものだと思っていたのだけれど……


「それはまあ趣しゆ味みだ」


　訊きいてみるとさらりとそう答えた。


「シンクロ魂だましいというか何というかな、この格かつ好こうでいると気き合あいが入るんだ。戦闘服ふくみたいなもんだな」


「……」


　その表情には迷いもためらいも欠片かけらもない。……もうこのことについてはこれ以い上じよう突っ込まない方が無ぶ難なんな気がしてきました。


「えっと、それで黒くろ崎さきさんは……」


　地じ雷らいを避けるかのごとく弘司が話題を転てん換かんすると、


「おお、それなんだがな。さっきそこの廊下で黒崎さんを見つけたんだが……」


「え、本当？」


「ああ。だがなぜか一いち目もく散さんに俺とは反対方向に走り出していっちまってな。ふっ、いくら俺のセクシーなビキニ姿が魅み力りよく的だからってそんなに照れなくてもいいだろうに」


　両手を頭の後ろで組んでクイっと腰を一ひと振ふりしながら言う。


「……」


　黒崎さん、かわいそうに……


　心から同情した。夜の学園でこんな控えめにいって変へん態たいみたいなモノに追いかけられた日には、だれだって迷うことなく一目散に逃げるに決まっている。というかほとんど犯罪だ。


「……それで、黒崎さんはどっちに走っていったの？」


「ん、ああ。あっちだ」


　山岡が廊下の向こう側を指差す。


「そう。ありがとう」


　その先に向かおうとして、


「ん、待て。俺も行こう。お前だけじゃ黒崎さんが心配だ」


　山岡がそう言ってきた。


「え、いや山岡はここで待ってて」


　慌あわてて押し留める。沙さ耶や香かを捜そうとする山岡の気持ちは分かるけれど、この格好の山岡がいっしょにいてはまた沙さ耶や香かが逃げてしまう恐れがある。


「ぬ、でもな、俺が一番に捜し出していいところを……」


「ほ、ほら、もしかしたら入れ違いになってこっちに戻ってくるかもしれないから。その時にここにだれもいないと黒くろ崎さきさんが困ると思う」


「そうか？　まあそうかもな。よし、そういうことなら殿しんがりは任せとけ！」


　割と簡単に納なつ得とくして、山やま岡おかは腰を振りながらうなずいた。


　とりあえずそのリアクションに対する突っ込みはスルーして、山岡の示した方向へと進む。


　その先にあったのは、二年生の教室が並んでいる廊下だった。


　手前から一組、二組と続き……弘ひろ司したちの教室である二年三組へと至り、さらには四組、五組と続いていく。


　弘司たちにとっては毎日通い慣れている廊下である。


「……」


　もしかして……


　何となく予感のようなものを覚え、教室のドアを開ける。


　ガラリという音。全くの暗くら闇やみの中では、普段は見み慣なれているはずの教室も少しばかり違った場所のように見えた。


「黒崎さーん」


　真まっ暗くらな教室に向かって呼びかける。


　だけど返事はなく、辺りを見回してみてもやはり沙耶香の姿は見当たらない。


「ここじゃないのかな……」


　何となくここにいるような気がしたんだけど……


　もう一度呼よびかけてみてもやはり返事はない。


「だれもいない、か……」


　少しばかり当てが外れたような気分とともに、弘司が教室から出ようとしたその時だった。


　ガタリ。


　背後から、何か物音のようなモノが聞こえてきた。


「？」


　今のは……？


　振り返り、音がした方へと向かう。


「確かこの辺から……」


　そこにあったのは掃そう除じ用具入れ。


　よく見てみると、その隙すき間まから何やら布ぬの切きれのようなものがはみ出しているのが目に入った。


　まるでスカートの端はしのような布切れ。


「……」


　もしかしてとは思うけれど……


　ゆっくりと近づいて、ドアを開けてみる。


　するとその中には──


「……うう……ぐ、ぐすっ……」


「黒くろ崎さきさん……」


　沙さ耶や香かが、いた。


　まるでジャングルの中で遭そう遇ぐうしたアナコンダに丸まる呑のみされかけたところを間かん一いつ髪ぱつ逃げ出した小型哺ほ乳にゆう類るいのように怯おびえきった目で、両手で頭を抱えながらロッカーの中にぺたりと座り込んでいる。


「よかった、こんなところにいたんだ。みんな心配してるから早く戻ろう──」


「ひっ……」


　だが立たせようとして差し出した手に、沙耶香はふるふると首を振って、


「黒崎……さん？」


「ひっ、こ、来ないで……」


　拒こばむように振り払う。


　ここに至るまでによほど怖い思いをしたのか、弘ひろ司しのことすら認にん識しきできていないようである。


　おまけに。


「い、いやですわ！　近づかないで！」


「黒崎さん？　ちょ、いたた、痛いって」


「こ、来ないで！　あっち行って！」


　ロッカーに入っていたバケツやらホウキやらをムチャクチャに投げつけ、抵抗する。


「く、黒崎さん、僕だって、水みな上かみだから……」


「い、いやあ……」


　とりつくシマがない。


　というか外がい観かんだけ見ると、ほとんど嫌がる沙耶香に弘司がムリヤリ迫っているみたいである。


「う、うーん……」


　こういう時はどうすればいいんだろう……？


　とにかく落ち着かせるため、両手を上げて害がい意いがないことを示し笑顔で近づこうとするも、それでも沙耶香は警けい戒かいを解こうとしない。


　その様よう子すはまるで、怒ってかんしゃくを起こした時の絢あやみたいであり──


「……絢？」


　そこで気付いた。


　──そうだ、だったら……


　一つの考えが浮かぶ。


　絢あやと同じならば、それはそれでやりようはあるかもしれない。


「黒くろ崎さきさん」


「や、いやぁ……」


　なるべく刺し激げきしないようにゆっくりと沙さ耶や香かに近づくと弘ひろ司しは、


「黒崎さん、落ち着いて……」


「え、あっ……」


　暴れる沙耶香の肩をそっと抱きしめた。ちょっとばかり恥ずかしいというか照れくさい手段だけど、泣いている絢をなだめるにはこれが一番有ゆう効こうだったはずだ。


「あ、え……」


　動どう揺ようしたかのように動きを止める沙耶香。その頭を撫なでる。「大丈夫だから……」


「あ……」


　そのまま何度もできる限り優しく撫で続ける。


「……」


「……」


　沙耶香はその間されるがままになっていたが、


「あ、れ……私……」


「落ち着いた、黒崎さん？」


「え……？」


　ようやく自分を取り戻したみたいだった。目をぱちくりさせるとやがて驚いたように弘司の顔を見上げて、


「あ、なっ……」


「え、何？　穴？」


「な、なななな……ど、どうして私が水みな上かみさんと……!?」


　わたわたと焦ったように両手を動かし、慌あわてて弘司から離れる。


「あ、ゴメン。痛かったりした？」


「い、いいいえ、そういうわけでは……」


　ふるふると真まっ赤かな顔で力いっぱい首を振る沙耶香。


「す、すみません。取り乱したところをお見せしてしまって……」


「ううん。それは大丈夫だから……」


　七なな不ふ思し議ぎモドキと追いかけてくるビキニ姿の山やま岡おかのダブルインパクトじゃ、取り乱すのも当然だと思う。一種のトラウマみたいなもののような気もするし。


「……」


「……」


　そのまま何となく沈ちん黙もく。


　お互いに顔を見つめ合ったまま何もせずにその場にたたずむ。


「……」


　そういえば沙さ耶や香かと二人きりになるのはいつかの身しん体たい測定の時以い来らいかもしれない。沙耶香から意い外がいな告白を受けた身体測定。思い出すと何だか少し照れくさいような恥ずかしいような気持ちになってくる。


「……」


「……」


　しばらくそんな状態が続き、


「あ、あの、水みな上かみさん、ありがとうございました」


「え？」


　沙耶香がぽつりとそんなことを言った。


「その、わざわざ捜しに来ていただいて……」


「あ、うん、それはいいって」


　捜していたのは弘ひろ司しだけじゃないわけだし。


「で、でも、幻げん滅めつしたんじゃありませんの。こ、こんな見み苦ぐるしいところを……」


「そんなことないよ。女の子だし怖がるのはしょうがないと思う。むしろかわいらしいっていうか」


「え、か、かわいらしい……」


　その言葉に、沙耶香がか～っと頰ほおを赤く染める。


「あ、べ、別に変な意味じゃなくて……」


　慌あわてて弁べん解かいする。


　だけど沙耶香は驚いたような顔で、


「私が、かわいらしい……？　は、初めて言われましたわ、そんなこと……」


「そ、そうなの？」


「はい……」


「……」


「……」


　再度、沈ちん黙もく。


　顔を赤くしたままうつむく沙耶香に、弘司も何を言えばいいのかよく分からない。というか、今の微び妙みように浮ついた空気からしてよく分からない。


　その状態がどれくらい続いたか。


「あの、水上さん……」


「え？」


　何かの覚かく悟ごを決めたかのように沙耶香が顔を上げた。


「わ、私、その……」


「？」


「わ、私、水みな上かみさんのこと──」


　何かを言いかけて、


「ヒロ～、いる～？」


「!?」「っ！」


　そんな声が廊下を通して響ひびき渡った。


「いらっしゃいますか～？　いつまで経たっても戻って来ないので捜しに来ちゃいましたよ～」


「どこじゃ？　迷まい子ごになったのではあるまいな」


「だ、だいじょうぶなの？　まさか七つ目に巻き込まれちゃったとか……」


『ごーぶーじーでーすーかー？』


　聞き慣れたネコマタ娘たちプラス雛ひな子この声。


　どうやらなかなか戻ってこない弘ひろ司しを心配して、わざわざ捜しに来てくれたらしい。


「あ、うん、こっち！　黒くろ崎さきさんも見つかった」


　教室の中から声を返す。


「美み亜あたちが来たみたいだし、それじゃあ戻ろうか」


「……そうですわね」


　沙さ耶や香かがうなずくのを確かく認にんして、弘司は教室の出口へと向かう。


　だけどそんな弘司の後ろで、


「……何ですの、この胸の高鳴りは……」


　沙耶香が胸の前で手をぎゅっと握り締めて、ぽつりとそうつぶやいていた。








「やれやれ、結局七なな不ふ思し議ぎも全ては無む駄だ足あしか……」


　校門を出た坂道を歩きながら、さくらが大きくため息を吐ついた。


「一いつ体たい何をしにこんな時間にこんなところまで来たのだか。本来ならば今いま頃ごろのんびりとてれびを見ながら炬燵こたつでぬくぬくとしているはずなのに……」


　ぶつぶつと文句を言いながら帰り道をとてとてと歩いていく。


「ま、まあまあ、何もなかったんだからよかったと思わないと」


「それはそうかもしれんがの……」


　あの後、捜しにやって来た美亜たちと合流して弘司たちは学園を出た。


　とりあえずのところ、これ以上の調査は必要ないと判断したためである。


　どうも七不思議はニセモノだったようだし、それ以外にも特におかしな場所は見つからなかった。最後の七つ目が何かは分からなかったのが気がかりといえば気がかりだけれど、もう十分だろう。


　雛ひな子こが気にしていた磁じ場ばの乱れについては、さくらが処置を施ほどこすことによって解決した。何もなければ一週間ほどで学内の状態は元に戻るという。


『本当にありがとうございましたー。また何かあったらお願いしますねー』


　というわけでハンカチを片手に別れを惜しむ雛子に見送られ、夜の校舎を後にしたというわけである。


「にゃ～、面白かったね～」


「そうですね～。楽しい夜のハイキングでした～」


「ふん、主ぬしらが余よ計けいなことをするから儂わしがこんな手間を……ぶつぶつ」


「あ、あたしも、もうこんなホラーなのは遠えん慮りよしたいかな……」


　美み亜あ、千ち鶴づる、さくら、奈な々ながそれぞれそんなことを口にする。


　ちなみに山やま岡おかの姿が見当たらなかったが、おそらく勝かつ手てに帰ったんだろう。別に山岡に限っては心配するようなこともないだろうけど、ビキニ姿でそのまま帰っていないかが少しだけ不安だったりもした。


「わたしはまた来たいな～。ヒロがいればどこにいても楽しいもん」


「ええ～、ですが今度は弘ひろ司しさまと二人きりがいいですね～」


「そうじゃな。それならいいかもしれん。弘司と二人ならばこのつまらん作業も少しはマシになるじゃろうて」


「あ、あたしも弘司となら……う、それでもやっぱり怖いかも」


　楽しげに（？）笑い合う美亜たち。


　そして弘司たちから少し離れたところで、


「…………」


　沙さ耶や香かだけが、何か物もの思おもいにふけっているかのように黙ったままだった。
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　一晩明あけて翌日になった。


　十二月八日木曜日。


　いつものごとく幸せフォーメーションで登校してきた弘司は、教室で山岡を見つけたので何となく話しかけてみた。


「おはよう、山岡」


「おう、水みな上かみか。グーテンモルゲン」


　ムダにさわやかな笑えみを浮かべながら、なぜかドイツ語で挨あい拶さつをしてくる。


「……」


　相変わらずワケが分かんないなーと思いつつも話を続ける。


「あ、そういえば昨日きのうはちゃんと帰れた？　急にいなくなったから少しだけ（公こう序じよ良りよう俗ぞく的な意味で）心配したんだけど」


「は、昨日？」


　山やま岡おかが不ふ審しんそうな顔をする。「昨日って、何のことだ？」


「え、何って、ほら、七なな不ふ思し議ぎの……」


　わざわざ説明するようなことでもないような気もしたけれどいちおう説明する。だが、


「何のことだ？　俺は昨日はプールで泳いでなんかいないぞ」


「え？」


「確かに俺の最近の趣味はシンクロで旭あさひヶが丘おかウォーターボーイズを率ひきいるスイムメンで毎日練習は欠かしていない。だが昨日はたまたま風か邪ぜを引いちまってな。家で大人おとなしく筋きんトレをしてたんだ」


　そんな返事が戻ってきた。


「それって……」


　どういうことなんだろうか？


　弘ひろ司しは確かに昨日の夜にプールで山岡を見ている。他人の空そら似に？　でも山岡みたいな特とく徴ちよう的な人間がこの世に二人いるとも思えない＆いても困るし……


　考え込む弘司に、


「それよりお前、七不思議について調べてるみたいだな。だったら七つ目、知ってるか？」


「え？」


　山岡がそんなことを言ってきた。


「何だ、知らないのか、七不思議の七つ目。まあ七つ目は不明とされてることが多いから知らなくてもムリはないかもしれんがな」


「え、山岡、知ってるの？」


「ふっ、当然だろ。女子の気を引くネタになりそうなもんは全て調べておくのが男の嗜たしなみってもんだ」


「……」


　その溢あふれんばかりのエネルギーをもう少し別の方向に注そそげばいいんじゃないのかなーと思いつつも、とりあえずそれ（山岡のエネルギー配分）は割とどうでもよかったので砂浜の砂のごとくサラリと流し、


「それで、その七つ目の内容は……」


「お、知りたいのか？」


「あ、うん。できれば」


「よし、んじゃ特別に教えてやろう。ああ、他の女子には言うなよ。俺が最初に言って注目を集めるんだからな。──で、七つ目だがな。それはズバリ……『徘はい徊かいする鏡かがみ生物』だ！」


「鏡生物？」


「ああ。どうもそれは鏡やらガラスやら人の姿が映り込む場所で起こるみたいだな。七なな不ふ思し議ぎの六番目までを回り終えた者のみが遭そう遇ぐうすることができるらしく、そいつが心の奥底で抱いている苦にが手て意識や恐きよう怖ふ意識を写し取って、それを実体化かするらしい」


「……」


　それって、まさか……


　昨日きのうの事件（？）が頭に浮かぶ。


　六番目までの七不思議を体験した沙さ耶や香か。


　プールという大量の水があり、水面に姿が映し込むと思われる場所。


　そして現れた、おそらく沙耶香が苦手に思うだろう山やま岡おか（とおぼしきモノ）の危険なビキニ姿。


　それらの事実を総合すると……


「……」


　つまり、あの時出現した山岡（アウトなビキニ姿）は……


「ん、どうした水みな上かみ？」


「え、あ、その……」


「何だ、もしかしてその鏡生物に自分が出てこないか心配してるのか？　そりゃあ大丈夫だよ、鏡生物が人間の姿で現れることはメッタにないらしい。よくあるのはゾンビとか爬は虫ちゆう類るいとか人体模も型けいとからしいが、まあよっぽどだれかに苦手に思われてなきゃまず平気だそうだ」


「……」


　それはつまり山岡はよほど沙耶香に苦手と思われているということに。おまけにゾンビとか爬虫類とか人体模型とかとほぼ同列の扱いってことなんじゃ……


　何と答えていいか困る弘ひろ司しに、


「ああ、黒くろ崎さきさんが鏡生物に追われていたら俺が颯さつ爽そうと駆けつけて助けてやるのに……。そうすれば感激した黒崎さんは極きよく限げんの恐怖によるドキドキを恋のドキドキと勘かん違ちがいして俺にメロメロに……なあ、お前もそう思わないか？」


「そ、そうだね……」


　その場合はまあ、山岡同どう士し（本物＆鏡生物）が対決することになるのだろうけど。


　とりあえずその事実は黙っていようと思ったのだった。





　　　＊





〝──というわけで、終わったぞ〟


「……そうですか、ご苦労様さまです」


　通信用のワラ人形を通して、瑞みず葉ははそう答えた。


〝まったく、本当にご苦労じゃったわ。アホなネコたちのせいでこんなことに……〟


　ワラ人形を通してさくらのそんな愚ぐ痴ちが聞こえてくる。


〝寒いわ疲れるわ手間はかかるわで、ぶつぶつぶつぶつ……〟


「……」


　ひとしきりそれらを聞き流した後、瑞葉は話を変えた。


「──それでどうでしたか。何かおかしなところはありませんでしたか？」


〝ないの。いたって普通の建造物じゃった。ただ──〟


「ただ？」


〝少しだけ妙みようじゃったの。学園内の霊れい力りよくの乱れ。それ自体はまったくもって大したものではなかった。大きさも規模もよくある程度のものじゃ。気にかけるほどのものでもない。……だがあれは自然に乱れたものではない。何か大きなチカラの干かん渉しようを受けたような、そんな感じじゃった〟


「……」


〝まあ結けつ界かい外から侵しん入にゆう者の気配は感じなかったゆえ、気のせいだとは思うがの〟


「……」


〝……聞いておるのか、瑞葉？〟


「え、あ、ええ」


　さくらの声に、思い出したかのように瑞葉が言葉を返す。


「そうですか。だいたいの事情は分かりました。ひとまずはゆっくりとお休みください」


〝ふん、あまりつまらぬ用事で儂わしを使うなよ。儂は妻らしく、弘ひろ司しとのんびりいちゃいちゃしているのがよいのじゃ。ムダな仕事はもうできるだけしたくない〟


「分かりました。善ぜん処しよします」


〝頼むぞ。ではな〟


　そう言って、さくらからの通信は切れた。


『社やしろ』内にある瑞葉の部屋に再び静せい寂じやくが戻ってくる。


　声を発しなくなったワラ人形を見つめ、瑞葉はぽつりとこうつぶやいた。


「……やはり、動き出しているみたいですね。しかし『妃きさき』……まさか学園内の霊力を乱すことができるほど近くにいるとは──。急がなくてはなりませんね……」
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　　　０




　七なな不ふ思し議ぎ騒そう動どうから十日ほど経たった、ある冬の放ほう課か後ごのことだった。


　部活を終えて下校すべくゲタ箱にやって来た奈な々なは、ローファーの横に添えられていたあるものを見つけて困こん惑わくしていた。


「またある……」


　きっちりと折りたたまれた真っ白な便びん箋せん。


　昇降口の暗がりの中でも一目で分かるそれは、ここ一週間くらいほとんど毎日のように入っている代しろ物ものだ。


「うーん……」


　手に取り少しためらう。


　これまでの経けい験けんから中に何が書かれているか奈々にはだいたい分かっている。分かってはいるけれど……果たしてそれにどう対応したらいいものなのか、それがまったくといっていいほど分からないのだ。


　恐る恐る便箋を開きつつ奈々が悩んでいると、


「お、奈々、それは何かなー？」


「あ、え……」


　いつの間に来ていたのか、いっしょに帰る約束をしていた佐さ藤とうさんが後ろから覗のぞき込んできた。


「それってもしかしてラブレターってやつ？　今いま時どき古こ風ふうだねー」


「あ、その、これは……」


「そういえば奈々、この前ももらってたよねー？　同じ人？」


「だ、だから、それは……」


「まあまあいいから、とりあえず見せてみてよー。えっとなになに『白しら瀬せ奈々様へ。いつも遠くから見ておりましたが、本日も抑えられない気持ちを整理するためにこうしてお手紙を書いてしまいました』だってー。このこのー、さすがはもてもてな陸上部のエースだけはあるなー」


「ちょ、ちょっと友ゆ香か」


「『もしもお付き合いしている人がいないのなら、一度会あってもらえないでしょうか』かー。うん、けっこう本気みたいだねー。……ん、これって」


　だが差さし出だし人にんの氏名に差し掛かったところで、佐藤さんがちょこんと首をかしげる。


「えーっと……とりあえず、私の読み間違えじゃないよね？」


「……うん、間違ってない。友香の見た通りだと思う」


「ってことは……」


　佐さ藤とうさん、複雑そうな顔になって、


「この手紙をくれたの、女の子ってことで合ってるんだよねー？」


「……」


　こくり。


　無言で奈な々ながうなずいた。


「な、なんかこの子、色々勘かん違ちがいしてるみたいで……。ちょっと前からあたしの行く先々についてくるの。あたしがよく友ゆ香かとか美み亜あちゃんたちといっしょにいるから、その、そういう方面にも理解があるのかと思われてて……」


「あ、あー、そうなんだー」


「今もたぶん、ほら、そこのゲタ箱の陰に……」


「え？」


　佐藤さんが後ろを振り返る。するとゲタ箱の陰から半分だけ出ていた顔が「!?」と慌あわてたようにぴょこんと後ろへ引っ込んだ。


「へー、あの子かー。ちらっと見えただけだけどけっこうかわいい子だねー。もてるんじゃないかなー」


「で、でも、あたし、困る……こういうのをもらっても、別にそういうのが好きなわけじゃないし、それに……」


　そこで奈々は言葉を止める。


　もじもじと胸の前で指を絡めながら何かを言いたげにうつむいた。


　それを見た佐藤さんは少し微笑ほほえましげな目で奈々の顔を下から覗のぞき込んで、


「それに……好きな人もいるし？」


「え、あっ……」


「違う？」


「……」


　しばしの沈ちん黙もくの後、こくんとうなずく奈々。「違わ……ない」


「あー、もうかわいいなー、奈々は。うんうん、このこのー」


　がばっと奈々に抱き付く。


「ちょ、ちょっと友香……」


「ふふー、ういやつういやつ」


　ひとしきり奈々の頭を撫なで回した後、


「でもそうだねー、そういうことなら何とかしないと。うーん、こういうケースはどうすれば…………あ、私、いいこと思い付いちゃったー」


「え？」


「もうこれしかないって。──おーい、そこに隠かくれてる子もちょっとこっちにおいでー」


「!?」


　ゲタ箱の陰からまだちらちらと様よう子すをうかがっていた女子に佐さ藤とうさんがちょいちょいと手招きをする。突然の呼びかけに女子は困ったように身体からだをぴくんと震わせたが、やがて何か覚かく悟ごを決めたかのように出て来た。


「はーい、こんにちはー。あ、今の時間だとこんばんはかなー」
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　佐藤さんのフランクな言葉に、


「は、はい、こんばんはぁ。あの、はじめましてぇ。私、森もり川かわ花か凛りんといいますぅ、白しら瀬せ先せん輩ぱい、佐藤先輩」


　少し緊きん張ちようした様よう子すで女子がぺこりと頭を下げた、それとともに頭の両りよう脇わきで小さく結ばれた髪かみの毛がいっしょにぴょこんと動く。


「あ、ど、どうも」


「こんにちはー」


「白瀬先輩のファンになってから百十二日、追っかけをするようになってから二十三日、初めて声をかけてもらって感激してますぅ！　とーっても嬉うれしいですぅ！」


　目をきらきらとさせながら奈な々なの両手をぎゅっと握り締めてくる女子。


　どうやらこれまでの慎しん重ちような行動によらずけっこうアクティブな性格らしい。


「わー、やっぱり間ま近ぢかで見る白しら瀬せ先せん輩ぱいはすっごくかっこいいですねぇ。改めてファンになっちゃいましたぁ！　勇気を出してラブレターを送った甲か斐いがあったってもんですぅ」


「そ、そう……」


　女子──花か凛りんの勢いに奈な々ながたじろぎながら答える。


　唐とう突とつに作られた奈々、佐さ藤とうさん、花凛のトライアングル。


　奈々としてはもう何をどうしたらいいのかさっぱり分からない。


（ちょっと友ゆ香か、どうするつもりで……）


（いいからいいから、ここは私に任せといてー。悪いようにはしないからー）


　耳打ちする奈々に佐藤さんはにっこりと笑う。


「ね、花凛ちゃんだっけー。ちょっとお話があるんだけど聞いてくれるかなー？」


「あ、はいっ。白瀬先輩の親友の佐藤先輩のお言葉とあれば何でもぉ」


「そっかそっかー」


　そこで佐藤さんは再び微笑ほほえみ、


「じゃあちょっとこっち来てー。あのね──」








　　　１




　十二月十八日。


　巷ちまたに吹く風も単なる空から風かぜから身に染みる冷たい木こ枯がらしになり始めた師走しわすの第三日曜日。


　弘ひろ司しはなぜか奈々と二人で映画館の前にいた。


『夕ゆう凪なぎドリーミーファンタジーシアター』


　夕凪駅前から徒歩五分の位置にあり夕凪市における唯ゆい一いつの映画館であるそれは、休日がレディースデーで女性半はん額がくになっていて、カップルたち──主にあまりお金のない中高生のカップルたちに人気のデートスポットである。


「あの、ご、ごめんね、なんかこんなことになっちゃって……」


「え？」


　隣となりの奈々が申し訳なさそうに言う。


「その、せっかくの休みにヘンなことに付き合わせちゃって……」


「あ、ううん、それはいいよ」


「でも……」


「いいって、佐さ藤とうさんからもいちおう事情は聞いてるし」


「そ、そう？　──あ、ありがと。そう言ってくれると少しだけ楽かも」


　ほっと胸を撫なで下ろす奈な々な。


　だけどそこでちょっと顔を上げて、


「あ、でも少しだけ驚いたかな。まさか弘ひろ司し、オーケーしてくれるとは思わなかったから……」


「ん？」


「だって友ゆ香かったらロクに説明もしなかったじゃない。勢いだけっていうか……。あれじゃ普通は断ると思うよ」


「うーん、それはそうかもしれないけど……」


　確かに奈々の言う通り、佐藤さんの話はかなり強ごう引いんだった。それでも引き受けたのはなぜかというと──


「でも……奈々が困ってるみたいだったから」


「え？」


「よく分からないけど何か困ってるんだよね？　だったら放ってはおけないよ」


　何だかんだで奈々は大事な幼おさな馴な染じみだし普段から色々と世話になっている。弘司にできることならば助けになってあげたかった。


「そ、そうなんだ……あ、ありがと」


　少しだけ頰ほおを赤くしながら奈々が顔をうつむかせる。


「？」


　どうしてそこでそういう反応が返ってくるのか弘司にはいまいち不明だったけれど、突っ込むようなことでもないと思ったので普通に流しておく。


　それにしても確かに佐藤さんの説明は強引だった。


　ほんの数日前のやり取りを思い出す。


　ここに至るまでにどんな経けい緯いがあったのかというと──





「あのね、奈々がピンチなんだよー！」


　三日前の夕方。


　奈々を連れていきなり夕ゆう凪なぎ荘にやって来た佐藤さんが言った言葉がそれだった。


「このままだと奈々は見知らぬ子に取られて遠くに行っちゃうの。それを救えるのは水みな上かみくんしかいないんだよー」


「え？」


「ちょ、ちょっと友香」


　隣となりの奈々が困った顔をする。


「いいからいいから。で、そういうわけだから水上くん、そうならないように協力してくれるかな？」


「え、え？」


　いまいち状況が摑つかめない弘ひろ司しに、


「水みな上かみくんはこのまま奈な々なが遠くに行っちゃって二度とこっち側に帰ってこられなくてもいいのー？　よくないでしょー？　水上くんががんばってくれないとほんとにそうなっちゃうかもしれないんだよー。だったら協力してくれるよねー」


　有う無むを言わせずに詰め寄ってくる。


「あ、う、うん」


　思わずうなずいた弘司に、


「ん、さすが水上くん。そうこなくっちゃー」


　佐さ藤とうさんはうんうんとうなずいて、


「よし、決まりー。それじゃあとりあえず、今度の日曜日は空あけておいてねー。──何てったって奈々とデートなんだから♪」





　そういうわけで今いま現在、こうして弘司たちは二人きりでデート（？）をしているのだった。


　詳しい事情はいまいち分からないままだったけれど、こういった突発的かつイレギュラーな事態は最近ではもう珍しいことではない。話を持ってきたのが佐藤さんでもあることだし、まあなるようになるかなーと深く考えるのはやめた。ある意味思し考こう放ほう棄きとも取れるけれど、賢けん明めいな判断だとは思う。


「でもよかったのかな。なんか美み亜あちゃんたちを置いてけぼりにしちゃったみたいで……」


「うーん、それは大丈夫なんじゃないかな。なんか用事があるみたいだったから」


　ちなみに美亜たちはというと、今日は朝から管理人さんに鍋なべパーティーに誘われてうきうきと出かけていった。今いま頃ごろは千ち鶴づるが鍋を作り美亜がそれをぱくぱくと食べさくらはコタツで丸くなっていることだろう。


「だから美亜たちは仕方ないと思うよ。それじゃあ中に入ろうか。外は寒いし」


「う、うん」


　うなずく奈な々なといっしょに、『夕ゆう凪なぎドリーミーファンタジーシアター』へと足を踏み入れた。





　　　♀♀





　そんな弘司たちの後方十メートルほどの地点で、


（うんうん、とりあえずつかみはおっけーみたいだねー。なかなかいい雰ふん囲い気きだしー）


（ううぅ、白しら瀬せ先せん輩ぱいに本当にカレシがいたなんてぇ……。そんな素そ振ぶりは見えなかったのにぃ）


（ふふー、奈々と水上くんがデートをしてその仲なか睦むつまじい様よう子すを花か凛りんちゃんに見せる。それを見た花か凛りんちゃんは奈な々なを諦あきらめて同時に奈々と水みな上かみくんの距離はぐっと縮まる。ふふー、一いつ石せき二に鳥ちようとはこのことだねー）


（う～ん、あれは本当にカレシなんですかねぇ……。ああ、でもまだ分かんないですぅ。仮に本当にカレシだとしても白しら瀬せ先せん輩ぱいが騙だまされてる浅い付き合いかもですし、もしかしたらデートの途中でケンカでもして別れてくれるかもしれないです。まだ私の入る隙すきもこじ開けられるかもしれません。ネバーギブアップですぅ）


　佐さ藤とうさんと花凛が物陰に隠かくれながら、各おの々おのが勝かつ手てに正反対のことをつぶやいていた。


　同じ場所にいっしょにはいるものの話がまったく嚙かみ合っていないのは互いのマイペースさの賜たま物ものというか、自分の目的に夢む中ちゆうでお互いがお互いの話をまったくもって聞いていない状態です。


　しばしそんな二人でいるのに一人と一人みたいな素す敵てきトークを経て、


「あ、佐藤先輩、白瀬先輩たち、中に入っちゃいましたよぉ。私たちも早く入りましょうよぉ」


「あ、そだねー。うん、行こっかー」


　ようやく会話が合流した。


「むぅ～、今日は何があっても二人の最さい期ごまで見届けてやるですぅ」


「最期って、ちょーっと字が違う気がするんだけどねー」


「いいえぇ、合ってますよぉ！　白瀬先輩とあの男との爛ただれた関係のジ・エンド、私と白瀬先輩の愛のメモリーのスタートですぅ！」


　両手をぐっと握り締めて意い気き込ごむ花凛。


　その後こう輩はいの背中を眺ながめながら佐藤さんは苦く笑しようを浮かべて、


「ふー、元気がいいなー。ま、若いってのはいいことだけどー。──さてさて、それじゃ私はもう一ひと仕事しますかー。花凛ちゃんの邪じや魔まをするつもりはないんだけど、私はやっぱり奈々が大切だからー」


　ポケットから携帯を取り出しつつ、小さくそうつぶやいたのだった。





　　　♂♀





　映画館の中は、思ったよりもずっと混雑していた。


　休日であるせいか、限りなく満員御おん礼れいで至るところに人の姿。


　大学生やそれ以上らしき人たちもいるが、ほとんどは弘ひろ司したちと同じような中高生のカップルである。


「けっこう混んでるね。いつもこうなのかな？　あたし休みの日にこういうとこに来るの初めてだからよく分かんないけど……」


「うーん、どうなんだろう？」


　それは弘司も同じなため、うまく答えることができない。


　キョロキョロと辺りを見回していると、


　～～～♪


　近くで携帯の電子音が鳴った。


「あ、ごめん。ちょっとメール」


　どうやら奈な々なのものだったらしく、バッグから携帯を取り出して液えき晶しよう画面を見て、


「え、ええ!?　これって……」


　そのまま驚いたような顔になった。


「ん、どうかした？」


「あ、う、ううん、何でもない」


「？」


「ほ、ほんと何でもないの。た、ただのイタズラメールで、べ、別に変なことが書いてあったとかそういうわけじゃないから！」


　ぶんぶんと首を振る奈々。


「??」


　何だかよく分からなかったけれど、あまり突っ込んでほしくなさそうなのでとりあえずはそれ以上は追及しないことにした。


　奈々がメールを確認している間、弘ひろ司しは特にやることもなかったので何となくタイトルボードでも見てみることにした。


　上映中の映画は二つだった。


　タイトルは、


『恐怖！　花はな嫁よめゾンビの逆ぎやく襲しゆう！　墓場の底からプロポーズ』


　と、


『聖なる夜のホーリーナイトクリスマスラヴストーリー』


　である。


「……」


　こんなのしかないのでしょうか……？


　一いつ瞬しゆん思わず言葉を失う。正直どっちも遠えん慮りよしたいというか命名者のセンスに首を傾かしげざるを得ないタイトルなんですが……


　とはいえラインナップがこれだけであるため、この二つから選ばなければしょうがない。


「え、えっと奈々、『恐怖！　花嫁ゾンビの逆襲！　墓場の底からプロポーズ』と『聖なる夜のホーリーナイトクリスマスラヴストーリー』のどっちがいい？」


「……」


　ある意味（悪い意味）で究極の二に択たくのような気もするけど、ひとまずは訊きいてみる。


「僕としてはどっちでもいいかなって。強しいていうならあっちの恋愛モノの方がまだマシのような……って奈な々な？」


「……」


　返事がない。


　見ると、いまだに食い入るように携帯の画面を見つめたまま固まっている。


「奈々？」


「あ、え、な、何？」


　再度声こえをかけると、ようやく気付いたのか奈々が慌あわてたように顔を上げた。「ど、どうしたの？」


「だからどっちを見るかって話だって。『恐怖！　花はな嫁よめゾンビの逆ぎやく襲しゆう！　墓場の底からプロポーズ』か『聖なる夜のホーリーナイトクリスマスラヴストーリー』があるんだけど、どう？」


「あ、そ、そうね……」


　考え込む奈々。


　とはいえ片方の『恐怖！　花嫁ゾンビの逆襲！　墓場の底からプロポーズ』は奈々が大の苦にが手てとするジャンルである。とすれば消去法ほうで必然的に『聖なる夜のホーリーナイトクリスマスラヴストーリー』かと思ったんだけれど──


「じゃ、じゃあ、こっちにしよう。この『恐怖！　花嫁ゾンビの逆襲！　墓場の底からプロポーズ』」


　奈々が選んだのは、意い外がいにも『恐怖！　花嫁ゾンビの逆襲！　墓場の底からプロポーズ』の方だった。


「え、でも……」


「ほ、ほら、面白そうじゃない。この花嫁なのにゾンビってとこがちょっとチャーミングだし……」


　やたらとプッシュしてくる。


「……本当に、いいの？」


「え、い、いいに決まってるわよ。さ、さっきから言ってるでしょ」


　再さい確認するも、大きくうなずきながらなおもそう主張する。


　まあ奈々がいいって言っているのならいいの……かな。どの道みち選択肢しは二つしかないわけだし。


「それじゃ、これにしようか」


「う、うん。あ、飲み物買ってこうか。ポップコーンとかもあった方がいいと思うし」


「あ、そうだね」


　売店に寄ってドリアンジュースとゴーヤチャンプルー味のポップコーンを買い。


　そういうわけで、弘ひろ司したちは『恐怖！　花嫁ゾンビの逆襲！　墓場の底からプロポーズ』の上映されているホールへと入ったのだった。








　そして映画が始まったわけだけれど。


「き、きゃあああああっ！」


「な、奈な々な？」


「い、いやっ、来ないで……」


　花はな嫁よめゾンビ（享きよう年ねん二十六歳さい・元もと職業：管理栄えい養よう士し）が活かつ躍やく（？）するシーンが出て来る度たびに、叫び声を上げながら弘ひろ司しの手をぎゅっと握り締めてくる奈々。





　その後こう方ほう客席では、


「うんうん、それこそ期待通りの反応だよ、ホラーを選ばせた甲か斐いがあったなー。奈々ー、ほらもっとくっ付いちゃえー」


「白しら瀬せ先せん輩ぱいがあんなに怖がって……ああ、あそこにいるのが私だったらよかったのにぃ……」


　喜ぶ佐さ藤とうさんと羨うらやましそうな顔で二人を見つめる花か凛りん。





「や、やああああっ……」


「!?」


「ちょ、ちょっと、ひ、弘司、離れないでよ……」


　花嫁ゾンビが浮うわ気きをした花はな婿むこ（二十八歳・現げん職業：公こう務む員いん）の頭をバリバリとかじるシーンで、ほとんど泣きながらぷるぷるとしがみついてくる奈々。





「何だか意い外がいというかぁ。でもハンターに追い詰められたウサギのように怯おびえた顔の白瀬先輩もいいかもしれないですぅ……」


「さすが奈々だなー。あんな安っぽいセットとありがちなシチュエーションであそこまで怖がれるなんてー。ある意味すごいよー」


　複雑そうに言いながらも少しばかり悦よろこびの表情を浮かべる花凛と感心したような表情をする佐藤さん。





「も、もういやあぁ……な、何でこんなのばっかり……」


「……」


「た、助けて……ひ、弘司……う、ぐすっ……」


　花嫁ゾンビが五体バラバラになりながらも、横おう領りようの罪を花嫁ゾンビに着せた挙あげ句くに浮気をして彼女をゴミのように捨てた花婿を追いかけてくるシーンで、もう声も出せないほど怖がりながらほとんど抱きつくように全身を寄せてくる奈々。





「よーし、いいぞー。そこでそのままがっつり抱き合っちゃえー！」


「う～、それはいくら何でもくっ付きすぎですぅ！　離れやがれですぅ！」


　小さく歓声を上げる佐さ藤とうさんとパンフレットを握り潰つぶさんばかりにして身を乗り出す花か凛りん。





　そんなこんなで映画館での時間は過ぎていく──





　　　＊





　ちなみにその頃夕ゆう凪なぎ荘そうでは、


「わ～、おいし～ね、これ。何だっけ、アンコウのお鍋なべ？」


「ええ～、獲とれたてだそうですよ～。産地直送、新しん鮮せんな生々しいアンコウさんです～」


「うう、寒い……今日はまた一段と冷えるの。炬燵こたつが温ぬくいわ……」


　ある意味阿あ鼻び叫きよう喚かんな映画館の状況とは対照的に、美み亜あたちがものの見事に弘ひろ司しの予想通りにのーんびりと鍋パーティーを行っていた。


「あちちっ、あついにゃ、これ。あ、そこのおっきいのはわたしにちょ～だい。そっちのどろどろしてるのもっ」


「あらあら～、すごい食欲ですね～。まるで飢うえたブタさんのようですよ～」


「のう、儂わしにも温かいのを一いつ杯ぱいくれんかの……。身体からだが芯しんから冷えてしまう」


　アンコウの頭（触しよつ角かく付つき）をがりがりとかじる美亜に、いつも通りに笑顔で微び妙みようなことを言う千ち鶴づる、コタツでひたすらに丸くなるさくら。


「ん～、ほんとにおいし～。──あ～あ、でもヒロがいないのが残念だな～。せっかくのお鍋なのに。ヒロといっしょにこのおっきいの食べたかったな～」


「ええ、残念です～。私が丹たん精せい込めて作ったこの温かく生々しい汁しるを弘司さまと分かち合いたかったですが～。何でも朝陽あさひさまが言うにはセパタクローの試合があるとかで～」


「むう、そういうことなら仕方ないか……。弘司がいればその逞たくましい腕の中で温めてもらうものを。──ん、そういえば今日は奈な々なも友ゆ香かもおらぬの？　どこに行ったのか知らぬがこの寒いのにご苦労なことじゃ……」


　それぞれにそんなことを言う。


　弘司が奈々と二人で出かけていて佐藤さんがそれを追っかけているなんてことはまーったく頭にないようです。


　そんな三人を見ながら管理人さんは、


「うふふ、奈々ちゃんたちはうまくやってるかしらん。まあ友香ちゃんのことだからそのヘンは抜かりないかな～。美亜ちゃんたちには悪いけど、たまにはこういうのもアリだと思うからね～♪」


　一人楽しげにそうつぶやいていた。








　　　２




　映画は二時間ほどで終了した。


　血まみれの花はな嫁よめゾンビが女め豹ひようのポーズをとりながら一人ひとり墓場の底に帰っていくシーンをバックに流れるスタッフロールまできっちりと見切ったところで（奈な々なはしがみついたまま最後までずっとぷるぷると震えていた）映画館を出て、弘ひろ司したちは今は駅前へと続く大通りを歩いていた。


「い、意い外がいに面白かったね。ホラーなのにけっこうストーリーがちゃんとしてたし。……と、途中で、ちょーっとばっかり怖いシーンがあって焦っちゃったけど」


　奈々が隣となりから見上げながらそう言ってくる。


「それに特に最後で幸さち恵え（花嫁ゾンビの名前）が花嫁衣い裳しように身を包んでプロポーズするところとか最高で……」


　ちょっと興こう奮ふん気味にジェスチャーを入れて説明する。


　確かにちょっとばかり微び妙みようなタイトルからは想像も付かないほどに『恐怖！　花嫁ゾンビの逆ぎやく襲しゆう！　墓場の底からプロポーズ』は面白かった。独特のシュールさというか。ちなみに途中の「ちょーっとばっかり怖いシーン」で大声を上げて泣きながら抱きついてきたところはなかったことになっているようです。


「こういうのならまた見たいな。楽しかった」


「うん、そうだね」


　それも悪くないと思う。まあ次に来ることがあったらもう少しタイトルもまともなものを見たい気もするけど。


「えっと、それじゃあ次はどこに行く？」


　駅前のロータリーまで来たところで奈々に尋たずねる。


「んー、そだね、ちょっとノドが渇かわいたからどこかで軽くお茶でもしたいかな。いい？」


「分かった、なら商店街の方に行ってみようか。あの辺なら色々とあるだろうし」


「うんっ、いこいこ！」


「あ……」


　ぐいっと腕を引っ張りながら奈々が先を促うながしてくる。


「ん、どうしたの？　何よ、おかしな顔して」


「え、いや……」


　いきなりの少しばかり強ごう引いんな接せつ触しよくだったので少し驚いただけなんですが……


　でも考えてみれば最近は美み亜あたちのハデな行動が目立って忘れつつあったけれど、奈々は昔からこういう積極的なスキンシップをよくやっていたような気もする。そう思ってみれば別に驚くようなことじゃないんだろうけど……


「変なの。ほら、早く行くわよ」


「あ、うん」


　微び妙みように戸と惑まどいを覚えつつ、喫茶店へと向かったのだった。





　　　♀♀





　その後方斜め九メートルのところでは、


「くぅ～、白しら瀬せ先せん輩ぱい、楽しそうに腕なんて組んで……。羨うらやましいですぅ、というかむしろあの男が許せないですぅ」


「うんうん、奈な々なもやるなー。ナチュラルに無む自覚にああいうことをできるのは奈々の強みでもあるよねー」


　やっぱり佐さ藤とうさんたちが隠かくれながら尾び行こうを続けていた。


　腕を組んで楽しげに歩く弘ひろ司したちを見ながら、


「はぁ～、それにしても腕組みなんて～。付き合い長いんですかねぇ、あの二人。ショックですぅ……」


「ん？　あー、うん、付き合いは長いんじゃないかなー。十年以上くらい？　もっとかなー」


「じゅ、十年？　そんなになんですかぁ……」


「うん、たぶんだけどー」


「はぁ～、そうなんですかぁ～……」


　がっくりと肩を落とす花か凛りん。


「まあまあ、今さらそんなに落ち込んでもしょうがないってことで。ほら、早くしないと奈な々なたち行っちゃうよー」


「……はいですぅ」


　沈んだ声で答えながら花凛が歩き出す。


　その後ろで佐藤さんは、


「さてさて、この分だと向かうのは喫茶店かー。この近くだとお勧めはあそこかなー。ふふー、また新しいメールを送らないとー」


　にこにこと笑いながら携帯をぽちぽちと操そう作さしていた。





　　　♂♀





　奈々のお勧めで弘司たちがやって来たのは、『カフェ・おっさんカンガルー』という喫茶店だった。


　映画館から十分ほど歩いた場所にあるオープンカフェ。


　店の入り口の横に飾られている巨大なカンガルーのヌイグルミ（寝そべっている）が非常に印いん象しよう的である。


「いらっしゃいませー、二名様ですか？」


「あ、はい」


「ではこちらへどうぞー」


　弘ひろ司したちを迎えてくれたのはカンガルーだった。


　何でも今日は月に一度のカンガルーデーとやらであって、店員さんがみんなカンガルーのパーティーマスクのようなものを頭に被かぶっているとのことらしい。


「ご注文がお決まりになりましたらお呼びください」


　エプロンの前ポケットに伝票を控えながらそう言って、店員さんは去って行った。


「何を頼もうかな……」


　初めて入る店なので何があるのかいまいちよく分からない。


　メニュー表を前に考えていると、


　～～～♪


「あ、ちょ、ちょっとごめん」


　またメールが来たのか、奈な々なが慌あわてたように携帯を見始めた。


　今日は何だかメールをよくチェックしてるなーと思いつつも、とりあえずメニュー表へと視線を戻す。


　様々なメニュー。


　その中で目に入ってきたもの。


　それは『恋のエンジェルフロート』と書かれた店長のお勧めメニューだった。


　大きな丸文字で書かれたその横には、ハート型をした二つで一つの薄ピンク色のストローがアイスクリームで作られた天使の額ひたい部分にぶっすりと突き刺さっている見み本ほん写真が添えられている。


「…………」


　すごいな、これ……


　何だか色々な意味でこの世に二つとないモノのような気がする。悪い方向で唯ゆい一いつ無む二にというか。


　微び妙みように呆あきれる弘司に、


「ちゅ、注文は決まった？」


　メールを確認し終えたのか、奈々がそう訊きいてきた。


「あ、えっと……」


「あ、あのさ、まだ決まってないなら……これ頼んでみない……？」


「え？」


「ほ、ほら、なんかかわいいじゃない。あたしも初めてだからよく分からないけど天使の顔みたいで」


　奈な々なが指差していた先にあったモノ。それは『恋のエンジェルフロート』のアレな見み本ほん写真だった。


「奈々、本気……？」


　よりによってたくさんあるメニューの中からこれを選ぶことはないような気がするんだけど……


「ほ、本気よ。ちょうどフロート系を頼みたいと思ってたところだし、二人で一つを共有できるから経済的でもあるし……」


「……」


　そういう問題じゃないと思います。


「い、いいからこれにするわよ。──すみませーん」


「あ……」


　弘ひろ司しが呆ぼう然ぜんとしている隙すきに奈々が店員さんに声をかける。


「す、すみません、この『恋のエンジェルフロート』一つお願いします」


「はい、『恋のエンジェルフロート』ですね。承うけたまわりました」


　また店員さんも店員さんで、


「はーい、『恋のエンジェルフロート』入りまーす」


　大きな声でそう厨ちゆう房ぼうへと呼びかける。


「了りよう解かい、『恋のエンジェルフロート』一つ！」


　またご丁てい寧ねいに厨房からもそれに負けないほどの大きな声で返された。


　こうして計四回の『恋のエンジェルフロート』のコールが店内に響ひびき渡り。


　そして『恋のエンジェルフロート』がやって来る──








「……」


「……」


　やって来た『恋のエンジェルフロート』は予想通り、いや予想以上にハードな（主に精神的に）代しろ物ものだった。


　金魚鉢ばちと見み紛まがうばかりのやたらと巨大なグラス。周囲に何かを見せつけるかのごとくドン！　と突き刺さった二つで一つのハート型ストロー。少し溶けて苦く悶もんの表情を浮かべるアイスクリーム製の天使。


　どこを取ってみても突っ込みどころが満まん載さいなステキ極まりない一品である。


「……」


「……」


[image: ]


「……さ、さあ、食べるわよ。覚かく悟ごはいい？」


「……」


　覚悟って……


　色々と言いたいことはあったけれど奈な々なの真剣な表情を前に何も言い出せず、弘ひろ司しは黙ってストローの片方に口をつける。


「い、行くわよ？　いっせいのせでいっしょに飲むんだからね」


「う、うん」


「それじゃ、いっせいの──」


「……」


「──せ！」と奈々が言った瞬しゆん間かん。


「!?」


　突とつ如じよゴボリとフロートの表面が波立って、エンジェルフロートのちょっぴりほろ苦にがいレモン味が鼻の奥まで逆ぎやく流りゆうした。


「ぶ、ぶびっ!?」


「あ、ひ、弘司、だいじょうぶっ？」


　慌あわてたように奈な々ながハンカチを差し出してくる。どうやら合図とともにいっしょに吸うところを、誤って息を吐はいてしまったらしい。


「だ、大丈夫というか……」


「ご、ごめん、その、つい緊きん張ちようしちゃって……」


「……」


「ほ、ほんとごめんね。次こそはちゃんとやるから」


　奈々は心の底からすまなそうにそう言って、


「それじゃあいい？　いっせいの──せ！」


　かけ声とともにストローを吸う。


「……」


「……」


「……なんか、別に普通ね」


　奈々がぽつりとつぶやく。


「うん……」


　確かに何がどうってほどのものでもない。二人して吸ったことからフロートが減り、そのあおりを受けてアイス製の天使の顔が太陽にさらされた雪だるまのごとく崩れてしまっている以外には、極めてオーソドックスな代しろ物ものである。


「レモン味で美お味いしいには美味しいんだけど……」


「うーん……」


　何となく拍子抜ぬけな気分で二人チューチューとストローを吸っていく。


　──と、そこで気付いた。


　現在の二人の距離。


　それは二人して二つで一つのストローに同時に口を付けているせいか、額ひたい同士がぶつかりそうなほどの至し近きん距離である。


「あ……」


「え……？」


　何とはなしに奈々の方を見てみると、目が合った。


　ストローを口にくわえたまま弘ひろ司しの方を見ている奈々。なぜかそのまま目を離さない。


「……」


　何だろう。


　奈々とそれなりの距離まで接近したことはこれまでにも何回もある。何せ十年以上の付き合いだ。覚えていないものも含めるとそれこそ数え切れないだろう。だから別にこんなことはよくあることのはずなのに……なぜか弘司の心しん臓ぞうは落ち着かなくドクドクと動いた。


　──奈々ってこんなに肌はだがキレイだったかな。それにまつ毛も長いし……


　そんな感想が自然と心から出て来る。


「な、何よ」


「え、いや……」


「な、何もないなら急にじっと見ないでよね。恥ずかしいじゃない」


　そう言いつつ奈な々なの頰ほおもほんのりと赤い。


「……」


「……」


　そのままお互いに沈ちん黙もくしてしまう。


　何か変な感じだった。


　これまで奈々と二人でいてこんなに会話に困ることはなかったのに……


「……」


「……」


　二人でストローをくわえたままうつむいていると、


「お客様、少しばかりよろしいでしょうか？」


　店員さん（カンガルーマスク装着）が声をかけてきた。


「あ、は、はい」


「お楽しみ中のところを失礼いたします。実はこちらの『恋のエンジェルフロート』には隠かくし要素としてある仕掛けがございます。そちらについて説明をさせていただきたいと思いまして」


「仕掛け？」


「はい。グラスの底にチョコレートが隠してあるのですが、その溶け方でお二人の相あい性しようが分かるという仕組みになっております」


「あ、相性って……」


　奈々が動どう揺ようした顔になる。


「底にある二つのチョコレート──どちらもハート型をしているのですが、こちらがよく溶けてくっ付き合っていればいるほどお二人の相性は高いということになります。──確認してみますか？」


「え……」


「あ、は、はいっ。してみます」


　迷うことなくうなずくと、奈々は怖こわ々ごわといった感じでグラスを手に取り、底の部分が見やすいように傾けた。


　顕あらわになるグラスの底。


　チョコレートは……溶けてほとんど一つになっていた。


「これって……」


「くっ付いてる、の？」


「おめでとうございます！」


　それを見た店員さんが大声を上げた。


「え、え？」


「あ、あの……」


「見事にべったりぐっちょりしっぽりとくっ付いてますね！　もうお二人の相あい性しようはばっちりですよ、抜ばつ群ぐんです！」


　店員さんの声に、周りにいた他のお客さんたちまでもが「おー！」「おめでとう！」と歓声と拍手を送ってくる。


「あ、え、ええと……」


「な、何よ、この雰ふん囲い気き……」


　奈な々なが困こん惑わく気味に辺りを見回す。


　辺りに漂う何か微笑ほほえましいものを見守るような空気。


「……」


「……」


　結局その後もそんな浮きたった雰囲気のまま、弘ひろ司しと奈々はどこかそわそわとした気分で『カフェ・おっさんカンガルー』で過ごしたのだった。





　　　♀♀





　そして同じ店内ではやはり、


「あぁ、もう、むかつきますぅ。何なんですかみんなしてこの祝しゆく福ふくムードはぁ！　あんな男、どこか冥めい王おう星せいの彼方かなたにでもどけて代わりに私がここぞとばかりに思いっきり力いっぱい吸い込んでそのまま白しら瀬せ先せん輩ぱいの全てを吸い尽くしたいですぅ～」


　ずずーとエンジェルフロートを力強く吸きゆう引いんしながらそんなことを言う花か凛りんがいた。


　その向かいではもう片方のストローを口にしながら佐さ藤とうさんが、


「うんうん、少しずつだけど桃もも色いろピンクな雰囲気になってきたみたいだねー。このままいけばもしかしたら手をつなぐくらいはあるかなー」


　楽しそうにうなずいている。


「それにしてもまさかそこまで相性バツグンな結果が出るなんてぇ……。信じたくないですけど、あの二人はやっぱり本当にらぶらぶなんですかねぇ……」


「うーん、そうなんじゃないー？」


「……そうなんですかぁ……」


　千せん尋じんの谷よりも深いため息を吐ついて、


「……行きましょうです……正直かなり凹へこんでますけど、ここまで来たからには最後まで見み届とどけないと死んでも死に切れませんからぁ」


　肩をがっくりと落としとぼとぼと店を出ようとする花か凛りんの後ろで、


「んー、まああれだけ大きなグラスだったら、食べているうちにチョコレートなんて多かれ少なかれ溶けるに決まってるんだけど、そのヘンは突っ込むべきじゃないんだろうねー」


　佐さ藤とうさんが苦く笑しようしながらそうつぶやいていた。








　　　３




『カフェ・おっさんカンガルー』での思わぬサプライズな一ひと時ときを経て、弘ひろ司したちは今度は駅から少し離れた場所にある公園へとやって来ていた。


　何でも奈な々なが行きたい店がそこにあるとのことらしく、特にこの先の予定もなかったため、従うことにしたのだ。


「え、ええと確かこの辺にあるはずなんだけど……」


　時とき折おり携帯に目を落としつつきょろきょろと辺りを見回す。いったい何を探しているんだろう？


　と、


「あ、もしかしてあれかな。うん、あったあった！」


「？」


　奈々が指差す先にあったもの。


　それは、


『夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープ直ちよく営えい移動店てん舗ぽ』


　と書かれた緑みどり色いろの屋や台たいだった。


「これって……」


　規模は小さいが北ほつ海かい道どうで見たあの怪しい店とそっくりである。店先には顔面に緑の網あみ目めがはしった不ぶ細さい工くなマスコットフィギュア（メロメロメロンちゃん）まで置いてあるし。


　弘司の言葉に、


「うん、あそこの支店っていうか移動店舗なんだって。なんか不定期に各地を回ってて、今はその一つがたまたまここに来てるみたい。……本店よりはご利り益やくが落ちるみたいだけど、それはまあしょうがないっていうか……」


「ご利益？」


「!?　あ、う、ううん、何でもないの」


　奈々はぶんぶんと首を振って、


「と、とにかくいいでしょ？　美お味いしいじゃない、夕ゆう張ばりメロメロメロンクレープ」


「それは、まあ……」


　とはいっても味よりも首の痛みの記き憶おくの方が鮮せん烈れつすぎてあまりよく覚えていなかったりもするのだけれど。


「よ、よし。それじゃ決まり。すみませーん！」


「あ……」


　弘ひろ司しの返事も待たずに屋や台たいへと駆け出す奈な々な。弘司も慌あわてて後を追った。


「すみません、夕張メロメロメロンクレープを二つ」


「はい、夕張メロメロメロンクレープね。お、二つってことはお嬢じようちゃん、もしかして……」


「わ、わ～わ～！」


「……」


　前にもあったようなやり取りをして奈々が夕張メロメロメロンクレープを手に戻ってくる。


「はい、これはあんたの」


「あ、うん、ありがとう」


　弘司にクレープを手渡し、


「それじゃあ食べるわよ。ええと、確かあっちが南だから南西はこっちで……うん、弘司、あっちを向いて」


「え？」


「い、いいから。ほ、ほら、どうせならキレイな景色を見ながら食べた方がいいじゃない」


　顔をずいと寄せて言ってくる。


「え、でも……」


　奈々の示した方向。


　その先には公園内唯ゆい一いつのゴミ置き場があり、数羽のカラスがグエグエと鳴きながら生ゴミを漁あさっていた。


「……」


「……」


「……い、いいのよ。ほら、向こうにある木とかさわやかでしょ。マイナスイオンよ」


　どうやらカラスくんたちの存在はなかったことにするようです。カラスくん……


「と、とにかく食べるわよ。まずは食べ終わらないと始まらないんだから……」


「あ、うん」


　うなずいて、奈々といっしょに生しよう涯がい二度目になる夕張メロメロメロンクレープを食べ始める。


　今回もまた前回と同じように奈々がちらちらと見ていたので、弘司にとっては食べにくいことこの上なかったけれど、何とか食べ進めていく。


　やがて全部食べ終わったところで、


「あ、ちょ、ちょっと、ほっぺたにクリームがついてるわよ」


「え？」


　奈な々ながふいにそう言ってきた。クリーム？　どこだろう……と拭ふき取ろうとすると、


「だ、だめだって、手なんかでやっちゃあ！　ほら、取ってあげるから動かないで」


「あ、うん」


　ポケットからハンカチを出して近づいてくる。


　そのまま背伸びをして、身を乗り出しながらハンカチを持った手を伸ばしてきた。


「あ……」


「だから、動かないでって」


「う、うん」


　それは見る角度によってはまるで二人が唇くちびるを合わせているように見え──





　　　♀♀





「そ、そんな……まさかキスなんてぇ……」


　弘ひろ司したちから後方およそ十五メートルの茂みでは、花か凛りんがこれ以上ないってくらいの絶望的な声を上げていた。


「今までは少しは希望がありましたけどそこまでなんて……頭をゴールデンハンマーで思いきり殴なぐられたような気分です……」


　がっくりとうなだれる。


　さすがにショックを受けた模も様ようです。


　ちなみに本当は違うということを佐さ藤とうさんは知っていたけれど、言わない方が都つ合ごうが（奈々にとって）よさそうなので黙っておくことにした。


　というよりも今は花凛に構っている場合ではなかった。


　──これは、チャンス。


　もしかしたらこのいい雰ふん囲い気きが続けば本当にキスにまで持っていけるかもしれない。となると次に打つ手は……


「うーん、何だろ、寒いからって理由で二人で一つのマフラーとか……」


　メール画面を開いたまま思し案あんする。


「あぁ……もうだめかもですぅ……あそこまでらぶらぶだなんて、さすがにもう私が入る余よ地ちはないですよねぇ……？　どう思いますかぁ、佐藤せんぱぁい……？」


　その横からは花凛が頭を抱えながら尋たずねてくるものの、


「うん、ないんじゃないかなー」


　心ここにあらずな状態で答える。というかもう内容なんてほとんど聞いていなかった。


「はぁ～～～、切ないってこういうことを言うんでしょうねぇ……」


　エクトプラズムのような息を吐き出しながら花か凛りんが大きくうつむく。


　そしてしばらくそうした後に、思い出したかのようにがばっと顔を上げて、


「…………あ～、もうこんちくしょうですぅ！」


　落ちていたドリアンジュースの空あき缶かんを思い切り蹴けり上げた。


　花凛渾こん身しんの一いち撃げきを受けて大きく宙を舞ったそれはキレイな放物線を描き……近くを歩いていた男六人組の一人の頭とう頂ちよう部ぶに落下した。「……あ」


「何しやがんだごらぁ！」


　すぐさま品のない怒ど声せいが返ってくる。


「どこのだれじゃあ、われぇ！」


「タカオくんのセクシーなお顔に傷が付いたらどうすんだ！」


「お婿むこに行けなくなっちまうかもしれないだろ！」


　そんな声とともに、カラフルな髪かみの毛を怒った極ごく楽らく鳥ちようのように振り乱して男たちが迫ってきた。


「何ですかぁ、あなたたち」


「何ですかじゃねえ！」


「てめえの蹴った空き缶がタカオくんの頭に当たったんだよ！」


「責任取ってお嫁よめさんに来てくれるんだろうなぁ！」


「あ、そうなんですかぁ。そりゃ悪かったですねぇ。ていうか今は私、あなたたちなんかに構ってるヒマはないんですぅ」


「んだその口は！」


「それで謝ってるつもりか、だらぁ！」


　男たちがいきり立つも、


「ふん、何ですかぁ、もともと大した顔でもないくせにぃ……ていうかおたふく風か邪ぜにかかった手て長ながザルみたいですぅ」


　花凛はさらに毒を吐く。


「サ、サルだと！」


「てめぇ。言っちゃいけないことを……」


「タカオくんはサルの美形顔がおで有名なんだぞ、それを空気を入れて膨ふくらんだマンドリルみたいだなんて……」


　ざわめく男たち。


「てか……なんか、ちょっと前にも同じようなことを言われたような気がするぞ」


「あん時も小こ生なま意い気きなガキだったよな。どうする、タカオくん」


「とりあえずバッファローゲームでもやらせちまうか。──おい、お前ら」


「うっす」


　その声を受けて男たちが花か凛りんの周りを取り囲む。


「な、何する気ですかぁ。いくら花凛がかわいいからって手て籠ごめにするなんてのはナシですよぉ！」


「るせえ、いいからちょっと来い！」


「俺たちとバッファローゲームでツンツンされるんだよ！」


「ふへへへへへ、かわいがってやるぜ！」


　ちなみにバッファローゲームとは、男が頭の両りよう脇わきに人さし指を立てた手を添えてそのまま女の子の胸に向かって突進するという、宴えん会かい御ご用よう達たしかつ半はん歩ぽ間違えればセクハラで訴えられそうなゲームです。


　と、そこで。


「あー、もう。さっきからうるさいなー。いいところなんだから静かにしてくれないとー」


　携帯片かた手ての佐さ藤とうさんがちょっと怒ったような顔でやって来た。


「さ、佐藤先せん輩ぱい！」


「ああん、何だてめえは！」


「そこのガキがタカオくんのことをバカにしたんだぞ！」


「てかお前もけっこうかわいいな。いっしょにバッファローゲームするかぁ？」


「お、それもいいな」


　男たちが頭の両脇に人さし指を添えてグヘヘと笑う。


　それを見た佐藤さんは、


「はー、もう下品だなー。話も通じそうにないし……。ほら、いいから行こ、花凛ちゃん」


「あ……」


　花凛の手を引いてその場を立ち去ろうとして、


「ちょっと待てや！　まだこっちの話は終わってねえんだよ！」


「勝かつ手てに行こうとしてんじゃねえっての！」


「いいから大人おとなしくバッファローされやがれ！」


　二人を取り囲んで、そのまま強ごう引いんにツンツンしようとしてくる。


「やれやれ、しょうがないなー」


　佐藤さんはため息を吐ついて、「私たちは忙しいからさー、ムリにでも通らせてもらうよー……っと」


「!?」


　次の瞬しゆん間かん、男の一人は全身の関かん節せつを妙みような方向に捻ねじ曲げて地面に這はいつくばっていた。


「なっ……」


「て、てめえ、何しやがった！」


「何って、ちょっとした護ご身しん術じゆつかなー」


　さらりと答える佐さ藤とうさんに、


「そ、そんな凶きよう悪あくな護ご身しん術じゆつがあるわけねえだろ！　殺人術の間違いじゃねえのか！　……ち、ちくしょう！　こうなったらやられる前にやるぞ、てめえら！」


「お、おお！　さすがタカオくん」


「どうせ散るならせめてバッファローしてから散ろうってわけですね！　それでこそ漢おとこだ！」


「行くぞ、うらー！」


「んー、こっちはやる気なんてないのにー」


　ヤケになって猛もう牛ぎゆうのごとく特攻してくるものの。


　両人さし指を頭の脇に添えたエロバッファローなタカオくん以下男たち六人が、全員仲なか良よくゾンビのごとく地面に横たわるまでに五分とかからなかった。


「あーあ、こんなことしてるヒマはないのになー」


　地面に薙なぎ倒された男たちを見てため息を吐つきながら、佐藤さんはぱんぱんとスカートに付いたホコリを払って、


「……あれー？」


　そこで、ついさっきまで見えていた弘ひろ司したちの姿がいつの間にかなくなっていることに気付いた。


「あれ、あれれー？」


　きょろきょろと辺りを見回し、


「あちゃー、今の隙すきにどっか行っちゃったかー……。失敗したなー……」





　　　＊





　ちなみにその頃の美み亜あたちは、


「ん～、ほんっとにおいし～ね、このあんこう鍋なべ♪」


「ええ～、とっても活いきのいいあんこうでしたから、精せい力りよく満点なのでしょうね～」


「むう、一人で食っとらんで儂わしにもその美う味まそうなところを寄よ越こすがよい」


　まだ鍋を食べていた。


「はぐはぐ……はぐはぐ」


「あらあら～、本当によく食べますね～。でもこの後にはおじやも控えていますから腹はら八分目めにしておいた方が～」


「え、おやじ？」


　美亜がアンコウの背びれをくわえたままうにゃんと首をかたむける。


「おやじではなくておじやですよ～。──あら～、でもおじやをするにはお米のストックがありませんね～。う～ん、美亜さんが日ひ頃ごろからいやしくがっついているせいですかね～」


「ぬ、それはいかん。鍋なべといえば最後に食べるおじやにこそ華はながある。それがなくては目のない龍りゆうのようなものだ」


　珍しくさくらがそんなことを言う。


「なんかよく分かんないけどおやじ食べたい～。おやじおやじ～」


「だからおじやですよ～。でも、そこまで食べたいのでしたら買いに行くしかありませんね～」


「……この寒い中外そとになど出たくはないが、おじやのためならば仕方あるまい」


　三人の意見が一致する。


　そんなわけで、ネコマタ娘たちは買出しへと向かったのだった。








　　　４




　午後の四時を回った。


　十二月のどこか頼りない陽ひはもう限りなく西に傾き、薄暗さとともに寒さも増してきたそんな夕方と夜との境さかい目めの時間。


　弘ひろ司したちが最後にやって来たのは、高台にある神社だった。


　かつて弘司が住んでいた家と奈な々なの実家との中間くらいの場所にある神社。


「懐なつかしいな……」


　辺りを見回す。


　小さい頃に、よくここの辺りを走り回って遊んだものだった。


「ほんとこの辺は変わらないよね」


　奈々が感かん慨がい深げに息を吐つきながら言う。


「時間が止まってるみたいっていうか……ここで遊んでたのが、つい最近のことみたいに思えるかな」


「うん」


　うなずき返し、敷地の中へと入っていく。


　中の様よう子すもまた、昔のままだった。


　隠かくれんぼをした物もの陰かげ、高オニをした境けい内だい、虫むし捕とりをした裏手の林。


　全てが大切な思い出である。


　そしてそれ以外にも、弘司にとってこの神社には忘れられない思い出があった。


「確かここだったっけ……」


　神社のちょうど真後ろにあたる部分の床ゆかの下を覗のぞき込む。


　そこは弘司たちが家族に隠かくれて一匹のネコを飼っていた場所だった。


　まだ小学校に上がる前くらいだっただろうか。


　河か川せん敷しきの橋の下でケガをしていたネコを助け、そのままここに連れてきて世話をしていたのだ。


　真っ白な毛をしていてとても賢かしこかったネコ。


　物覚えが良くて器き量りよう良しで、弘ひろ司したちによく懐なついてくれていたことを覚えている。


　そのことを奈な々なにも話してみると、


「ネコ？　何のこと？」


「え？」


　思わぬ答えが返ってきた。


「何って、ほら、ネコだよ。子供の頃に、隠かくれて飼ってた……」


「……？　何なに言ってるの？　そんなことしたことないじゃない」


　きょとんとした顔で首をかしげる奈々。その様よう子すは真剣で、ウソを言っているようには見えない。


「……」


　どういうことなんだろう……？


　いっしょにエサをあげたり、走り回って遊んだり、こっそりと家まで連れ帰ってお風ふ呂ろに入れてあげたりもしたはずだ。その時のことを弘司は覚えている。


　弘司の思い違いだろうか。それとも──


　何か引っかかりを覚え考えていると、


「ね、それより、ここだったよね。あたしたちがシャルロットを拾ったの」


「え？　あ、うん」


　奈々が違った話題を返してきた。


「秋の初めくらいだったっけ。あんまり動かないから最初は白い毛玉かと思っちゃって。あの頃からちょっとぼーっとしてたんだよね、あの子」


「……」


　それに関しては弘司も同じように覚えていた。


　ダンボール箱に入れられてぷるぷると震えていた子供のマルチーズを拾ったのも、確かにこの場所だった。


　二人で遊びに来ていた時にたまたま見つけて、風か邪ぜを引きかけていたことから急いで奈々の家へと運び込んで、そしてシャルロットと名付けられたそのマルチーズはそのまま奈々の家で飼われることとなったのだ。


　それはそれで確かな思い出。


　だけどネコに関しても、弘司ははっきりと覚えているのだ。


　弘司は確かにここで奈々といっしょに隠れてネコを飼っていた。それは間違いないと思う。


「…………」


　何かがおかしかった。


　何かが変だと思ったけれど、それが何であるのかがよく分からない。


　ここで飼っていたはずのネコとここで拾ったシャルロット。


　それらは二つとも確かにあったこと。


　だけどどこか引っかかるものを感じるのだ。


　あのネコの名前は何て言ったっけ……


「……そういえば、こうやって二人だけでどっかに出かけるのって、すごい久しぶりだよね」


　考え込んでいた弘ひろ司しに、奈な々ながふとそんなことを言ってきた。


「子供の頃とか弘司が実家にいた頃にはけっこうよくそうしてたのに。ここ最近は全然そういうことがなかったもんね」


「あ、うん」


　弘司が夕ゆう凪なぎ荘そうで一人暮らしを始めて以来、というか美み亜あたちがやって来て以来、色々と忙しくてそれまでのように奈々と二人だけで何かをするということはほとんどなかった。


「何だかあの頃が懐なつかしいな。あ、ううん、別に今がいやってわけじゃないんだけど……」


「……」


「でも、あたしは楽しかったよ。美亜ちゃんたちみんなといっしょに賑にぎやかに過ごすのもいいけど、やっぱりあたしは弘司と二人でいるのが一番楽しいのかもしれない」


「奈々……」


　そこで奈々はたん、と一歩前に出て、


「……ね、弘司。弘司はどうだった？」


「え？」


「今日は楽しかった？　……そ、その、あたしと二人で、デ、デートしてて……」


　振り返りつつ、もじもじとちょっとばかり恥ずかしそうにそんなことを訊きいてくる。


「あ、うん、楽しかったよ」


「そ、そう？　ほんと？」


「うん」


　何だかんだで色々とハプニングはあったけれど楽しかったことに間違いはない。それは本心からのことだと思う。


「そ、そうなんだ……」


　その言葉に奈々の顔がぱあっと明るくなる。


　本当に、心の底から嬉うれしそうな顔。


「う、うん、ありがと。そう言ってもらえると……すごく嬉しい」


「あ、いや……」


　どうしてだろう。


　そんな奈々の顔を見ていたら……何だか急に落ち着かない気分になってきた。


　喫茶店で『恋のエンジェルフロート』を挟んで対面していた時と似たような、妙みように据すわりが悪いというかそんな感じ。


「……」


「……」


「……な、何だろ、なんかヘンだね」


　そしてそれは奈な々なも同じなのか、照れくさそうに目を逸そらしてうつむく。


　漂うおかしな雰ふん囲い気き。


　どう対応していいか分からずに何となく奈々から目を離して辺りの景色を見ていると、


「…………ね、ねえ弘ひろ司し、ほっぺたにまだクリームがついてるよ」


「え、本当に？」


「うん、取ってあげるから動かないで」


「あ、うん、頼む」


　まだ付いてたのかなーと思いつつ頰ほおを突き出すと奈々はすっと背伸びをしてきて、


　そのまま、
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　そっと──弘司の頰に口をつけた。


「……」


「……」


　……い、今のは……？


　ワケが分からずに呆ぼう然ぜんとする弘ひろ司しに、


「ほ、ほら、取れたよ。これで完かん璧ぺき、だと思う」


「あ、サ、サンキュ……」


「……」


「……」


　……こ、ここはどういう反応をすればいいんだろう……？


　何か喋しやべろうとして、


「あ～、ヒロ～！」


　聞き慣れた声が耳に飛び込んできた。


「せぱたくろ～の試合はもう終わったの？　ナナもいる～。お～い、こっちこっち～」


「あらあら～、こんなところでめぐり合うというのはこれもまた運命でしょうか～」


「むう、儂わしと弘司二人だけの運命でないというのは気に食わんが……」


　振り返るとそこにはネコマタ娘たちの姿。


「みんな、何でここに……」


「何でって、おやじの材料を買いに来たんだよ～。そしたら千ち鶴づるがこっちにあるす～ぱ～で安売りしてるっていうからさ～」


「ええ～、全品二割引きなのですよ～。これは見過ごせません～。ですがこの辺りはあまり慣れない場所なので、道に迷ってしまいまして～」


「気付けばここに来ていたというわけじゃ」


　三人揃そろって言う。


　どうやらそういうことらしい。


「それよりヒロたちこそ何してたの？　二人だけでなんかずるいずるい～」


「あらあら～、もしや密みつ会かいというやつでしょうか～」


「ぬう、本当か？　妻である儂を差し置いてそのような痴しれ事を……」


　詰め寄ってくる三人。


「あ、いやそれは……」


　弘司が答えに困っていると、


「ううん、ちょっと買い物に出てただけだよ。そうしたらたまたま途中で弘司と会ったから、いっしょに帰ることにしたの」


　奈な々なが横からそう助け舟を出してくれた。


「え、そうなの？」


「うん、だから別に隠かくれてどうとか……ってわけじゃないよ。ね、弘司」


「え、あ、う、うん」


　とりあえずそれにうなずいておく。


「ふ～ん、そうなんだ～」


「あらあら～、それは色々と偶然ですね～」


「まあ、密みつ会かいでないのならよかろう」


　美み亜あたちもそれで納なつ得とくしたみたいだった。


「じゃあさじゃあさ、ヒロたちもいっしょにおやじ食べようよっ。あんこうなんだよ、あんこうっ！」


「私が精せい力りよくを込めてお作りいたします～。それとおやじではなくおじやですから～」


「そうじゃな。やはり美う味まいものは夫婦いっしょに食した方がよい」


「あ、ええと……」


「うん、そだね。あたしたちもそろそろ帰ろうと思ってたところだからちょうどいいかも。行こう、美亜ちゃん」


「うにゃっ」


「はい～、行きましょう～」


「早くおじやが食いたいぞ」


　美亜たちが元気よく歩き出す。


　それを追いつつ弘ひろ司しの横を通る時に奈な々なは小さく振り返って、


「……今日のことは、みんなにはナイショ」


「え？」


「みんなには言わないでってこと。い、いいから。そういうことにしておきなさい。いいでしょ？」


「う、うん」


「よ、よろしい。だれかに言ったら胴どう回まわし回転蹴げりだからね」


　少し恥ずかしそうにそう言って、美亜たちの後を追ったのだった。





　こうして、奈々と過ごすプチデート（？）な一日は終わった。
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　翌よく日じつの昼休み。


　いつものごとく美亜たち三人プラス奈々、佐さ藤とうさんとともに談だん笑しようしつつまったりと過ごしていた弘司たちのもとにやって来た人物がいた。


「こんにちはですぅ、白しら瀬せ先せん輩ぱい！」


「あ、花か凛りんちゃん……」


「昨日きのうはどうもお疲れさまでしたぁ。あ、そっちの何でしたっけ、水みな底ぞこ先せん輩ぱいも」


「え、あ、うん」


　突然振ふられてわけも分からず弘ひろ司しも何となくうなずく。


　とりあえず水底じゃなくて水みな上かみだっていう突っ込みは置いておくとして、この子はいったいだれなんだろう？　怪け訝げんに思う弘司に、


「ちょ、ちょっと花凛ちゃん、こっち来て！」


「はいぃ？」


　奈な々なが花凛を連れてそそくさと廊下へと移動する。


　佐さ藤とうさんも興味深ぶかげな顔でそれに付いてきた。


「きょ、今日はどうしたの突然？　あのさ、昨日のことだったら……」


「ええとですねぇ、実は今日は報告があって来ましたぁ」


「報告？」


「はい、あのですねぇ」


　そこで花凛は神しん妙みような顔になって、


「──私、白しら瀬せ先輩のことは諦あきらめます。お二人があんなにらぶらぶだとは思わなかったから」


「え？」


「まさかとは思いましたけれど、腕を組んでいっしょに『恋のエンジェルフロート』を食べてキスまでする仲だったなんて……。それに十年以上の付き合いなんですよね？　私……本当に白瀬先輩のことが好きだったけど、先輩は私にとってお星様みたいな存在だったけれど、先輩の照らしている先には私はいないんだってことがよく分かりました」


「花凛ちゃん……」


「だから私は先輩のことを諦めます。寂しいですけど、悲しいですけど、白瀬先輩のことは思い出として心の奥にそっと仕し舞まいこみます……」


「あ……」


　寂しげにうつむく花凛。


　その様よう子すにどこか思いつめたようなものを感じ、奈々がなぐさめようと肩に手を置きかけて、


「──でも、もうだいじょうぶです」


「え？」


　ふいに、花凛がばっと顔を上げた。


「白瀬先輩が私のことを見てくれなくてもだいじょうぶです。だって私、新しいお星様を見つけちゃいましたからぁ！」


　にっこりと笑って、


「ね、そうですよね。──佐藤先輩♪」


「へ？」


　その言葉に、それまで隣となりで様よう子すを見守っていただけの佐さ藤とうさんが驚いたような声を上げる。


「あの時あのサル男たちを撃げき退たいした勇ゆう姿し……もう素す敵てきで無敵で、胸にまるでテーザー銃で撃うたれたような衝しよう撃げきがきゅぴ～んと奔はしりました！」


「あ、えー、えーとー……」


「私のお星様はもう先せん輩ぱいしかいないですぅ！　そういうわけですのでぇ、どこまでも付いていきますから。よろしくお願いしますぅ、佐藤先輩♪」


　ぎゅっと佐藤さんの手を握り締めながら言う。


　その目はこれ以上ないってくらいにきらきらと輝いていた。


「あ、あー、これどうしたらいいんだろー？」


「あ、あたしにも分かんない……」


　困こん惑わくしながら顔を見合わせる佐藤さんと奈な々な。


　そして廊下には、困り顔の佐藤さんと奈々、夢見る乙女おとめな花か凛りんという微び妙みようなトライアングルが残されたのだった。
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「わ～、すごいね～、このでっかい石！」


「あらあら～、てかてかと黒くろ光びかりしていてとってもご立りつ派ぱな置き石です～」


「むう、『社やしろ』と変わらぬ広さじゃ。見事な灯とう籠ろうまでありおるし……」


　肌はだ寒さむい空気が辺りをフワフワと漂う十二月後半のどことなく曇った空の下、ネコマタ娘たちのそんな声が周囲に響ひびき渡った。


「わ～、あそこ見て、池があるっ。お魚さんいるかな～」


　弾はずんだ表情でぴょこぴょこと置き石に囲まれた人工池へと近づいていき、


「あっ、コイさんだ～。おいしそ～」


「あらあら～、お料理しがいのありそうな大きさですね～」


「むう、鯉こいこくなどを食べてみたいの。あれは身体からだが温まるのでな」


　あちこちをうろちょろしながら楽しげに声を上げる。


　そんな美み亜あたちを見ながら、


「何だかゴメン、こんなことになっちゃって……」


　弘ひろ司しの口から思わずそんな言葉が出た。「美亜たちも、その、悪わる気ぎはないと思うんだ。ただちょっと騒がしくて色々と好こう奇き心しん旺おう盛せいなだけで……」


「いいって、別にこれくらい全然だいじょうぶだし、この前はあたしの方が色々と付き合ってもらってお世話になったんだから」


「だけど……」


「平気よ。うちは賑にぎやかなのが好きなの知ってるでしょ？　それに話を聞いたらお母かあさんだってぜひ美亜ちゃんたちを連れてきてって言ってたもの」


　にっこりと笑う奈な々な。


「うーん……」


「だから気にしないでいいって。さ、お母さんたち、こっちの母おも屋やだから行こ」


　奈々に先せん導どうされ、鯉（一匹ぴき二万円の錦にしき鯉）を捕まえようとしていた美亜たちを止めつつその後を歩いていく。


　黒光りする見事な御み影かげ石いしの飛び石に、様々な意い匠しようがこらされた立派な灯籠。


　それらを置いてなお余りある広大な敷地。


　ここは奈々の実家である。


　夕ゆう凪なぎ市の中でも際きわ立だって地価が高い高台にある閑かん静せいな高級住宅街。


　その中でも一ひと際きわ目立つ位置にある一いつ軒けんの豪ごう勢せいな和わ風ふう建築物。


　そこが現在弘ひろ司したちがいる場所であり、子供の頃には弘司もよく遊びに来ていた白しら瀬せ家のお屋や敷しきだった。


「あ、その辺、玉たま砂利じやりで滑り易やすいから気を付けてね」


　奈な々なが注意を促うながす。


　さて何だって弘司たちがここにいるのかというと話は簡単で、冬休みに入り実家に帰ることになった奈々にかねてから奈々の家へと行きたがっていた美み亜あ・千ち鶴づる・さくらの三人が付いていくこととなったのだけれど、三人だけで行かせるのは心配だし、奈々の家にはしばらく顔を見せていなかったので弘司もいっしょに行くこととなったのだった。


　まあ奈々は特に何とも思っていないようだし、奈々の家族も美亜たちの来訪を快く了りよう解かいしてくれたようではあるけれど、それでもそこはかとなく不安だった。


　何せ好こう奇き心しん旺おう盛せいなネコマタ娘たちである。


　この三人（一いつ匹ぴきと一いち羽わと一ひと柱はしら）の興味を引きそうなもの（かつ壊れやすく高価そうなもの）が色々と溢あふれているお屋敷でどこまで大人おとなしくしているか、正直弘司には自信がない。


「わ～、これ何かな～？　ぼんさい？」


「あらあら～、茶色くごつごつとしたモノが見事にそそり立っていますね～」


「むう、その枝の角度はもう少し上向きな方が儂わしの好みではある。まだまだじゃな」


「…………」


　思っている傍そばからこれだったりします。


「はあ……」


　本当に大丈夫なのかな……？


　こうして若じやつ干かんの（かなりの？）心もとなさを覚えつつ、奈々の実家で過ごす、後のちに今年最さい大だいのハプニングとなる一日が始まったのだった。
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「奈々、お帰りなさい」


　母おも屋や（入り口の門から二十メートルほど離れている）に到着するなり、弘司たちをにっこりと笑顔で迎えてくれたのは奈々の母親である美み奈なさんだった。


「お天気はだいじょうぶだった？　曇ってるみたいだけど、雨には降られなかった？」


　白いエプロン姿でそう笑いかけてくる。


「あ、うん、平気だよ。今日はお父とうさんは？」


「あの人は朝から大学よ。研究室で飼っている花はな子こ（乳にゆう牛ぎゆう）の子供が産まれそうなんですって」


「そうなんだ。相変わらず忙しいんだね」


「うん。でも夕方には帰ってくるんじゃないかしら。奈な々なたちに会いたがってたから」


　そう言うと今度は弘ひろ司しの顔を見て、


「いらっしゃいヒロくん。久しぶりね、半年ぶりくらいかしら？」


「あ、どうも、ご無ぶ沙さ汰たしています」


　慌あわてて挨あい拶さつを返す。


　すると美み奈なさんはちょっとだけ寂しそうな顔をして、


「ご無沙汰なんて、そんな他人行ぎよう儀ぎな言葉は使わなくていいの。それよりちゃんとご飯は食べてる？　外食とかはだめよ、ちゃんと自じ炊すいしないと。洗せん濯たくとかもこまめにしてるかしら？」


「あ、はい」


「今の時期は乾かん燥そうしやすいから気を付けないとだめよ。部屋に濡ぬれたタオルとかを吊つるしておくのが地味だけどいい方法で──」


　矢や継つぎ早に細かい注意を連発してくる。


　それは少しばかり小こ言ごとのようにも聞こえたけれど、美奈さんには子供の頃からお世話になっているため頭が上がらない。早くに母親を亡くしている弘司にとって、美奈さんは第二の母親みたいな存在だった。


「それとたまには顔を見せてね。やっぱり一人暮らしだと心配だし、私たちはヒロくんのことも家族だと思ってるんだから」


「あ、はい」


「うん、よろしい。あ、いつでもお母かあさんって呼んでくれていいわよ♪」


　そう言ってお茶ちや目めに笑う美奈さん。


　実際に会うのは久しぶりだけど、こういうところは全然昔と変わっていなかった。


「そっちの子たちが電話で聞いた美み亜あちゃんたちね。こんにちは、奈々の母の美奈です。いつもこの子がお世話になっているみたいで」


「にゃ、こんにちは、ミナ」


「千ち鶴づると申します～。以後お見知りおきを～」


「さくらじゃ。よろしくの」


　元気に挨拶をする美亜たちに、


「うん、やっぱりかわいいわ。これは期待できそう♪　奈々ったら、こんな友達がいるのならもっと早く連れて来てくれればいいのに」


　美奈さんが嬉うれしそうに笑う。


　それを見た奈々が、


「……お母さんの悪いクセが出ないといいんだけど」


「え？」


「ほら、アレよ。あのいつもの」


「え？　ああ、アレ……」


「あんたも昔はけっこう被害を受けてたわよね。お母かあさんのお気に入りだったし」


「……」


　それについてはあんまり思い出したくなかった。いや別にそんなにひどいことをされたというわけじゃないんだけれど……


「さあさあ、それじゃあお茶にでもしましょうか？　この間、美お味いしい葛くず餅もちをもらったの。みんなで食べましょう」


　美み奈なさんがみんなの顔を見回して言う。


「わ～い、クズもちクズもち～♪」


「あらあら～、飢うえたノラネコさんみたいですね～」


「ふん、意い地じ汚いネコじゃ」


　と言いつつしっかりと用意された座ざ布ぶ団とんの上に腰を下ろす霊れい鳥ちようお姉ねえさんと神様幼よう女じよ。


　そうしてお茶の時間が始まった。








「ね、ね、ナナってヒロのこと、子供の頃から知ってるんだよね？」


「え？」


　出された葛餅を遠えん慮りよなく十個ほど平らげお茶を五杯ほど飲み干したところで、美み亜あがふいにそんなことを口にした。


「昔からそばにいるんでしょ？　えっと、おさななじみ、だっけ？」


「そうだけど……でも急にどうしたの？」


「じゃあさじゃあさ、ヒロって子供の頃はどうだったの？」


「子供の頃の弘ひろ司し？」


「うんっ。どんなだった？　かわいかった？　〝いけめん〟だった？」


　身を乗り出しながら興味深そうな目で訊きいてくる。


「どんなって言われても……」


　返答に困る奈な々な。「あたしはずっといっしょにいるから、よく分からないっていうか……」


　すると美奈さんが、


「あら、ヒロくんはとってもいい子だったわよ」


「にゃっ、そうなの？」


「ええ。とっても素直で人の言うことをよく聞いて、優しくて……あ、そういえば昔のアルバムとかあったかしら？　見てみたい？」


「うんっ、見たい見たい！」


「ご主人さまの全てを知っておくのはお仕えする者としての義務ですから～」


「ふむ、興味あるの」


　即そく答とうする三人。


「分かったわ。それじゃあちょっと待っててね」


　にっこりと笑って客間を出て行く。


　美み奈なさんはすぐに戻ってきた。


「はい、これで全部かな」


　どさり！　と積み上げられたアルバムの山。


　それはざっと見て、三十冊（!?）近くはあった。


「へ～、たくさんあるんだね～」


「弘ひろ司しさまの健すこやかな発育のメモリ～ですね～」


「ほれ、早く見ようぞ」


　三人はそれぞれアルバムを手に取ると、


「わ～、これがヒロのちっちゃいころなんだ～」


「あらあら～、色々な意味でとってもかわいらしいですね～。試し練れんの時に見たものと同じですし～。うふふ～」


「むう、さすがは儂わしの夫。幼き頃からぷりてぃ～じゃ」


　様々な写真を見比べながらわいわいとそんなことを言う。


　目の前で色々と自分の写真について感想を述べられるのは何となく恥ずかしかったけれど、別に見られることそれ自体にはさして抵抗はなかった。子供の頃のものであるわけだし。


「……」


　ただ、その中には色々と見られたくない写真も何枚かはあった。奈な々ながさっき言っていた美奈さんの趣しゆ味み。アレに関連して触れてほしくないものが何十枚か（写真の絶対量りようからして何百枚かもしれないけれど）あるはずである。あれを見られるのだけはできれば避けたいところだけれど──


　などと考えていると、


「あれ、こっちにも何かあるよ？」


　美み亜あがうにゃんとそんな声を上げた。


「にゃ？　なんか白くてヒラヒラしてるのが写ってる。これって……」


　もしかしてあれは例の──


「そ、それは──！」


「んにゃっ？」


　慌あわてて止めようとするものの時すでに遅し。美亜の手は該がい当とうするページをめくってしまっていて──


「あ、これって」


「あらあら～」


「むう？」


　美み亜あたちはそのページに目を落とし、


「ヒロかわいい～♪」


「あらあらあらあら～♪」


「おお、これは……♪」


　直後に一いつ斉せいにそんな黄き色いろい声を上げた。


「……」


　そこにあったのは、ヒラヒラでフリフリのドレスを着てポーズをとっている弘ひろ司しの姿。


　正確には、半なかばムリヤリ着せられてちょっと困り顔をしている弘司の姿。


　普段はこれ以上なく常識人で、非の打ち所のない美み奈なさんのたった一つの困った趣しゆ味み。


　それはかわいい洋服にこれ以上ないくらいに目がなく、さらにはそれを人に着せて色々な角度から鑑かん賞しようして写真に撮とるのが何よりの楽しみというものだった。


　最初は美奈さんも奈な々なにだけ着せていたのだが、その内に嫌がりだした奈々が弘司をムリヤリに身み代がわりとして差し出したところ、それがどうも美奈さんのツボに入ってしまったらしく、それ以来代わりに弘司が着せられることが多くなったのだ（ちなみに弘司が男だということについては見事にスルー）。


「うんうん、ヒロくんは昔からかわいかったからドレスがよく似に合あったのよね。奈々が着るよりもかわいかったくらいだもの♪」


「……」


「うん、ヒロ、ほんとに女の子みたいっ♪」


「さすがは弘司さま、これならいつでも女の子としてもやっていけますね～。ええと～、一いつ挙きよ両りよう得とくですか～？」


「ここまで似合っておると少しばかり複雑な気分でもあるな」


「…………」


　ヒラヒラでフリフリな写真を手に楽しそうに声を上げる美亜たち。


　それを見ていた美奈さん、そこできらーんと目を光らせて、


「──ねえ美亜ちゃんたち。美亜ちゃんたちもそういうの着てみたいと思わない？」


「にゃ？」


「あらあら～？」


「むう？」


「もしみんなさえよければ準備はもうできてるんだけど……」


　美奈さんのその提案に、


「あ、うんっ、着てみたい着てみたい！」


「あらあら～、いいですね～」


「む、むう、かわいい服か。悪くないかもしれん……」


　三人とも即そく座ざにそう答えた。


「うふふ、そう言ってくれると思ったわ。それじゃ決まりね。こっちに来て着替えましょう。ファッションショーよ」


「わ～い、ふぁっしょんしょ～ふぁっしょんしょ～♪」


「待ってていてくださいね～、弘ひろ司しさま～」


「わ、儂わしのぷりちーな姿を見て腰を抜かしても知らぬぞ」


　そんなことを言いながら美み亜あたちが部屋を出て行き、


「ほら、奈な々なも来るの。せっかくなんだから久しぶりにかわいいところをお母かあさんに見せて」


「あ、ちょ、ちょっと……」


　美み奈なさんに腕を引っ張られて奈々もその後に付いていく。


「それじゃあヒロくんは適当にくつろいでてね」


「あ……」


　目の前でぱたり、と閉まる障しよう子じ。


　何だかよく分からない流れのまま、弘司は一人取り残されたのだった。
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「ふう……」


　美亜たちが美奈さんとファッションショー（？）をしている間、特にやることもない弘司は屋や敷しきの中を適当にうろついていた。


　勝かつ手て知ったる奈々の家。


　母おも屋やを出て、玄げん関かんから前庭を回りこんで、裏庭へと向かう。


　初めて来る者なら迷まい子ごにでもなりかねないほど広い敷地だけれど、慣れている弘司にとっては文字通り自分の庭のようなものだった。


「久しぶりだな……」


　辺りを見回しながら一人つぶやく。


　ここは子供の頃によく奈々と遊んでいた場所だった。


　開けた空間。ところどころにいくつも置かれた大きな置き石。裏にある小さな山へとつながっているため、ちょっとした林のようなものもある。小さかった弘司たちにとってはまさに格かつ好こうの遊び場だった。


「これにもよく乗ったりしたっけ……」


　上に乗ったり飛び降りたりして遊んでいた置き石の一つに座り込んで、改めて周りの風景に目をやる。


　全てが懐なつかしい思い出だった。


　そこにいるだけでどことなくしんみりとした気分になってくるというか……


　──それにしてもこの一年、色々あったなー……


　置き石の上に座ってぼんやりと裏庭を眺ながめながら、ふとそんなことを思う。


　春に一人暮らしが始まって、ひょんなことから美み亜あ・千ち鶴づる・さくらの三人と同じ夕ゆう凪なぎ荘そうで暮らすことになって、さらには奈な々なも加わることとなった。絢あやが帰ってきて一ひと騒そう動どう起きたかと思えば、修学旅行で遭そう難なんしかけて九きゆう死しに一いつ生しようを得たりもした。


「……」


　思えば思うほど、これまでにないくらい賑にぎやかでサプライズな一年だった。


　波は乱らん万ばん丈じようというか千せん客きやく万ばん来らいというか……


　そんなことを考えてしまったのは一年も終わりである十二月という時期が影えい響きようしているのか、それとも久しぶりに懐かしい場所に来たことが影響しているのか、よく分からなかったけれど、とにかくそれがこの一年に対する弘ひろ司しの感想である。


　来年はどんな一年になるんだろう。


　まああのネコマタ娘たちがいる以上は今年以上に落ち着かなく騒動に満ち溢あふれたものになることだけは間違いないだろうけれど。


　心の中で苦く笑しようしながらそんなことを思っていたその時だった。


「……ん？」


　ふと、気付いた。


　裏庭の隅すみ、大きな木の陰。


　そこにぽつりと立つ人ひと影かげがあった。


　木こ陰かげの暗がりの中にあって目を引く、真っ白な人影。


　──こんなところにだれだろう？


　目を凝こらしてよく見てみる。


　すると、


「あ……」


　それは先日に美亜と買い物に出た時に見かけた、あの真っ白な女の子だった。


　静けさの中、ぼんやりと宙を見つめながらひっそりとその場にたたずんでいる。


　──どうしてこんなところに？


　思わず置き石から立ち上がってしまう。


　あの時から何となく気になっていた女の子。


　──この近くに住んでいる子なんだろうか？


　そんなことを考えながら見ていると弘ひろ司しの視線に気付いたのか、女の子は弘司の方を振り向きぱあっと表情を輝かせて、


「……あえた」


「え？」


「……やっと、あえた」


　もう一度そうつぶやくと、女の子はそのままたたたっと一直線に弘司のもとに駆け寄り、


「──え？」


　がばっ！　と、


　ほとんど押し倒すような勢いで抱きついてきた。
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「ちょ、ちょっと!?」


「……みつけた、やっと、みつけた」


　ぴったりと密着をしたまま頰ほおずりをしながら嬉うれしそうにそう連呼する。


　ど、どうしたらいいんだろう？


　そして次の瞬しゆん間かん、


　いきなり女の子は弘司の頰を両手で挟むように摑つかんだかと思うと……弘司の額ひたいに温かく柔らかいモノがそっと触れた。


「!?」


　い、今のは？


　何が起こったのか理解できずに完全にフリーズする弘ひろ司しをヨソに、


「……ん～」


　女の子は心の底から嬉うれしそうに声を漏らしながら頰ほおずりを繰り返すばかりだった。
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　弘司がある意味ピンチに陥っているそんな頃、美み亜あたちは、


「わ～、かわい～のがたくさんある～♪」


「あらあら～、色とりどりですね～。夜の街のネオンみたいです～」


「ほう、これが〝どれす〟というものか……」


　たくさんの服に囲まれて、ノンキにわいわいとお喋しやべりをしていた。


「これとかおひめさまみたいでいいな～。ひらひらしてるよ～」


「あ、それはヒロくんが着たこともあるやつよ。ほら、ここに写ってるやつかな」


「え、そうなのっ？」


「ええ、かわいいでしょう？」


「うんっ、じゃあ、わたしそれ着る！」


　うにゃんと手を上げる美亜に、


「ちょっと待て！　なぜにネコごときにそのような大事なものを与えねばならぬ！」


「ネコに十万円硬こう貨かというやつですね～」


　さくらと千ち鶴づるが即そく座ざに異い論ろんを申し立てた。


「む～、何でだめなの～」


　不満げな顔をする美亜に、


「何でも何も、弘司の血と涙と汗が染み込んだ思い出の〝どれす〟を着るのは儂わしこそが相応ふさわしい。ネコなど買い物用ビニール袋に穴でも空あけて頭から被かぶっておればよいのじゃ」


「う～ん、確かにサイズ的にはさくらさんのお子様のような体型が一番お似に合あいかもしれませんが～。しかし全体的なバランスを考えるとここはやはり私が着るべきかと～」


「な、何じゃと！」


「わ、わたしだってどれすを着るのに相応しいもんっ」


　さくらと美亜が反論する。


「む～」


「あらあら～」


「ぬう……」


　そのままばちばちと火花を飛ばし合う三人。


　それを見ていた美み奈なさんが、


「こらこら、みんなケンカしないの。ヒロくんが着ていたやつだったらまだ他にもたくさんあるから、さくらちゃんと千ち鶴づるちゃんはそれを着ればいいでしょ、ね？」


「む、それならまあ構わぬが……」


「ええ、了りよう解かいです～」


　さくらと千鶴がうなずく。


「みんなでかわいい格かつ好こうをして、ヒロくんを驚かせちゃいなさいな。──ね、奈な々な？」


「え、あ、あたしも？」


「そうよ。あなただって素材はものすごくいいんだから、たまにはオシャレをしなきゃ」


　美奈さんが柔らかく微笑ほほえむ。


「それじゃそれじゃ、早く着替えてヒロに見せにいこ～よ！」


「そうですね～、据すえ膳ぜんは急げと言いますし～」


「うむ、悪くないな」


　色とりどりでひらひらふりふりの衣い装しようを前にして張り切る美亜たち。


「え、ええと……」


　奈々だけが、一人困こん惑わくした表情を浮かべていた。
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「え、ええと……」


　胸の中に真っ白な女の子を抱えたまま、弘ひろ司しは困り果てていた。


　何だってこんな事態になっているのかさっぱり分からない。


　この女の子が何でここにいるのかも分からなければ女の子の先ほどの、その、アレな行動の意味も分からないし、そもそもこの女の子がだれであるのかも弘司には分からない。ここにいるからといって奈々の親しん戚せき……というわけじゃないだろうし。


　八方塞ふさがり。


　要するに、何一つとして分からないのだった。


「あ、あのさ、キミは……」


　なので何とか情報を得ようとするものの、


「……やっと、あえた」


「……」


「……なつかしい」


　きゅっとくっついてくる。


「…………」


「……ん～」


　ヒザの上に乗っかって、すりすりと頰ほおを寄せてくる。


「だ、だからさ……」


「……？」


　さっきからひたすらに懐なついてくるばかりで、女の子からは何も聞きだすことができない。


「……」


　仕方がないのでその辺の突っ込んだ事情について訊きくことは諦あきらめて、とりあえず最低限の情報を訊くことにする。


「ねえキミ、名前は何ていうの？」


「？　なまえ？」


「うん、そう。名前」


　だが弘ひろ司しのその言葉に、


「……ん～、わからない」


「分からない？」


　って、名前が？


　女の子はこっくりとうなずいて、


「……なまえ、しらない。どうでもいい」


　そう言ってまた抱きついてくる。いやどうでもいいってことはないと思います。


「え、じゃあどこから来たのかとかは？　どうしてこんなところに？」


「……（ふるふる）」


　やはり首を横に振る。


「歳としとかは分かる？　家族の名前とかは？」


「…………（ふるふるふるふる）」


　三度首くびを振る。


　その表情から、何かを隠かくしていたりウソを吐ついていたりするようには見えない。


　これってまさか……


「記き憶おく喪そう失しつ……？」


　そんな単語が浮かんでくる。


　普段は使い慣れないレアな言葉だけれど、そうとしか思えない。


　だけどそれならどうして……


「僕に、声をかけたの？」


「？」


「名前も住んでるところも何も分からないんだよね？　だったら何で僕に……」


　それが一番の疑問だった。


　何も覚えていないのならどうしていきなり弘ひろ司しに抱きついてきたりしたのか。弘司自じ身しんにさえもこの子には覚えがないっていうのに……


　その質問に女の子は首をかたむけて、


「……わかんない」


「え？」


「……だけど、とってもなつかしいかんじがした。むかしからさがしていたひとにあえたみたいな、そんなかんじ」


　ぽつり、とそう言った。


「う、うーん……」


　何だか説得力があるようなないような、いまいち定かでない理由です。


　弘司が首を捻ひねっていると、


「……ひろは、わたしのこときらい？」


「え？」


「……ひろは、わたしといっしょにいるの、いや？」


「い、いやそれは……」


　ついさっきに知り合ったばかりの女の子にいきなりそんなこと言われても困るというか……


「──ん？」


　と、そこで気付いた。


「キミ、今いま何て……？」


「……だから、ひろはわたしのこと、きらい？」


「何で僕の名前を……」


　その時だった。


「あ～、ヒロ、何やってるのっ！」


　そんな声が弘司の後ろから響ひびき渡った。








「にゃ、ヒロ、その格かつ好こうはなにっ!?」


「あらあら～、見事にだっこちゃん状態ですね～」


「な、なぜヒザの上に……」


「あ、あんた、何やってるの!?」


　響く声×四。


　振り返った弘司の視し界かいに入ってきたのは、それぞれにひらひらふりふりの衣い装しように身に包んだネコマタ娘たちプラス奈な々なの四人の姿だった。


「みんな、その格かつ好こうは……」


　ドレスの美み亜あ。


　オートクチュールの千ち鶴づる。


　ゴスロリのさくら。


　プレタポルテの奈な々な。


　どれもこれも色いろ鮮やかで、まるで中世のヨーロッパがそのままタイムスリップしてきたかのようである。


「ヒロのひざの上にはお嫁よめさんのわたしが座るんだからっ！」


「いえいえ～、侍じ女じよたる私がお控えする位置です～」


「そこは妻たる儂わしの場所じゃ！　浮うわ気きを強要するのは許さぬぞ！」


「そ、その子だれなの!?　ちょっと、どこからそんな子をさらってきたのよ！」


　そんなプチヴェルサイユ宮きゆう殿でんな格好で、客観的には半なかば抱き合っている状態の弘ひろ司しと女の子を見て、美亜たちが四者しや四様ように詰め寄ってくる。


「え、いやこの子は……」


「……ひろは、わたしの」


　説明しようとした弘司の言葉を遮さえぎって、女の子がぎゅっと抱きついてくる。


「にゃ～！　にゃ、にゃにを言ってるのっ」


「あらあら～、いけませんね～。ええと、このドロボウのメス犬が～、ですか～？」


「な、何者か知らぬが早そう急きゆうに離れよ！　さもなくば身の安全は保証しかねるぞ！」


「ど、どういうことよ、弘司！　ちゃ、ちゃんと説明してっ！」


　それを見た四人はさらに弘司に迫ってくる。


　そんな中、女の子は険けわしい目で美亜を見つめ、


「ねこ……」


「え？」


「ねこ……きらい」


　はっきりとした口く調ちようで、そう言った。


「にゃ？」


「ねこなんていらない。ねこなんて……どうにかなっちゃえ！」


「え……？」


　どうして美亜がネコだってことを……


　だけど弘司がそれを確認する間もなく、女の子の身体からだから何やらただならぬ気配が立ち昇る。


　そして美亜に向けてその小さな右手をかざした。


　その瞬しゆん間かん。


　ぞわり。


「!?」


　辺りの空気がいきなりガラリと変わったというか冷たくなったような感じになった。


　続いて美み亜あが「うにゃ……」とその場に崩れ落ちるように倒れこみ──
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　同どう時刻。


　夕ゆう凪なぎ荘そう二〇一号室。


「!?」


　タタミの六畳じよう間まに寝ね転ころがりつつゲンコツセンベイをばりばりと食べながらのんびーりと昼メロを見ていた管理人さんが、起き上がりこぼしのごとくがばっと飛び起きた。


「──今のは」


　そのままその場に座り直すと何かに集中するかのように目をつむり、


「……間違いない、『妃きさき』の気配みたいねん。でも何だって突然……」


　ぽつりとつぶやく。


　一いつ瞬しゆんだけ垣間かいま見せたその表情は、これまでにないくらい真剣なものだった。


「まあそんなことをとやかく考えてる場合じゃないわねん。とにかく全速力で行かないと。南みなみ風かざ祭まつりちゃんはいるかな～」


　テレビのリモコンを手に取りつつ立ち上がり、


「あー、ドラマがいいところなのに……。でもしょうがない。そんな悠ゆう長ちようなことを言ってる場合じゃないものねん。団だん子ごより花って感じかしら～」


　駆け足で部屋を飛び出したのだった。








　また『社やしろ』内。


「瑞みず葉は、今のこれってー……」


「例のアレの気配ですよねー？」


「こんな特とく徴ちよう的なの他にないですー」


「……ええ」


　木こノ葉はの言葉に瑞葉がうなずく。


「……間違いなく、『妃』の魔ま力りよくでしょう。しかし一いち時じ期き反応が現れてからまた消えていたというのに、どうして突然……いえ、そんなことを考えるのは後でもいいですね」


　瑞葉は首を横に振って、


「……すぐに現場に向かいます。『門』を開く用意を。それとあなたたちのサポートも必要になるかもしれないですから、そちらの準備も怠おこたらないように」


「はいですー」


「りょうかーい」


「やったるですよー」


　返ってくる賑にぎやかな声。


　それを確認して、瑞みず葉はは一人で小さくつぶやいた。


「……間に合えば、いいのですが」
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「美み亜あ！」


「あらあら～」


「む、これは……」


「大丈夫なの、美亜ちゃん!?」


　突然倒れた美亜を見て声を上げる千ち鶴づるたち。


　弘ひろ司しも思わず駆け寄ろうとするものの、後ろからぎゅっと女の子に服の裾すそを摑つかまれる。


「!?」


「……だめ。いかないで」


「え？」


「……ねこなんて、ほっとけばいい。わたしのそばから、はなれないで」


　悲しげな顔。


　その捨てられた仔こ犬いぬみたいな表情に、一いつ瞬しゆんだけ弘司の動きが止まる。


「だけど……」


　何と言ったらいいか弘司が決めかねていると、


　その時だった。


「みんな、だいじょうぶ～？」


「!?」


　ガサリ！


　今度は屋や敷しきの周りを覆おおっている生いけ垣がきをかき分けて、突とつ然ぜん敷地外がいから飛び込んできた人ひと影かげがあった。


「な……」


「はあはあ……つ、疲れた……さすがにここまでの全力疾しつ走そうは堪こたえるわねん……。だけど私たちが来たからにはもうだいじょうぶよん。正義の味方の参さん上じようってところかしら～」


「大丈夫ですか？」


　現れたのは肩ではあはあと息をする管理人さんと、なぜか同じ夕ゆう凪なぎ荘そうに住む南みなみ風かざ祭まつりさん（こっちは平然としている）だった。


　続いて、


「……ご無事ですか、弘ひろ司し様、皆様」


　その後ろからさらに現れたのは瑞みず葉は。


　こちらもいつも通りの落ち着いた様よう子すで管理人さんの横に立った。


「あらん、やっぱり瑞葉も来たの？」


「……当然です。『妃きさき』が現れたとなれば、貴女あなただけには任せておけませんから」


「ふ～ん、別に私だけでもだいじょうぶなのにね～。いつもみたいに昼間からお酒でも飲んでればいいのに」


「……そんなに疲労した顔で何が大丈夫なのかと。歳としなのではないですか」


「……」


「……」


　そんなことを言い合う。


「……え、ええと……」


　状況がさっぱり分からなかった。


　管理人さん、南風祭さん、そして瑞葉。


　前二人はともかく、管理人さんと瑞葉に面めん識しきがあったということすら弘司には初はつ耳みみである。


　呆ぼう然ぜんとする弘司の横で、管理人さんたちは地面に倒れて悶もだえている美み亜あの姿を目に留めたようだった。


「美亜ちゃん！　どうしたの！」


「……さくら、いったい何が起きたのです」


　慌あわてた様よう子すで美亜たちのもとへ駆け寄る。


「む、何と言われてもの……」


　さくらが困った顔をする。


「……攻撃を受けたのですか？　そんなに悠ゆう長ちように構えている場合ではないでしょう。結けつ界かいを張るなる何なりして、すぐに対たい処しよせねば」


「いや、だからだな……」


　さくらがどう受け答えしていいのか分からないって目で美亜を見る。


　その先では、


「……あ、あははははは！　く、くすぐったいにゃ……！」


　美亜は笑っていた。


　くすぐったそうに身をよじらせてネコミミとネコシッポをぱたぱたと震わせて、これ以上ないってくらいの勢いで笑っていた。


「これは……」


　啞あ然ぜんとする瑞みず葉はたちに、


「な、なんか急にひざの上と背中が指でつつ～ってやられた時みたいにくすぐったくなって……あ、あはははは……」


「……」


「……」


「あ、あははははははは……」


　壊れたラジオみたいに笑い続けるネコマタ娘。


「……これが攻撃というのか、主ぬしらは」


　さくらが瑞葉たちを見る。「遊んでいるようにしか見えんぞ？」


「……」


「……」


　沈ちん黙もくする管理人さんたち。


　当の女の子は、


「……ねこ、いいきみ」


　手をわきわきと動かしながらちろっと舌を出して弘ひろ司しの後ろに隠かくれる。その様よう子すはまるでいたずらに成功した子供みたいだった。


「こ、これが本当に『妃きさき』……？」


「で、でも、反応は出てたわよねん？　この子で間違いないはずよん」


　瑞葉と管理人さんが顔を見合わせる。


「う、う～ん、どうも空間と時間を歪わい曲きよくさせて離れた位置にある美み亜あちゃんの身体からだを直接くすぐっているみたいねん。これはこれでとんでもない高等術じゆつ技ぎだけど……」


「……使い方が、あまりにもくだらない」


　呆あきれたような顔になる二人。


　二人が何を話しているのか弘司にはよく分からなかったけれど、とりあえず訊ききたいことがあった。


「あの、それでどうして管理人さんたちがここに……？」


「え？」


「瑞葉さんと知り合いなんですか？　というかそれ以前に何をしに……」


「あ、そうだったわ～」


　弘司の言葉に思い出したかのようにぽんと手を叩たたいて、


「弘司くん、とりあえずその子から離れて」


「え？」


「その子は危険なの。英語で言うとデンジャラス？」


「はい？」


　危険って……


「その女の子は『妃きさき』。数百年に一度現れる『魔ま』の救きゆう世せい主しゆにして世界に混こん沌とんをもたらすモノ。さらには『統ま神と者め』の影えい響きようを受けない唯ゆい一いつの人じん外がいでもあるのよん」


「……言わば『統神者』に支配されず、逆に支配することもできる無む二にの存在。ゆえに我々で確保させてもらいます。できるかは、分かりませんが」


　言い終わると、管理人さんと南みなみ風かざ祭まつりさん、瑞みず葉はの三人は女の子を取り囲むようにしてその周りに移動した。


「え、え？」


　いきなりそんなワケの分からないことを言われても理解がまったくもって追いつきません。だいたい瑞葉はともかくどうして管理人さんがその手のこと（『魔』だとか『統神者』だとか）を知っているのか……


　だけどそんな弘ひろ司しを置いてけぼりにして、


「そういうわけだから弘司くん、その子から離れてくれる～？　ちょっと手荒になるかもしれないから」


「……さくら、あなたたちにも協力してもらいますよ。事態は急を要しますから」


　瑞葉がやっぱりあんまり状況を摑つかめていなそうな神様幼よう女じよたちの方を見ながら言う。


「どういうことじゃ瑞葉、説明せい」


　さくらが怪け訝げんな顔になった。


「説明は朝陽あさひがした通りです。そこの少女……『妃』たるその者を捕ほ縛ばくすることは私たちにとって現在最さい優ゆう先せんすべき事項。ゆえにこの地を守る土と地ち神がみとして、木霊こだまを率ひきいる神しん霊れいとして、あなたには協力する義務があります」


「いやだからその『妃』とかいう輩やからについてもっと分かるように説明しろと言って──」


「……今は時間がありません」


「しかしじゃな……」


「……後にしてください」


　にべもない瑞葉の言葉にさくらは諦あきらめたように大きく息を吐ついて、


「……ええい、分かったわ。やればいいんじゃろう、やれば。とにかく詳しい話は後できっちりと聞かせてもらうぞ」


　女の子の方へと向き直った。


「私たちもお手伝いいたします～。美み亜あさんが笑い死にされてしまってもさすがに目覚めが悪いですし～、それにそこのお方が弘司さまに害をなす可能性があるというのなら放置しておくわけにはいきませんから～」


「あははははははは……（うなずきながらまだ笑っている）」


　千ち鶴づると美み亜あもやる気のようだ。


「じゃあ始めるわよん。まずは弘ひろ司しくんから離れなさい。──『破は魔ま・炎えん障しよう壁へき』！」


　管理人さんの声とともに弘司と女の子との間に炎ほのおの壁のようなものが出現し、その勢いで女の子の身体からだが弾はじかれたかのように後ろへと飛んだ。「……っ」


「ちょ、ちょっと……」


　その乱暴なやり方に弘司が思わず顔をしかめるものの、


「いいから、弘司くんは大人おとなしくそこで見てて～。はい、そっちから回り込んでいくわよん。いい、みんな」


「はい」


「……あなたに言われなくても分かっています」


「ふん、まあ儂わしに任せておけ」


「あらあら～」


「あははははははは……（まだ微び妙みようにくすぐりの効果が残っているらしい）」


　まったく聞かずにさらに女の子に迫っていく管理人さんたち。


　そんな中、女の子は弾き飛ばされた先から弘司の顔を見て、


「……ひろ、まってて」


「え？」


「……すぐにねこたち、まいてくる。ひろには、めいわくかけないから」


　そう言って裏うら山やまの方へと駆け出していってしまった。


「あ、逃げた。追うわよん」


「はい」


「……行かせません」


「神たる儂から逃げられるとでも思っておるのか？」


　管理人さんたち、さくらたちも逃げ出した女の子を追ってそのままその場から走り去っていってしまう。


「え、ええと……」


「…………」


　後には、弘司とぽかんとした表情の奈な々なが残されたのだった。
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　管理人さん、南みなみ風かざ祭まつりさん、瑞みず葉は、そしてさくらたちは、逃げた女の子を追跡していた。


　管理人さんたちのグループとさくらたちの二つのグループに分かれて白しら瀬せ家の敷地内ないをそれぞれ疾しつ走そうする。


　先行していたのはさくらたちの方だった。


「ふん、よく分からんが瑞みず葉はたちを待つまでもない。儂わしらだけで捕まえてくれるわ」


「ええ～、弘ひろ司しさまと何をやっていたのかも聞き出さないとなりませんし～」


「にゃ、色々とお礼まいりにゃ！（やっと回復したらしい）」


　三人が三人ともメッタに見られないほどやる気溢あふれる表情だった。


　よほど腹に据すえかねていたのか、ものすごい速さで白い少女との距離を縮めていく。


　やがて庭の外、裏うら山やま近くの林まで来たところで、先頭を進んでいたさくらが追いついた。


「『妃きさき』だか何だか知らんが……神である儂に敵かなうはずもない。ほれ、まずはその動きを止めてくれよう」


「……」


　声とともにさくらの周りに青い火花が浮かぶ。そしてそれはそのまま前を走る女の子に向かって一直線に叩たたきつけられた。


「ふん、直ちよく撃げきだけは避けてやっているから安心せい。たかだか『魔ま』の眷けん属ぞくごとき、これでもう動けまい──ん？」


　だが火花によって巻き上げられた煙の中から、


「……きらい」


「ぬ？」


「……しろいねこ、きらい。ねこといっしょにいるやつらも、きらい」


　全くの無傷で現れた女の子が、さくらたちに向けて手をかざす。


　次の瞬しゆん間かん、


「ぬ、ぬおっ!?」


「あらあら～」


「にゃ、にゃっ!?」


　三人の身体からだを覆おおっていたヒラヒラでフリフリのドレスの、スカートやら胸元やらのあちこちがめくれ始めた。


　そして、
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「こ、これは……ぬ、ぬはははははは……」


「あ、あらあら～、く、くすぐったいです～……」


「あははははははは……」


　その場に倒れこんで笑い始める三人。


　さらに、


「ぬ、ぬははははは……ぬ？　や、やめい、と、というかそこはだめじゃ……ぬ、あ……」


「な、なかなかお上手じようずですね～、激しくて～……あ……」


「や……なんか、さっきと違うにゃ……やん……」


　くすぐりのポイントがずれてそのまま何かヘンな部分に触れてしまったのか、さくらたちの声が次第に艶つやを帯びたものへと変わっていった。


　一分ほどそんな時間が続き、


　やがて三人とも、真まっ赤かな顔をして喘あえぎながら地面にへたり込んでしまった。


「……いいきみ」


　完全に戦せん意いを喪そう失しつして倒れ伏すさくらたちを確認して、勝ち誇ったような顔で女の子が言う。完かん璧ぺきに、グウの音ねも出ないほどのさくらたちの完敗です。


「あらら～、美み亜あちゃんたちはヤられちゃったみたいねん」


　と、そこで管理人さんたちが追いついてきた。


「外傷は特にないみたいですけど……」


「……肉体的精神的にだいぶ蹂じゆう躙りんされたみたいですね。この程度なら、ある意味いいクスリではあります」


　倒れたさくらたちの様よう子すを見て南みなみ風かざ祭まつりさんと瑞みず葉はがそう言う。


「だったらこのままにしておいてもだいじょぶねん。悪いけど、今はあっちを優先しないといけないから」


　とりあえず美亜たちから目を離して、女の子へと顔を向ける。


「……ねこのなかま、またきた」


「う～ん、仲間っていうのとはちょっと違うんだけどね～……って、おっと」


　台詞せりふの途中で女の子が右手をかざし、管理人さんがスカートをめくられかけたところでひらりと身を翻ひるがえす。


「危ない危ない。お姉ねえさんの玉のような十代の柔やわ肌はだは安くないのよん♪」


「…………あほ？」


　その言葉に、女の子から冷たい視線とともにそんな声が返ってくる。


　さらには、


「朝陽あさひさん、さすがにそれは……」


「……何を寝ね惚ぼけたことを言っているんですか」


「う……」


　南みなみ風かざ祭まつりさんと瑞みず葉はにまで呆あきれた目で見られ、管理人さんはちょっと凹へこんだ。


「な、何よ～、みんなして冷たいわね……。──ま、まあそれはともかく、今のこの子はこれしかできないみたいねん。時空歪わい曲きよくによる直接攻こう撃げき。それも同時にあなたたちには仕掛けなかったところを見ると、自分の視し界かいに入っている範はん囲い内にしか発動できないとみたわ。どう、違うかしらん？」


「その見立てで正しいと思います」


　南風祭さんがうなずき、


「……だったらやることは一つですね」


「ええ」


「行くわよ～」


　瑞葉の言葉とともに、目め配くばせをして三人が同時に動く。


　右・左・前。


　三方向からの同時攻撃だった。


「……あ」


　女の子がどれに反撃したものか迷う。


　その一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて、


「もらったわん。──『破は魔ま・炎えん矢や筒づつ』！」


「……っ」


　管理人さんが短くそう声を発し、女の子に向かって炎ほのおの矢が飛んでいく。


　橙だいだい色の炎に晒さらされて、白い少女が苦しげに身体からだをよじらせた。


「あら、大した術じゃなかったんだけどこれくらいで動けなくなっちゃうのね？　どうしてだかは分からないけれど、どうも本調子じゃないみたい。今なら私たちでもやれそうよん♪」


「……結けつ界かいで捕ほ縛ばくをしてそのまま動きを封じます。木こノ葉はがすでにこの辺りに予備結界を張っているので、二人ともそれに波長を合わせてください」


　瑞みず葉はがそう言い、


「りょうかい♪　それじゃ行くわよ。──深しん遠えんなる真しん紅くの焰ほむら……」


「──祀まつられる悠ゆう久きゆうの風……」


「──無限へと通ずる神しん木ぼくの言こと霊だま……」


　三人が重ねるようにして言葉を紡つむぐ。そして両手を前に突き出して、


『三式御ご霊りよう封ふう殺さつ！』


「……っ」


　三方向から放たれる光。


　それらはそれぞれが意い思しを持つかのように宙を滑り、女の子の身体からだに絡みついた。


「よし、摑つかみはおっけ～ねん」


「術の稼か働どう率は九三パーセントです。このまま行けば捕ほ縛ばくできます」


「……予備結けつ界かいとの親しん和わ性も問題ありません。続けましょう」


　管理人さんたちがそんなことを言う。


　その時だった。


「…………いや」


「ん？」


「…………いや。もううごけないのは、いや。あのときみたいにくるしいのは……」


　つぶやく女の子の周りの空気がぐにゃりと歪ゆがむ。


「あらん、何かイヤな予感……」


「……妖よう力りよくが爆発的に増しています。これは……」


　困こん惑わくする管理人さんたちの前で、


「……みんな、きらい。しろいねこも、そのなかまも……みんな、みんなだいっきらい！」


　女の子の全身から、天を衝つくような真っ白な光が立ち上った。
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　一方その頃。


　弘ひろ司しは白しら瀬せ家の広い敷地内ないを全力で走っていた。


　向かっているのはもちろん、あの女の子がいるだろう先である。


「ハアハア……」


　管理人さんたちは大人おとなしく見ていろと言ったけれど、弘司には放っておけなかった。


　どう見ても管理人さんたちはあの女の子をムリヤリに捕まえようとしている。


　口く調ちようこそいつも通りだったけれど、その合間に見られた表情には今までにない真剣味みがあった。


　管理人さんたちは本気だ。


「何とかしないと……」


　思わず気持ちが口をついて出る。


　管理人さんたちはあの女の子を危険な存在だと言った。世の中を混乱をさせる者だと。でも弘ひろ司しには……とてもそうは思えなかった。


　確かに弘司が彼女と接したのはほんの短い時間である。


　いきなり抱きついてきて、額ひたいに、その、キスをされて、そのまま懐なつかれて……


　だけどその短い時間でも分かった。少なくとも、あの女の子が力ずくでどうにかしなければいけないほど不ふ穏おんな存在ではないと。


「フウフウ……」


　垣かき根ねをくぐり抜け、裏山へと続く林へと走る。


「ちょ、ちょっと待ってよ弘司……」


　その後ろから奈な々なの困こん惑わくしたような声が聞こえてきた。


「きゅ、急に走り出して行っちゃうし……。だ、だいたいこっちで合ってるの？　美み亜あちゃんたち、すごい速さで行っちゃって……」


　両手で必死に長いスカートをたくし上げながら言う。


「うん、たぶんこっちだと思う」


　足を止めずにうなずき返す。


　どうしてかはよく分からないし、確たる根こん拠きよがあるわけでもない。


　だけど管理人さんや美亜たち、そしてあの女の子がいるのはこっちだと、弘司にははっきりと分かった。


「ほ、ほんとなの？　あんたがそう言うなら信じるけど……」


　そして──弘司のその予感は外れていなかった。


　林の中の少しだけ開けた空あき地のような場所。


　そこにいたのは、揃そろって地面に倒れ伏す美亜たち三人と管理人さん、南みなみ風かざ祭まつりさん、瑞みず葉は、そして……身体からだから真っ白な光を発するあの女の子。


「こ、これって……」


「な、何が起こってるの……」


　呆ぼう然ぜんとする弘司と奈々に、


「ひ、弘司くん、奈々ちゃん……」


「か、管理人さん！　一体何が……」


　駆け寄ろうとすると管理人さんは苦く悶もんに顔を歪ゆがめて、


「き、来ちゃだめよん！」


「え？」


「ど、どうもね、『妃きさき』のチカラが暴走してるみたいなのよん……」


「暴走？」


「そ、そうなのよん。私たちが中ちゆう途と半はん端ぱに追い詰めちゃったせいで……。おまけにここだけじゃなくて街まち中じゆうに影えい響きようが及んでるみたいなの。このままだとマズイわねん。い、今は何とか抑えているけどこれ以上は……うっ」


「か、管理人さん!?」


「と、とにかく弘ひろ司しくんたちは逃げるのよん。どうしてか分からないけど奈な々なちゃんにもチカラが及んでないみたいだからいっしょに……」


　そこまで言うと管理人さんは身をよじらせて、


「…………あは、あ～はっはははは……」


　突然、火が点ついたかのように笑い出した。


「こ、これは……」


「……あ、あの娘の、『妃』のチカラです」


「瑞みず葉はさん！」


「……時間と空間を超えて一定の範はん囲い内にある者全てをくすぐるチカラ。それが無差別に暴発的に発動しているのです。おそらくは今いま頃ごろ街中の人々がくすぐられて……」


「く、くすぐり？」


「……はい。くすぐり、です」


「そんな……」


「……だから弘司様たちはお逃げください。我々は大丈夫ですので……っ」


　それが限界だったのか瑞葉は小さく声を上げて、


「………あ………あっ……」


　身体からだを「く」の字に折り曲げたまま、肩をぴくぴくと震わせるだけなってしまった。


　どうやら笑いを必死に堪こらえているらしい。


　見れば美み亜あたちも、同じように笑いすぎて酸欠になってしまいほとんど意識を失っているようだった。


「ど、どうするの!?」


　そんなある意味阿あ鼻び叫きよう喚かんな光景を前に、奈々が不安そうな顔で見上げてくる。


「……」


　管理人さんたちの言うことを素直に聞くのならここは逃げるべきなのだろう。


　もともと待っていろと言われていたわけだし、どの道みち弘司にはここにいたところで事態を打開する方法なんてこれっぽっちも分からない。


　だけど。


「……あの子を止めないと」


「弘ひろ司し？」


　弘司にできることは何もないのかもしれないけど、（笑い）苦しんでいる美み亜あたちや管理人さんたちを置いて弘司だけが逃げることなんてできなかった。そもそもこの現げん象しようが夕ゆう凪なぎ市全体に及んでいるというのであればどこに行っても同じだ。


　それに。


「あの子……泣いてる」


「え？」


「一人で、泣いてるんだ……」


　白い光の中心にいる真っ白な女の子。


　その顔が弘司には、泣いている子供のもののように見えた。


「分からないけど……僕にはあの子が自分から好きでこの状況を引き起こしてるようには見えない。あの子はただ周りが見えなくなっているだけなんだと思う。だから……」


　止めないと。


　このままじゃ弘司たちにとってもあの女の子にとってもいいことはない。


「弘司……」


「危ないから奈な々なは下がってて。何が起こるか分からない」


「でも……」


「大丈夫だから。ほら、僕には何かヘンなチカラがあるらしいし……」


　管理人さんたちは『統ま神と者め』のチカラは通じないようなことを言っていたけれど、そのことは言わないでおく。


　しばしの沈ちん黙もく。


　やがて奈々はゆっくりと顔を上げて、


「……分かった。でも絶対ムチャはしないでよ。あんたまでこんな風ふうに笑い転げて動けなくなっちゃったら……あたし、どうしていいか分からないから」


「奈々……うん」


　うなずき返し、弘司は真っ白な光へと向き直る。


　女の子を中心に円えん柱ちゆう状に立ち昇った光。


「……よし」


　覚かく悟ごを決めると、その中に足を踏み入れた。


「……!?」


　入るなり、周りの空気が変わったことが弘司にも分かった。


　それまで透明だった周囲に薄いもやのようなものが立ち込めているような感覚。


　同時にまるで見えないいくつもの手でまさぐられているようなくすぐったい感かん触しよくが全身に襲おそい掛かる。


「くっ……」


　これが管理人さんたちが言っていたあの女の子のチカラなのだろうか。


　思わずその場で立ち止まってしまう。


　元々弘ひろ司しにはくすぐりが及んでなかった影えい響きようなのか、美み亜あたちのように笑って動けないというほどではないが、それでも歩みを鈍らせるくらいの抵抗はある。


　でも、


「何だろう……」


　何だか懐なつかしいような気がした。


　辺りを漂う寂しげで、他者を拒こばむような空気。


　だけどその中に（くすぐりを除き）どことなく覚えのある心地があるというか……


　一歩進む。


　……や……


　頭の中に何かが流れ込んでくる。


　…………いや…………


　それは言葉というか声というか、もっと直接的に感情を流し込まれているような感じ。


　………………くらいのは、やだ……ねむったままは、いや…………


　あの子の声なのかそれとも意い思しなのか。


　女の子に近づくにつれ、それは段々と大きなものになっていく。


　…………ねこ、きらい……


　……しろいの、いや……


　…………ほしい……


　……ひとりでいるのは、さむい…………


「……」


　それらの言葉が何を意味しているのか弘司には分からない。だけどその中にある寂しさのようなものは感じられた。


　だから、


「大丈夫……」


　光の真ん中まで進み、女の子の身体からだをそっと抱きしめる。


「もう怖くない。だれも君を暗いところで一人になんてしないから」


　…………だれ……？……


「僕だよ、弘司。安心して」


　女の子の目を見ながら、できる限りの優しい声でそう呼びかける。


　……え…………


　白い光をまとった真っ白な女の子はぼんやりとそれを見返していたけれど、やがて、


（…………ひろ、なの？）


　今にも消え入ってしまいそうな小さな声でそう返してきた。


「うん、そうだよ」


　笑いかけながらうなずき返す。


（…………そっか、ひろ、きてくれたんだ……）


　女の子がにこりと笑うのが見えた。


　心の底から安心したような笑顔。


　それと同時に、光が収まっていくのを感じた。


　街まち中じゆうを包み込んでいた光が潮しおが引くように収しゆう縮しゆくし、円えん柱ちゆうがゆっくりと消しよう滅めつしていく。


　やがて辺りは何もかも元に戻り、後には弘ひろ司しとその腕の中でぐったりとする女の子の姿があった。


「暴走……止まったみたいねん」


「助かりました……」


「……これは一体……？　『妃きさき』であるあの少女には弘司様の『統ま神と者め』のチカラは及ばないはず……なのにどうして……」


　地面から半分身体からだを起こした管理人さんたちがつぶやき、


「にゃ……やっと終わった」


「ようやく収まったみたいですね～」


「まったく、何という非常識な術じゃ……」


　その隣となりでは、美み亜あたちも意識を取り戻していた。


　とにかく、ひとまずは事態は収しゆう拾しゆうされたみたいだった。


「ふう……」


　弘司が安あん堵どに胸をほっと撫なで下ろしていると腕の中の女の子が、


「……ありがと」


「え？」


「……ひろ、わたしのことたすけてくれた。ぎゅって、してくれた」


　そう言いながら、潤うるんだ目でぽつりとつぶやいた。


「いいって、そんなの」


　こんなことになったのはもともと弘司たち側にも責任があるわけだし。


　だけど女の子はふるふると首を横に振って、


「……ううん、よくない」


「？」


「……そんなの、じゃない。わたしにとってはすごくだいじなこと。すごくたいせつな、こと」


　にこ～っと笑うと、


「……ひろ、だいすき」


　そのまま、きゅっと抱きついてきた。


「ちょ、ちょっと!?」


「……やっぱりひろはやさしい。だから、だいすき」


「え、え？」


　ぎゅーっと全身でくっ付いてくる。


「あ～、何やってるの！」


「あらあら～、零ゼロ距離射しや撃げきです～」


「ひ、弘ひろ司しから離れよ！　この痴しれ者め！」


「ちょ、ちょっと弘司!?」


　すぐさま反応する美み亜あたち。


　これはまたさっきまでみたいな美亜たちVS女の子の構こう図ずに逆ぎやく戻もどりなのかなーと弘司が頭を抱えかけたその時、


「……あ、もうだめかも」


　女の子がふいにそんなことを言った。


「え？」


「……じかんぎれ、かも……ねむく、なってきちゃった……」


「それって……」


　一体どういう……


「……また、ね……ひろ……」


　だけど弘司の疑問に答えずに、そんな言葉とともに女の子の身体からだがその全身と同じくらい白い光に包まれる。


　そのあまりのまぶしさに思わず目を閉じてしまう。


　目を開けた時にそこにいたのは──


「え……」


「キュウン？」


　つぶらな瞳ひとみでちょこんと首を傾ける、小さな真っ白いマルチーズだった。
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「え、ええと……つまり、うちのシャルロットに、その、『妃きさき』とかいう妖よう怪かいが取り憑ついてるってこと？」


「ん～、妖よう怪かいとはちょっと違うんだけど、簡単に言うとそういうことになるわねん」


「そ、そんな……」


　驚きで尻しり切きれになった奈な々なの言葉に管理人さんが答える。


「どうして今まで分からなかったのかとか、何でこんなにかわいくなっちゃってるのかとかは分からないんだけど、この子が『妃きさき』であることだけは間違いないわ。どうも犬の時は『妃』として活動していないみたいだけど……。奈々ちゃんが暴走の余波を受けなかったのも、飼い主だってことを無意識の内に認にん識しきしていたからなんでしょうね」


　言いながらシャルロットを見る。シャルロットはシッポをふりふりと振りながら、弘ひろ司したちの方をぽやんと見つめていた。


　ちなみに管理人さんもこういった方面の関係者で、瑞みず葉はや木こノ葉はたちと知り合いだということもこの時とき初めて聞かされた。最初は弘司も驚いたけれど、よく考えてみればこのあらゆる意味で常識の斜め上を行く破は天てん荒こうな管理人さんは何をやっていてもそんなに不ふ思し議ぎではなかったりします。


「……それとこれも原因は不明ですが、どうもチカラの大半と記き憶おくを失っているようです。伝え聞く『妃』のチカラは本来はこの程度ではない。私たち程度では結けつ界かいに保護された中での三人がかりでも敵かなう相手ではないはずなのです」


　瑞葉が付け加える。


「……敵う可能性があったとすれば現げん時点では唯ゆい一いつさくらくらいでしょうか。……もっとも、今回は早々にやられてしまっていたみたいですが」


「ふ、ふん、油ゆ断だんさえしなければあのようなことには……」


　瑞葉の言葉にさくらが気まずそうに顔を背そむける。「だ、だいたいあのような変へん則そく的かつ非常識な技を使うなど反則じゃ、ぶつぶつ……」


「あらあら～、負け惜しみですね～」


「さくら、かっこわる～い」


「な、何じゃと！　主ぬしらとて人のことなど言えぬだろうが！　最初から最後までくすぐられて地面に這はいつくばっていただけの分ぶん際ざいで……」


　顔を真まっ赤かにして反論するさくら。


「む～」


「あらあら～」


「ぬう……」


　そして始まるいがみ合い。まあこれはもういつものことだから放っておくとして。


「あ、あの、それでうちのシャルロットはどうなるんですか？」


　奈々が心配そうに管理人さんに尋たずねる。


「何か注射でも打たれちゃうとか、も、もしかしてどこかに里さと子ごに出されちゃうとか……」


「あ、ううん、それはだいじょぶよん。とりあえず様よう子すを見ることになったから」


「え？」


　管理人さんが肩をすくめながら首を振る。


「弘ひろ司しくんのお願いなの。シャルロットちゃんはできる限り今まで通りに奈な々なちゃんの家で生活させてくれって」


「……本当ならば、我々で管理したいところでしたが」


　瑞みず葉はがため息を吐つきながら言う。


「す、すみません……」


　別に管理人さんたちを信用しないってわけじゃないけれど、それでもやっぱりできることならシャルロットには──あの女の子には自由に笑っていてほしかった。


「あ～、いいっていいって。私もそれで了りよう解かいしちゃったわけだし、まあどこにいるのか分からないよりは私たちの目の届くところにいた方が安全だからねん」


「……仕方ありません」


　ぱたぱたと手を振りながら管理人さんが、その横では瑞葉が諦あきらめたような顔でうなずく。


「それじゃあ……」


「うん、当分はこれまで通りってところかしらん。もちろん非常時に備えてそれなりの準備はさせてもらうけど、それ以外は普通にしてくれて構わないから」


「あ……はいっ」


　奈々は大きく返事をして、


「よかったね、シャルロット！」


「キュン？」


　コタツの裾すそ野ので半分うたた寝をしかかっていた当事者（当事犬？）に抱きつく。


　寝ぼけ眼まなこの白いマルチーズは状況が摑つかめずにきょとんとした顔をしていた。


　そしてその後ろでは、


「む～、チヅルとさくらのばか～、あほ～！」


「あらあら～、語ご彙いが貧弱ですね～」


「ネコとツルごときが調子に乗りおって……今日という今日は己おのれの立場というものを分からせてくれるわ！」


　まーったくいつも通りに、いまだに美み亜あたちがどたばたと言い争いをしていた。





　こうして。


　シャルロットに関する意い外がいな真実とともに、今年最さい大だいの事件は静かに終わりを告げたのだった。




　



[image: ]





　その日も、表面的には本当にまったくもっていつも通りの一日だった。


　夕ゆう凪なぎ荘そう二〇三号室。


　ただ、その奥のリビングでは。


「む～」


「あらあら～」


「ぬう……」


　美み亜あたち三人が渋いことこの上ない顔をしていた。


「……」


「……」


「……何でお主ぬしがここにいるのじゃ？」


「…………」


「む、無視をするな！　こっちを見よ！」


　両手を上げて叫ぶさくら。


「そうだよ～、だ、だいたいそこはわたしの場所なんだからねっ」


「あなたがいるのは場違いというやつですね～。ちなみに美亜さんではなく私がお控えする場所ですが～」


　さらには美亜と千ち鶴づるも不満そうに声を上げる。


　その視線の先には、


「……うるさい」


　弘ひろ司しの腕の中で甘える白い女の子の姿があった。「……せっかくいいきぶんなのに、だいなし」


「な、何じゃその態度は！　妻たる儂わしに向かって、そ、そんなことをよくも……っ」


「ええと～、身の程ほどをわきまえなさい、というやつですか～？」


「そ、そこをどくのにゃっ！」


　さくらたちが大声を出すも、


「……しらない。ねことそのなかまなんかと、はなすことなんてない」


「なっ……」


「あらあら～」


「む、む～」


「……えへ～、ひろ」


　まったく関かん知ちせずに弘司に頰ほおをすり寄せる女の子。


　これっぽっちも美亜たちの話なんて聞く気がないみたいです。


「え、ええと、ごめんね美亜ちゃんたち。シャルロットも悪気はないみたいで……」


　奈な々なが済まなそうに頭を下げる。「ほら、その、久しぶりに弘ひろ司しに会えたからはしゃいでるみたいで……」


「む、む～、ナナが謝ることじゃないよっ」


「ええ～、罪を憎んで人を憎まず、でしょうか～？」


「悪いのは全てこの犬コロじゃ！」


　あの奈々の実じつ家か訪問から今日で一週間。


　あれ以来ずっと犬型だったシャルロットは、七日目にして再び人型に覚かく醒せい（？）したらしい。


　そして弘司の気配と匂においとを追ってすぐさまこの夕ゆう凪なぎ荘そうにまでやって来たのが今け朝さのこと。


　それに気付いた奈々が慌あわてて追いかけてきたのがつい二時間前のこと。


　で、まあそんな感じで今に至るというわけである。


「……ふふ～、ひろ、すき」


　空気を読まずにシャルロットがさらにすりすりと身を寄せてくる。


「だからっ、そこはわたしの場所なの～！」


「ええと～、いつまで澄すました顔をしてやがるんだこのメス犬め～、でしょうか～？」


「こ、これ以上の狼ろう藉ぜきはこの寛かん容ような儂わしにも我慢の限界というものがあるぞ！」


　本格的にいきり立つ美み亜あたち。


「ほ、ほらシャルロット、いいかげんにしないと美亜ちゃんたちも……」


　さすがに見かねたのか、奈々がシャルロットをたしなめようとして、


「……ななは、いいよ」


「え？」


「……ななは、ここにいてもいい。わたし、ななもすきだから」


　そう言うとシャルロットは自分の身体からだを少しだけ横に寄せて、


　ぽすん。


「あっ……」


　空あいたスペース（弘司の腕の中）に奈々を引っ張りこんだ。


　結果として、弘司の腕の中でシャルロットと奈々が並んで抱きかかえられるカタチになる。


「あ、あ～、な、何やってるのっ！」


「あらあら～、ミイラ取りがミイラというやつですね～」


「な、なっなっ何を……！」


　さらに騒そう然ぜんとする美亜たち。
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「……えへへ～、さんにんでぬくぬく」


　一方でどこまでもマイペースなシャルロット。


　そして、


「こ、これはこれで悪くない、かも……」


　奈な々なは一人、まんざらでもなさそうな顔でちょこんと弘ひろ司しの腕の中に収まっていた。
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「何だか……複雑な事態になってきたみたいだねえ」


「は……」


　電話の向こうから響ひびく男の声に、女は小さく返事をした。


「『妃きさき』の位置をようやく特定できたかと思えば、それが奈々ちゃんの飼い犬で、おまけになぜかチカラと記き憶おくとを失なくしている、かぁ……。まったくもって予想外というか何というか……」


　男の困ったような声が聞こえてくる。


「記憶がないまま本能で弘司を求めてあちこちを彷徨さまよっていたとか。そのせいで学園の磁じ場ばを乱したりもしたこともあったという話だよね？」


「はい。それ自体はまあ、七なな不ふ思し議ぎを現げん出しゆつさせただけで大した問題はありません。ですが──」


「ん、まだ何かあるのかい？」


「……はい」


　そこで女は少し間を置いて、


「──『妃』の、現げん界かい時期についてです」


「え？」


　男が怪け訝げんそうに訊きき返してくる。


「『妃きさき』の現げん界かい時期……どうやら『妃』は昨日きのう今日世に現れたわけではなく数年前から存在していたようなのです」


「……それは、どういうことだい？」


　男の声が低くなる。


「まだ詳しよう細さいは分かりません。ですが『妃』は数年前にすでに現界し、そのままずっと白しら瀬せ家の飼い犬の中にその存在を封ふう印いんされていたようなのです。それが時とともに封印の効力が弱まり、とうとう先日にそのほとんどが解除されることとなった、と」


「……」


　沈ちん黙もく。


　何かを考え込む気配が受話器の向こうから漂ってくる。


　しばらくして、


「……それはつまり、数年前に『妃』を封印しただれかがいるということだよね？」


「はい……」


「それも我々の知らないだれかがということか。ふむ……」


　再び黙もつ考こうの気配。


　そしてこう言ったのだった。


「……分かった。念ねんには念を入れて、絢あやを一いち時じ帰国させよう。どうせあの子も帰りたがっていたし、ちょうどいいだろう。万まんが一いちの時も、あの子がいれば少しは助けになるだろうからね」










ＥＮＤ







　あとがき




　こんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。


『はにかみトライアングル』五巻をお届けいたします。





　本書の第十七話は「電でん撃げきｈｐ」45号に掲けい載さいされたものを加か筆ひつ修正したもの、残りの十八、十九、二十話およびエピローグは書き下ろしとなっております。








　さてさて、実のところ通つう算さんするとこれが私の十冊目の本だったりします。


　時間が経たつのは早いもので、デビューさせていただいてから二年半。とにかく一冊一冊を頑がん張ばっていこうと思い何とかここまで来ることができました。


　思えばあっという間の二年半でした。


　人生初はつの取材というものに行ったりサインというものを書いてみたり締め切りに追われて泣きそうになりながら徹てつ夜やをしたり……初めて編集部からお電話をいただいたのがもう遠い昔のことのようです（しみじみ）。


　こうしていまだにお話を書き続けていられるのも読んでくださる皆様のおかげだと思っています。これからも十五冊目、二十冊目を目指して頑張っていきたいと思いますので、どうか温かく見守っていただけると幸いです。








　というわけで（？）、以下はこの本を出すにあたってお世せ話わになった方々に感謝の言葉を。


　担たん当とう編集の和わ田だ様と三み木き様。いつもいつも妙みようなところでこだわって色々と面めん倒どうをおかけいたしますが、それもまた個性だと思って笑って流していただけると……


　イラストのみずき様。毎回かわいいイラストをありがとうございます。今こん巻かんの分はまだ一部しか見ていなかったりしますので、見本誌が上がってくるのを楽しみにしております。








　そして最後になりますが、この本を手に取ってくださった読者の方々に深い感謝を。





　それではまた再びお会いできることを願って──







二〇〇七年一月末日　五十嵐雄策





五十嵐いがらし雄ゆう策さく


第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞受賞者。『乃木坂春香の秘密』で電撃文庫デビュー。弁護士を目指すかたわらで執筆活動をスタート。最近はすっかり司法試験の話題もしなくなり、おそらく今までの勉強時間を読書に当てていると思われるのがはにかみポイント[image: ]！


[image: ]





みずき


１９７９年・静岡生まれ、現在は第３新東京市。最近、可愛いお嫁さんをゲット！　それでも、ツインテール少女をこよなく愛するところがはにかみポイント[image: ]！




電撃文庫


はにかみトライアングル[image: ]





五十嵐いがらし雄ゆう策さく





二〇十二年八月二十四日　配信
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